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交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

77
（3）

29
（−2）

15
（−8）

3
（±0）

124
（−7）

交通事故死者数（人）

7月31日現在 8月29日現在

1,647
（−236）

1,908
（−242）

全国の死亡
事故件数

1,604
（−243）

令和元年7月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,120 94.7%

一　般 ― 96.5%
宅配便（千個） 339,789 98.1%

輸送統計
令和元年6月分
▶国土交通省調べ

２・3
・�トラック協会ニュース

・�官公庁ニュース（国交省等）

4 ・�中小トラック運送事業者にお
ける福利厚生特集＜第３回＞
㈲新誠運輸倉庫（群馬県伊勢崎市）

6 ・��交通事故防止！！
わが社の取り組み

�　 �㈱竜洋運輸（静岡県磐田市）

7 ・��秋の全国交通安全運動
�　 �全日本トラック協会実施計画

8 ・�国交省「事業用自動車
事故調査報告書」から
（File07）

5
��・タイヤケア ホントの話 連載100回記念
億万高志氏が教える
「タイヤケアで100万円

浮かせる10のコツ」

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

8/15〜9/14  9371
9/15〜10/14  5226

都道府県トラック協会役員名簿一覧と令和
元年度第1回「運行管理者試験問題（貨
物）」と解答は抜き出してご活用ください

　

全
ト
協
に
お
け
る
緊
急
輸

送
へ
の
取
り
組
み
と
主
な
緊

急
輸
送
の
実
績
（
平
成
26
年

以
降
）
を
表
に
ま
と
め
た
︒

　
﹁
平
成
28
年
熊
本
地
震
﹂や

﹁
平
成
30
年
７
月
豪
雨
﹂︑

﹁
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
﹂

の
際
に
は
︑
全
ト
協
は
政
府

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
な
ど

の
大
規
模
災
害
発
生
直
後
に

お
い
て
︑
関
係
者
間
に
お
い

て
支
援
物
資
到
着
状
況
等
の

情
報
共
有
が
十
分
で
は
な
い

部
分
が
み
ら
れ
た
︒
こ
の
た

め
︑
拠
点
か
ら
先
の
避
難
所

ま
で
の
い
わ
ゆ
る
﹁
ラ
ス
ト

マ
イ
ル
輸
送
﹂
が
混
乱
︒
支

援
物
資
が
届
か
な
い
等
の
課

題
が
顕
在
化
し
た
︒

　

そ
れ
を
踏
ま
え
︑
国
土
交

通
省
で
は
︑
有
識
者
︑
全
ト

協
を
は
じ
め
と
し
た
物
流
関

係
団
体
お
よ
び
物
流
事
業
者

等
で
構
成
す
る
検
討
会
を
立

ち
上
げ
︑
平
成
31
年
３
月
︑

災
害
発
生
時
の
初
動
︑
災
害

発
生
後
の
運
営
な
ど
を
記
載

し
た
地
方
公
共
団
体
向
け
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
﹁
ラ
ス
ト
マ
イ
ル

に
お
け
る
支
援
物
資
輸
送
・

拠
点
開
設
・
運
営
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
﹂
を
策
定
し
た
︒

　

政
府
で
は
︑
我
が
国
の
経

済
成
長
と
国
民
生
活
を
持
続

的
に
支
え
る
﹁
強
い
物
流
﹂

の
実
現
に
向
け
て
︑
各
省
庁

関
係
局
長
等
か
ら
な
る
﹁
総

合
物
流
施
策
推
進
会
議
﹂（
国

交
省
・
経
済
産
業
省
共
同
事

務
局
）
を
設
置
し
︑
施
策
の

総
合
的
・
一
体
的
推
進
を
図

っ
て
い
る
︒
31
年
３
月
28
日

に
公
表
さ
れ
た
﹁
総
合
物
流

施
策
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
改

　

東
日
本
大
震
災
（
23
年
）

な
ど
︑
過
去
の
大
規
模
災
害

時
に
お
け
る
緊
急
物
資
輸
送

を
み
る
と
︑
発
災
当
初
は
物

資
の
集
積
所
か
ら
避
難
所
へ

の
輸
送
が
滞
る
な
ど
の
事
態

が
生
じ
た
が
︑
国
交
省
と
全

ト
協
を
は
じ
め
と
し
た
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
が
協
力
し
︑

民
間
運
送
事
業
者
を
災
害
物

流
専
門
家
と
し
て
現
地
に
派

遣
す
る
こ
と
で
︑
円
滑
な
荷

捌
き
や
末
端
配
送
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
今
年
２
月

５
日
の
第
１
１
２
回
交
通
対

策
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た

﹁
２
０
１
９
年
度
全
ト
協
緊

急
輸
送
事
業
計
画
﹂の
中
で
︑

﹁
災
害
物
流
専
門
家
﹂
の
育

成
を
計
画
的
に
進
め
る
と
と

も
に
︑
大
規
模
災
害
発
生
時

に
お
け
る
派
遣
体
制
を
整
備

し
て
い
く
と
し
て
い
る
︒

　

同
計
画
を
踏
ま
え
︑
全
ト

協
で
は
今
年
５
月
︑﹁
災
害

物
流
専
門
家
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
策
定
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
﹂（
座
長
・
宇
田
川
真
之

東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環

総
合
防
災
情
報
研
究
セ
ン
タ

ー
特
任
助
教
）
を
設
置
︒
交

通
対
策
委
員
会
委
員
の
ほ

か
︑
近
年
大
き
な
災
害
が
発

生
し
た
北
海
道
や
岩
手
︑
広

島
︑
愛
媛
︑
熊
本
な
ど
の
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
専
務
理
事
ら

に
も
参
加
し
て
も
ら
い
︑
災

害
物
流
専
門
家
の
派
遣
に
必

要
と
さ
れ
る
専
門
家
の
役
割

や
選
定
に
当
た
っ
て
の
条
件

な
ら
び
に
育
成
方
法
に
関
す

る
検
討
な
ど
を
進
め
て
い
る
︒

■
そ
の
他
の
取
り
組
み

都
道
府
県
ト
協
担
当
者
の

知
識
を
深
め
る
た
め
に

「
担
当
者
研
修
」
を
開
催

　

全
ト
協
で
は
昨
年
８
月
８

日
～
10
日
に
か
け
て
︑
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
緊
急

物
資
輸
送
担
当
者
を
対
象
と

し
た
研
修
を
︑
愛
知
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
中
部
ト
ラ
ッ
ク
総

合
研
修
セ
ン
タ
ー
（
愛
知
県

み
よ
し
市
）
で
初
め
て
開
催

し
た
︒

　

同
研
修
で
は
︑
各
都
道
府

県
ト
協
に
お
け
る
緊
急
物
資

輸
送
へ
の
取
組
状
況
の
確
認

や
︑
緊
急
物
資
輸
送
に
関
す

る
基
礎
知
識
習
得
の
場
の
設

定
を
通
じ
て
︑
各
都
道
府
県

ト
協
担
当
者
の
知
識
習
得
を

促
す
も
の
と
な
っ
た
︒な
お
︑

全
ト
協
で
は
今
年
11
月
に
も

同
研
修
の
実
施
を
予
定
し
て

い
る
︒

　

近
年
︑
災
害
が
激
甚
化
す

る
傾
向
に
あ
り
︑
緊
急
物
資

輸
送
へ
の
対
応
の
重
要
性
が

ま
す
ま
す
増
し
て
い
る
︒
全

ト
協
で
は
引
き
続
き
︑
緊
急

物
資
輸
送
体
制
の
さ
ら
な
る

強
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
︑

緊
急
物
資
輸
送
へ
の
取
り
組

み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
︒

の
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
に
よ
る
緊

急
物
資
輸
送
手
配
業
務
を
実

施
し
た
︒

　

ま
た
︑﹁
災
害
物
流
専
門

家
の
派
遣
﹂
で
は
︑
平
成
30

年
７
月
豪
雨
の
際
に
全
ト
協

か
ら
職
員
１
人
を
内
閣
府
緊

急
物
資
調
達
・
輸
送
チ
ー
ム

へ
派
遣
す
る
と
と
も
に
︑
被

災
地
と
な
っ
た
広
島
県
︑
岡

山
県
︑
愛
媛
県
の
各
ト
ラ
ッ

ク
協
会
か
ら
も
︑
各
県
の
災

害
対
策
本
部
や
県
備
蓄
拠
点

に
職
員
等
を
派
遣
し
て
い
る
︒

　

我
が
国
で
は
近
年
︑
自
然
災
害
に
よ
る

大
き
な
被
害
が
頻
発
し
て
い
る
︒
今
年
も
︑

６
月
に
は
山
形
県
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６

・
７
（
最
大
震
度
６
強
）
の
地
震
が
発
生

し
て
41
人
が
負
傷
し
た
ほ
か
︑
想
定
を
は

る
か
に
超
え
る
よ
う
な
大
雨
も
発
生
し
て

お
り
︑
７
月
（
長
崎
県
五
島
︑
対
馬
）
と

８
月
（
佐
賀
県
︑
福
岡
県
︑
長
崎
県
）
に
は

﹁
数
十
年
に
一
度
の
降
水
量
と
な
る
大
雨
﹂

が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
発
表
さ
れ
る
﹁
大

雨
特
別
警
報
﹂
も
発
表
さ
れ
て
い
る
︒

　

様
々
な
災
害
を
経
験
し
て
き
た
中
で
︑

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
こ
れ
ま
で
災

害
時
緊
急
輸
送
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
培

っ
て
き
た
︒
近
い
将
来
に
発
生
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
︑
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首

都
直
下
地
震
な
ど
と
い
っ
た
大
規
模
災
害

の
発
生
時
に
も
︑
被
災
地
に
対
し
て
ス
ム

ー
ズ
に
緊
急
物
資
を
届
け
る
べ
く
︑
全
ト

協
で
は
国
や
地
方
公
共
団
体
︑
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
連
携
し
て
︑
災
害
時
緊

急
輸
送
体
制
の
整
備
を
推
進
し
て
き
た
︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
９
月
１
日
の

﹁
防
災
の
日
﹂
に
合
わ
せ
て
︑
全
ト
協
に

お
け
る
近
年
の
緊
急
輸
送
体
制
確
立
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
︒

全
ト
協 

緊
急
輸
送
体
制
を
強
化

1
近
年
の
災
害
発
生
状
況
と
全
ト
協
の
対
応

熊
本
地
震
な
ど
で
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
に
よ
る

緊
急
物
資
輸
送
手
配
業
務
な
ど
を
遂
行

表  全ト協における緊急輸送への取り組みと
　　　　  　主な緊急輸送の実績（平成 26 年以降）
平成26年  7月 全日本トラック防災・研修センター竣工

26年  8月 災害対策基本法に基づく指定公共機関に指定
26年  8月 広島土砂災害で緊急輸送を実施
27年  9月 関東・東北豪雨で緊急輸送を実施
27年12月 47 都道府県トラック協会が都道府県と協定締結
28年  4月 平成 28 年熊本地震で緊急輸送を実施（トラック車両数約 1,270 台）※
30年  7月 平成 30 年 7 月豪雨で緊急輸送を実施（トラック車両数 266 台）※
30年  9月 北海道胆振東部地震で緊急輸送を実施※

※�平成28年熊本地震、平成30年7月豪雨、北海道胆振東部地震では、全ト協は政府のプッシュ型支援による緊
急物資輸送手配業務を実施した。

2
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
へ
の
対
応

避
難
所
に
速
や
か
に
緊
急
物
資
を
輸
送
す
る
た
め
に

訓
練
へ
積
極
的
に
参
加
、
体
制
構
築
図
る

3
「
災
害
物
流
専
門
家
」
の
育
成

円
滑
な
物
資
輸
送
に
欠
か
せ
な
い
物
流
の
プ
ロ

Ｗ
Ｇ
立
ち
上
げ
育
成
へ
取
組
加
速

定
版
で
は
︑
災
害
に
強
い
物

流
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い

く
中
で
︑﹁
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
を

含
む
円
滑
な
支
援
物
資
輸
送

体
制
の
構
築
﹂
を
目
標
と
し

て
掲
げ
て
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
今
年
度
事

業
計
画
の
中
で
﹁
大
規
模
災

害
発
生
時
に
お
け
る
緊
急
輸

送
体
制
の
確
立
﹂
に
つ
い
て

取
り
上
げ
︑
全
ト
協
﹁
防
災

業
務
計
画
﹂
に
基
づ
き
︑
必

要
な
体
制
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
︑
こ
れ
ま
で
の
大

規
模
災
害
対
応
等
を
踏
ま
え

つ
つ
︑
緊
急
物
資
輸
送
体
制

の
確
立
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
る
︒
ま
た
︑
他
の
指
定
公

共
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図

る
と
と
も
に
︑
国
等
の
関
係

機
関
の
訓
練
に
積
極
的
に
対

応
す
る
と
し
て
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
で
は
９
月
２

日
～
27
日
に
か
け
て
︑
平
成

31
年
度
﹁
自
動
車
環
境
総
合

改
善
対
策
費
補
助
金
（
事
業

Ⅱ
・
事
業
Ⅲ
）﹂
交
付
予
定

枠
申
し
込
み
を
受
け
付
け
る
︒

　

同
補
助
金
の
交
付
は
︑
地

域
の
計
画
と
連
携
し
て
︑
環

境
に
優
し
い
自
動
車
の
集
中

的
導
入
や
買
い
替
え
の
促
進

を
図
る
事
業
を
対
象
に
支
援

を
実
施
す
る
︑﹁
地
域
交
通

の
グ
リ
ー
ン
化
に
向
け
た
次

世
代
自
動
車
の
普
及
促
進
事

業
﹂
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も

の
︒
各
事
業
に
お
け
る
補
助

対
象
者
・
補
助
内
容
は
表
１

の
通
り
と
な
っ
て
い
る
︒

　

交
付
申
請
の
概
要
は
︑
表

２
の
通
り
︒
な
お
︑
交
付
予

定
枠
の
申
し
込
み
を
行
い
︑

内
定
通
知
を
受
け
た
事
業
者

は
︑
表
２
で
示
し
た
期
間
内

に
申
請
を
行
う
必
要
が
あ
る
︒

　

な
お
︑詳
細
に
つ
い
て
は
︑

国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
こ
と
︒

表１ 補助対象者と補助内容
◎事業Ⅱ：電気トラック、充電設備等の導入支援
補助対象者 運送事業者等

補助内容 車両本体価格の 1/4 ～ 1/5。電気自動車用充電設備等
の 1/4（工事費は実額※上限あり）

◎事業Ⅲ：�ハイブリッドトラック、天然ガストラッ
クの導入支援

補助対象者 運送事業者等

補助内容

通常車両価格との差額の 1/3
※以下の車両は補助対象外となる。
＜ハイブリッドトラック＞最大積載量 2 トンかつ
車両総重量 4 トン以下の車両
＜天然ガストラック＞最大積載量 5 トンかつ車両
総重量 8 トン以上の改造車両

表２ 交付申請について
通常申請 実績申請

申請
対象
車両

令和２年１月１日～令和
２年３月 31 日の間に新
車新規登録（使用過程車
を補助対象車両に改造す
る場合は自動車検査証を
交付）されるもの

原則として、平成 31 年 4 月
1 日～令和元年 12 月 31 日の
間に新車新規登録（使用過程
車を補助対象車両に改造した
場合は自動車検査証を交付）
されたもの

申請
受付
期間

令和元年 11 月 1 日～
令和元年 11 月 29 日

登録された日から 30 日を経
過した日まで。ただし、令和
元年 10 月 31 日までに登録さ
れたものにあっては、令和元
年 11 月 29 日までを申請受付
期間とする

▷ 

記
録
的
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
岡
山
県
倉
敷
市
へ
向

け
て
出
発
す
る
緊
急
物
資
輸
送
車
両
（
平
成
30
年
７
月

８
日
午
前
、
写
真
提
供=

徳
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
）

◁�平成28年
　熊本地震

▷ 

昨
年
８
月
に
開
か
れ
た
、初
の
緊
急

物
資
輸
送
担
当
者
研
修（
愛
知
県
み

よ
し
市
）

関
係
省
庁
・
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
連
携

「
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
対
応
」
「
災
害
物
流
専
門
家
育
成
」
に
注
力

次
世
代
自
動
車
導
入
費
用
を
補
助

平
成
31
年
度
「
自
動
車
環
境
総
合
改
善
対
策
費
補
助
金
」

国交省
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　あなたは片側１車線の道路を走行しています。左前方には二輪車
が走行しており、その先に合流地点があります。この場面にはどの
ような危険がありますか。また、危険を避けるためにはどのような運
転をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 115回〕「合流地点のある道路の走行」

（解説・７面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～合図編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�右左折するときは、右左折する地点の30メートル手前で合
図をしなければならない。（ ○・× ）

❷	�進路変更等の合図をしたときは、その行為が終わるまで合
図を継続しなければならない。（○・× ）

❸	�環状交差点を出るときは、右側の方向指示器を操作する。
（ ○・× ）

❹	�合図に係る行為をしないのにもかかわらず、合図をしては
ならない。（ ○・× ）

❺	�停止するときには合図をする必要はない。（ ○・× ）

（解答は７面）

　

８
月
23
日
︑
第
15
回
利
用

運
送
・
積
合
部
会
（
井
上
和

英
部
会
長
）
が
大
阪
府
大
阪

市
で
開
催
さ
れ
︑
平
成
30
年

度
事
業
報
告
（
案
）︑
令
和

元
年
度
事
業
計
画
（
案
）
等

に
つ
い
て
審
議
し
︑
い
ず
れ

も
承
認
︒
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
の
改
選
で
は
︑
正
副
部

会
長
７
氏
を
再
任
し
た
︒

　

元
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

①
繁
忙
期
に
お
け
る
安
定
し

た
車
両
確
保
に
資
す
る
た

め
︑
情
報
シ
ス
テ
ム
の
有
効

利
用
に
つ
い
て
検
討
︑
②
部

会
員
の
経
営
基
盤
強
化
に
資

す
る
た
め
︑研
修
会
を
開
催
︑

③
部
会
組
織
の
あ
り
方
な
ら

び
に
組
織
拡
充
対
策
に
つ
い

て
検
討
︱
︱
す
る
こ
と
を
施

策
と
し
︑
諸
活
動
を
積
極
的

に
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

議
事
終
了
後
に
は
研
修
会

が
開
催
さ
れ
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
現
状
と
今
後
の
動

向
に
つ
い
て
﹂
を
テ
ー
マ
に
︑

㈱
日
通
総
合
研
究
所
の
大
島

弘
明
取
締
役
が
講
演
を
行
っ

た
︒

営
業
利
益
・
経
常
損
益　

　
　
　
　
　
と
も
に
悪
化

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
景
況
感

31
年
４
月
～
元
年
６
月
期

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

８
月
８
日
︑
平
成
31
年
４
月

～
令
和
元
年
６
月
期
の
﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
景
況
感

（
速
報
）﹂
を
発
表
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
運
賃
・

料
金
の
水
準
は
堅
調
に
推
移

し
た
も
の
の
︑
輸
送
数
量
減

少
等
の
影
響
を
受
け
て
輸
送

効
率
︑
営
業
収
入
等
が
悪
化

し
た
こ
と
か
ら
︑
営
業
利
益

・
経
常
損
益
と
も
に
一
段
と

悪
化
︒
そ
の
結
果
︑
業
界
の

景
況
感
の
判
断
指
標
は
マ
イ

ナ
ス
30
・
３
と
な
り
︑
前
回

（
マ
イ
ナ
ス
18
・
１
）
か
ら

12
・
２
㌽
悪
化
し
た
︒

　

な
お
︑
７
月
～
９
月
期
の

見
通
し
に
つ
い
て
は
︑
輸
送

数
量
の
減
少
︑
人
件
費
の
上

昇
︑
燃
料
コ
ス
ト
の
負
担
増

等
が
継
続
し
︑
経
常
利
益
を

押
し
下
げ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
た
め
︑
今
回
の
マ
イ
ナ

ス
30
・
３
か
ら
７
・
８
㌽
悪

化
し
︑
マ
イ
ナ
ス
38
・
１
と

な
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
︒

求
車
成
約
率
が　
　
　
　

前
年
同
月
比
８
・
２
㌽
増

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
成
約
運
賃

指
数
令
和
元
年
７
月
分

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
は
８
月
５
日
︑
令
和
元

年
７
月
分
の
求
荷
求
車
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ

Ｉ
Ｔ
）
成
約
運
賃
指
数
を
発

表
し
た
︒

　

同
月
の
運
賃
指
数
は
︑
前

月
比
±
０
㌽
︑
前
年
同
月
比

１
㌽
増
の
１
２
４
で
︑
平
成

22
年
度
以
降
︑
７
月
の
最
高

値
を
記
録
し
た
︒

　

ま
た
︑
同
月
末
の
求
車
登

録
件
数
は
︑
11
万
２
５
７
件

と
︑
前
年
同
月
比
４
万
６
１

６
０
件
減（
29
・
５
％
減
）で
︑

成
約
率
は
21
・
９
％
と
な

り
︑同
８
・
２
㌽
上
昇
し
た
︒

閉
鎖
Ｔ
Ｓ
の
売
却
に
つ
い
て

盛
岡
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
今
年
６
月
30
日
に
閉
鎖

し
た
盛
岡
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
︑
入
札
に
よ

る
売
却
を
行
う
た
め
︑
８
月

26
日
か
ら
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
上
に
入
札
要

綱
書
を
公
開
し
て
い
る
︒

　

入
札
の
詳
細（
物
件
概
要
︑

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
︑
問
い
合
わ

せ
窓
口
等
）
等
に
つ
い
て
は
︑

同
Ｈ
Ｐ
を
参
照
の
こ
と
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
・
リ
ク
エ

ス
ト
に
野
尻
流
経
大
学
長

　
　
　
　
　
　
　

 

が
出
演

﹁
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
﹂を
Ｐ
Ｒ

　

８
月
16
日
㈮
に
放
送
さ
れ

た
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
提

供
ラ
ジ
オ
番
組
﹃
ド
ラ
イ
バ

ー
ズ
・
リ
ク
エ
ス
ト
﹄（
Ｔ

Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
系
列
全
国
33
局

ネ
ッ
ト
）
に
︑
流
通
経
済
大

学
学
長
で
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
安
全
性
評
価
委
員
会
委

員
長
の
野
尻
俊
明
氏
が
出
演

し
た
︒

　

安
全
性
の
高
い
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
所
を
認
定
す
る

﹁
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
﹂
に
つ
い

て
︑
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
宮

崎
瑠
依
さ
ん
を
聞
き
手
に
︑

野
尻
委
員
長
が
認
定
基
準
な

ど
を
詳
し
く
紹
介
︒
リ
ス
ナ

ー
に
対
し
て
Ｇ
マ
ー
ク
の
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
た
︒

（
９
月
１
日
〜
９
月
30
日
）

▽
９
月
３
日

・
第
６
回
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委

員
会

▽
９
月
５
日

・
第
46
回
物
流
政
策
委
員
会

▽
９
月
６
日

・
第
43
回
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
部
会

▽
９
月
10
日

・
第
49
回
鉄
骨
・
橋
梁
部
会

▽
９
月
11
日

・
第
67
回
百
貨
店
部
会

▽
９
月
12
日

・
第
１
１
３
回
交
通
対
策
委
員
会

▽
９
月
13
日

・
女
性
部
会
全
国
研
修
会

▽
９
月
26
日

・
第
２
回
施
設
事
業
委
員
会

▽
９
月
27
日

・
第
45
回
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
輸
送

部
会

後
続
車
無
人
隊
列
走
行
シ

ス
テ
ム
商
業
化
を
見
据
え
活

用
の
方
向
性
を
取
り
ま
と
め

新
物
流
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
た

高
速
道
路
イ
ン
フ
ラ

　

国
土
交
通
省
は
８
月
９
日
︑

﹁
新
し
い
物
流
シ
ス
テ
ム
に

対
応
し
た
高
速
道
路
イ
ン
フ

ラ
の
活
用
の
方
向
性
中
間
と

り
ま
と
め
﹂
を
公
表
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
昨
年
12
月
に
国

交
省
に
設
置
さ
れ
た
﹁
新
し

い
物
流
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し

た
高
速
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
活

用
に
関
す
る
検
討
会
﹂（
座

長
・
根
本
敏
則
敬
愛
大
学
経

済
学
部
教
授
）
に
お
い
て
︑

４
回
に
わ
た
り
検
討
さ
れ
て

き
た
内
容
を
取
り
ま
と
め
た

も
の
︒
同
取
り
ま
と
め
で
は
︑

新
し
い
物
流
シ
ス
テ
ム
に
対

応
し
た
高
速
道
路
イ
ン
フ
ラ

の
活
用
の
方
向
性
と
し
て
︑

令
和
４
年
度
以
降
を
目
指
し

て
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
高
速
道
路
（
東
京
～
大

阪
間
）
で
の
後
続
車
無
人
隊

列
走
行
シ
ス
テ
ム
の
商
業
化

を
見
据
え
た
上
で
︑
図
の
よ

う
に
示
し
て
い
る
︒

大
雨
災
害
に
関
し
て
被

災
事
業
者
対
策
を
実
施

佐
賀
県
10
市
10
町
を
対
象
に

　

経
済
産
業
省
は
８
月
28

日
︑
佐
賀
県
な
ど
で
浸
水
被

害
が
発
生
し
た
令
和
元
年
８

月
の
前
線
に
伴
う
大
雨
に
よ

る
災
害
に
関
し
て
︑
佐
賀
県

の
10
市
10
町
に
災
害
救
助
法

が
適
用
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
︑
被
災
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
対
策
を
行
う
と
発

　

な
お
︑
国
交
省
で
は
︑
同

取
り
ま
と
め
に
盛
り
込
ま
れ

た
取
り
組
み
の
実
施
に
向
け

て
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
︒

表
し
た
︒

　

主
な
対
策
は
次
の
通
り
︒

①
佐
賀
県
の
日
本
政
策
金
融

公
庫
︑
商
工
組
合
中
央
金
庫

等
に
特
別
相
談
窓
口
を
設
置

②
佐
賀
県
の
日
本
政
策
金
融

公
庫
お
よ
び
商
工
組
合
中
央

金
庫
に
よ
る
災
害
復
旧
貸
付

の
実
施

③
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証

４
号
の
適
用

④
既
往
債
務
の
返
済
条
件
緩

和
等
の
対
応

⑤
小
規
模
企
業
共
済
災
害
時

貸
付
の
適
用

　

詳
細
は
︑
中
小
企
業
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

 

リ
フ
ト
検
定
１
級
・
２
級

試
験
を
実
施

陸
災
防

　

陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働

災
害
防
止
協
会
（
陸
災
防
）

で
は
︑
10
月
16
日
㈬
に
実
施

さ
れ
る
﹁
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

荷
役
技
能
検
定
（
１
級
︑
２

級
）
試
験
﹂
に
つ
い
て
︑
受

検
申
請
を
受
け
付
け
て
い
る
︒

　

同
検
定
は
︑
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
運
転
技
能
講
習
修
了
者

等
を
対
象
に
︑
よ
り
安
全
で

正
確
か
つ
迅
速
な
作
業
を
評

価
・
認
定
し
︑
労
働
災
害
の

防
止
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
制
度
︒
１
級
・
２

級
試
験
と
も
に
開
催
地
は
北

海
道
︑岩
手
︑秋
田
︑福
島
︑

埼
玉
︑東
京
︑長
野
︑静
岡
︑

愛
知
︑
愛
媛
︑
福
岡
の
11
都

道
県
で
︑
申
請
期
限
は
10
月

７
日
㈪（
当
日
消
印
有
効
）︒

　

詳
細
は
陸
災
防
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
︒
お
問
い
合

わ
せ
は
陸
災
防
（
☎
03
・
３

４
５
５
・
３
８
５
７
）
ま
で
︒

図経 産 省

食
堂
を
一
時
休
業

彦
根
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

彦
根
Ｔ
Ｓ
は
︑
９
月
19
日

㈭
13
時
半
～
16
時
半
の
間
︑

食
堂
を
一
時
休
業
す
る
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

収録を行う野尻委員長㊨と宮崎さん㊧

あいさつする井上部会長（8月23日、大阪
市・太閤園）

正
副
部
会
長
７
氏
を
再
任

第
15
回
利
用
運
送
・
積
合
部
会
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

安全運行を目指し、運行管理者の点呼業務をサポートします。

写真はユニボ（富士通）

ロボット点呼の機能と流れ

ＡＩロボット点呼機器にはこんな機能・効果が

取　扱　価　格

点呼開始 運転前

点呼終了 記録簿の作成

点呼開始

点呼終了 記録簿の作成

1. 本人確認

2.アルコールチェック

3. 免許証チェック

4. 体調確認

5. 危険運転予測（提供予定）

6. 指示伝達事項

7.キーボックス連携（オプション）

運転後
1. 本人確認

2.アルコールチェック

3. 体調確認

4. 運転結果の評価（提供予定）

5. 指示伝達事項

6.道路状況・交替者への伝達事項確認

7.キーボックス連携（オプション）

8. 運行管理者確認 8. 運行管理者確認

■ご注文は日貨協連のホームページをご覧の上、専用申込書にてFAXでお申し込みください。
TEL.03-3355-2031　FAX.03-3355-2037　http://www.nikka-net.or.jp

■「中小トラック運送業のための ITツール活用ガイドブック」
　http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/

開発元 株式会社ナブアシスト ロジスティクス営業部
　　　 TEL.027-372-3455販売元

①ユニボ    ７万５千円（初回３年レンタル限り、月額）
②ペッパー 11万５千円（初回３年レンタル限り、月額）
※①②とも別途導入時費用あり

点呼支援ロボットとは―― トラックへの乗務前後の点呼は安全運行を支
える重要な業務です。しかし、安全運行に関する運行管理者の業務
は多岐にわたり、点呼業務が大きな負担となる場合があります。そこで
点呼業務をロボットが支援 ！  運行管理者の労力負担を軽減し、安全
対策を推進し、生産性向上に貢献します。

●点呼支援ロボットは24時間 365日稼働
●同じ言葉の繰り返しを端折ることなく、音声、文字（タブレット端末）で伝達
●顔認証時とアルコールチェック時の画像、業務連絡や指示の内容を確実に
記録保存

●アルコールが検知されると点呼が中断され、飲酒運転を確実に防止
●点呼記録簿を自動作成するので点呼者の負担を軽減
※点呼支援ロボットは点呼補助機器です。運行管理者による確認が必要です。

価格は税別

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
深
刻
だ
︒

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
ま
と
め

た
４
～
６
月
期
業
界
景
況
感
（
速

報
）
に
よ
る
と
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
へ
の
対
応
で
﹁
受
注
を
断
る
﹂

が
28
％
︑﹁
管
理
者
︑
事
務
担
当

者
が
乗
務
﹂
が
20
％
と
い
っ
た
状

況
で
あ
る
︒
一
方
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

は
ほ
ぼ
足
り
て
い
る
と
い
う
事
業

者
も
少
数
だ
が
存
在
す
る
︒
こ
の

よ
う
な
事
業
者
は
定
着
率
が
よ

い
︒
だ
が
︑
退
職
者
が
全
く
い
な

い
わ
け
で
は
な
い
の
で
﹁
欠
員
が

で
き
る
と
募
集
す
る
が
︑
応
募
者

が
多
く
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用
に

は
困
っ
て
い
な
い
﹂
と
い
う
︒

　

な
ぜ
︑
応
募
者
が
多
い
の
か
︒

様
々
な
要
因
は
あ
る
が
︑
募
集
方

法
だ
け
を
み
る
と
︑﹁
求
職
者
が

募
集
広
告
を
見
て
︑
日
常
生
活
を

頭
に
思
い
描
け
る
よ
う
な
内
容
に

な
っ
て
い
る
﹂
の
が
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
だ
︒
昔
は
ほ
ぼ
定

番
の
募
集
要
項
に
記
入

す
る
だ
け
で
も
よ
か
っ

た
が
︑
現
在
は
そ
れ
で

は
ダ
メ
で
あ
る
︒
同
じ

ド
ラ
イ
バ
ー
で
も
業
務

内
容
は
多
様
で
あ
る
︒

そ
こ
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
と
い
っ
て
も
︑

ど
の
よ
う
な
内
容
の
仕

事
な
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒つ
ま
り
︑

働
き
方
が
分
か
る
よ
う
に
す
る

の
だ
︒

　

１
日
の
仕
事
の
内
容
は
当
然

だ
が
︑
そ
こ
か
ら
﹁
オ
フ
タ
イ

ム
も
含
め
た
生
活
ス
タ
イ
ル
が

イ
メ
ー
ジ
で
き

な
け
れ
ば
い
け

な
い
﹂︒
つ
ま

り
︑
働
き
方
と

は
そ
の
人
の
生

活
ス
タ
イ
ル
と

表
裏
一
体
な
の

で
あ
る
︒
例
え

ば
募
集
し
て
い

る
の
が
﹁
大
型

車
ド
ラ
イ
バ

ー
﹂
で
は
︑
乗

務
す
る
車
両
は

分
か
る
︒
し
か

し
︑
長
距
離
と

は
限
ら
ず
︑
近

場
を
何
回
転
も

す
る
よ
う
な
仕

事
も
あ
る
︒
だ
が
︑
募
集
し
て

い
る
の
が
﹁
長
距
離
ド
ラ
イ
バ

ー
﹂
な
ら
︑
乗
務
す
る
の
は
大

型
車
だ
ろ
う
と
ほ
ぼ
想
像
で
き

る
︒
同
時
に
﹁
長
距
離
ド
ラ
イ

バ
ー
﹂
な
ら
︑
毎
日
は
家
に
帰

れ
な
い
働
き
方
を
思
い
浮
か
べ

る
︒
そ
の
よ
う
な
働
き
方
︑
す
な

わ
ち
そ
の
よ
う
な
日
常
生
活
で
よ

い
の
か
ど
う
か
︑
と
い
う
判
断
が

す
ぐ
に
で
き
る
︒

　

ま
た
︑
ウ
ェ
ブ
で
あ
れ
紙
媒
体

で
あ
れ
︑
求
人
広
告
を
見
た
だ
け

で
応
募
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
人
は
少
な
く
な
っ
て
き
た
︒
求

人
媒
体
を
見
て
︑
さ
ら
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
か
ら
応
募
す

る
か
ど
う
か
を
決
め
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
︒
す
る
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
重
要
で
︑
し
か
も
﹁
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
い
か
に
見
や
す
い
か
が

勝
負
﹂
と
な
る
︒
ま
ず
﹁
ロ
ー
デ

ィ
ン
グ
（
画
面
切
り
替
え
）
に
時

間
が
か
か
る
と
︑
見
な
い
で
飛
ば

さ
れ
て
し
ま
う
﹂︒
ま
た
﹁
文
字

数
も
ス
マ
ホ
画
面
で
１
行
以
内
に

収
め
て
内
容
を
伝
え
る
﹂
と
い
っ

た
表
現
力
が
求
め
ら
れ
る
︒
そ
の

よ
う
な
な
か
で
︑
仕
事
の
内
容
を

い
か
に
正
確
に
伝
え
る
か
︒
例
え

ば
運
送
業
を
知
ら
な
い
友
人
か
ら

ど
ん
な
仕
事
か
を
聞
か
れ
た
時
︑

言
葉
で
説
明
し
な
く
て
も
︑
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
募
集
要
綱
を
見
せ
れ

ば
理
解
で
き
る
よ
う
な
表
現
が
理

想
的
だ
︒

　

そ
し
て
︑
求
人
広
告
会
社
任
せ

で
は
な
く
自
社
が
主
体
性
を
も
た

な
い
と
︑
そ
の
効
果
は
低
い
︒

第
238
回

日常生活を思い描けるような募集

︻
解
説
︼
ご
質
問
の
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い

て
は
︑
こ
れ
ま
で
法
律
上
の
規
制
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
︑
今
般
︑
職
場
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
強
化
な
ど
を
柱

と
し
た
改
正
労
働
施
策
総
合
推
進
法

が
公
布
さ
れ
（
今
年
６
月
５
日
）︑
新

た
に
︑
そ
の
防
止
の
た
め
の
雇
用
管
理

上
の
措
置
義
務
が
事
業
主
に
対
し
て
義

務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒

併
せ
て
︑
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

や
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
防

止
対
策
の
強
化
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

ま
ず
︑
基
本
的
な
措
置
と
し
て
︑
改

Ａ�

相
談
体
制
な
ど
雇
用
管
理

上
必
要
な
措
置
を
義
務
化

　
最
近
、
新
た
に
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
規
制
法
が
で
き
、
企
業
に

対
し
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
対
策
の
実
施

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
具
体
的
な
内
容

を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

 第187回 

新しくできたパワハラ
規制法の具体的内容は

正
労
働
施
策
総
合
推
進
法
に
よ
り
︑

パ
ワ
ハ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
セ
ク
ハ
ラ
︑

マ
タ
ハ
ラ
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
全
般

の
対
策
が
︑﹁
職
場
に
お
け
る
労
働
者

の
就
業
環
境
を
害
す
る
言
動
に
起
因

す
る
問
題
の
解
決
の
促
進
﹂
と
い
う

か
た
ち
で
︑
国
の
施
策
に
明
記
さ
れ

ま
し
た
︒

　

パ
ワ
ハ
ラ
に
関
連
し
て
︑
厚
生
労
働

省
の
労
働
政
策
審
議
会
が
昨
年
の
暮

れ
に
︑
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対

策
の
建
議
を
行
っ
て
い
ま
す
が
︑
そ
れ

に
よ
る
と
︑
パ
ワ
ハ
ラ
の
定
義
に
つ
い

て
は
︑
①
職
場
の
優
越
的
な
関
係
を

背
景
と
し
た
︑
②
業
務
上
必
要
か
つ

相
当
な
範
囲
を
超
え
た
言
動
に
よ
り
︑

③
労
働
者
の
就
業
環
境
を
害
す
る（
身

体
的
も
し
く
は
精
神
的
な
苦
痛
を
与

え
る
）
こ
と
︱
︱
の
３
つ
の
要
素
を
満

た
す
も
の
と
し
て
い
ま
す
︒
こ
の
た
め
︑

改
正
労
働
施
策
総
合
推
進
法
で
は
︑

雇
用
管
理
上
の
措
置
等
と
し
て
︑﹁
事

業
主
は
︑
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る

優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動

で
あ
っ
て
︑
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な

範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
そ
の
雇

用
す
る
労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
︑
当
該
労
働
者

か
ら
の
相
談
に
応
じ
︑
適
切
に
対
応

す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
そ

の
他
﹂
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
ま
し
た
︒

　

併
せ
て
︑
事
業
主
に
対
し
︑
労
働

者
が
相
談
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
を
理
由

と
す
る
解
雇
そ
の
他
の
不
利
益
な
取

り
扱
い
を
禁
止
し
ま
し
た
︒
具
体
的

な
雇
用
管
理
上
の
措
置
等
に
関
し
て

は
︑
①
事
業
主
に
よ
る
パ
ワ
ハ
ラ
防
止

の
社
内
方
針
の
明
確
化
と
周
知
・
啓

発
︑
②
苦
情
な
ど
に
対
す
る
相
談
体

制
の
整
備
︑
③
被
害
を
受
け
た
労
働

者
へ
の
ケ
ア
や
再
発
防
止
︱
︱
な
ど
を

具
体
的
内
容
と
す
る
指
針
が
示
さ
れ

る
予
定
で
す
︒
こ
の
ほ
か
︑
パ
ワ
ハ
ラ

に
関
す
る
労
使
紛
争
に
つ
い
て
は
︑
都

道
府
県
労
働
局
長
に
よ
る
紛
争
解
決

援
助
︑
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
調

停
の
対
象
と
す
る
と
と
も
に
︑
措
置

義
務
等
の
履
行
確
保
の
た
め
の
規
定

整
備
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
他
方
に
お
い
て
︑
職
場

の
パ
ワ
ハ
ラ
に
関
し
て
は
﹁
適
正
な
指

導
と
の
境
界
が
あ
い
ま
い
﹂
で
あ
り
︑

そ
の
程
度
問
題
を
巡
っ
て
事
業
主
︑

管
理
者
等
の
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
︒
こ
の
点
︑
前
記
建
議
は
︑

業
務
上
の
適
正
な
範
囲
内
の
指
導
は

パ
ワ
ハ
ラ
に
当
た
ら
な
い
と
明
確
に
指

摘
︒
さ
ら
に
︑
身
体
的
も
し
く
は
精

神
的
な
苦
痛
に
つ
い
て
は
︑﹁
平
均
的

な
労
働
者
の
感
じ
方
﹂
を
基
準
に
す

る
べ
き
だ
と
し
て
い
ま
す
︒
こ
の
よ
う

な
こ
と
も
あ
り
︑
今
回
は
︑
パ
ワ
ハ
ラ

行
為
者
に
対
す
る
刑
事
罰
に
よ
る
制

裁
や
︑
被
害
者
に
よ
る
行
為
者
等
へ
の

損
害
賠
償
請
求
の
法
的
根
拠
を
設
け

る
こ
と
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
︒

　

な
お
︑
施
行
は
来
年
春
の
予
定
で

す
が
︑
中
小
企
業
に
つ
い
て
は
︑
公
布

日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
超
え
な
い

範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
ま

で
は
努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

国
土
交
通
省
は
８
月
８

日
︑
１
台
で
通
常
の
大
型
ト

ラ
ッ
ク
２
台
分
の
輸
送
が
可

能
な
﹁
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ

ク
﹂
の
対
象
路
線
を
︑
同
日

よ
り
拡
充
し
た
こ
と
を
発
表

し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
ダ
ブ
ル
連

結
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
を
﹁
生

産
性
革
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

に
位
置
づ
け
︑
平
成
31
年
１

ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催
す
る
︒

　

同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
︑
基
調

講
演
や
特
別
講
演
︑
事
業
者

に
お
け
る
取
組
事
例
の
報
告

を
行
う
ほ
か
︑
会
場
内
で
は

安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
ツ

ー
ル
の
展
示
・
紹
介
な
ど
も

行
わ
れ
る
︒

　

な
お
︑
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

０
％
）
と
最
も
多
く
︑
次
い

で
﹁
割
増
賃
金
﹂
１
０
７
１

事
業
場
（
21
・
０
％
）︑﹁
休

日
﹂
２
４
４
事
業
場
（
４
・

８
％
）
と
な
っ
た
︒

　

ま
た
︑
監
督
指
導
を
実
施

し
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

の
中
で
︑
改
善
基
準
告
示
違

反
事
業
場
が
認
め
ら
れ
た
の

は
３
４
１
９
事
業
者
（
66
・

９
％
）
と
な
っ
た
︒
主
な
違

反
事
項
と
し
て
は
﹁
最
大
拘

束
時
間
﹂が
２
６
１
５
事
業
場

（
51
・
２
％
）と
最
も
多
く
︑

次
い
で
﹁
総
拘
束
時
間
﹂
２

２
１
７
事
業
場（
43
・
４
％
）︑

﹁
休
息
期
間
﹂
１
９
１
２
事

業
場
（
37
・
４
％
）︑﹁
連
続

運
転
時
間
﹂１
５
１
８
事
業
場

（
29
・
７
％
）︑﹁
最
大
運
転

時
間
﹂
９
７
３
事
業
場
（
19

月
に
特
殊
車
両
通
行
の
許
可

基
準
を
緩
和
し
︑
新
東
名
区

間
（
海
老
名
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

﹇
Ｊ
Ｃ
Ｔ
﹈
～
豊
田
東
Ｊ
Ｃ

Ｔ
）
を
中
心
に
本
格
導
入
を

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
︒

　

同
日
か
ら
は
︑
新
東
名
区

間
に
加
え
︑
表
で
示
し
た
区

間
に
も
対
象
路
線
が
拡
充
さ

れ
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
当
該
高
速

・
０
％
）
と
な
っ
た
︒

　

厚
労
省
で
は
引
き
続
き
︑

事
業
場
に
対
し
て
労
働
基
準

関
係
法
令
な
ど
の
周
知
・
啓

発
に
努
め
る
と
と
も
に
︑
労

働
基
準
関
係
法
令
違
反
の
疑

い
が
あ
る
事
業
場
に
対
し
て

は
監
督
指
導
を
実
施
す
る
な

ど
︑
自
動
車
運
転
者
の
適
正

な
労
働
条
件
の
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
し
て
い
る
︒

７
３
８
社
に
対
し
て
改

善
指
導
を
実
施

下
請
取
引
適
正
化
に

向
け
た
取
り
組
み

　

中
小
企
業
庁
は
８
月
16

日
︑
平
成
30
年
度
に
お
け
る

下
請
法
（
下
請
代
金
支
払
遅

延
等
防
止
法
）の
執
行
状
況
︑

下
請
か
け
こ
み
寺
事
業
の
実

施
状
況
︑
取
引
条
件
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

取
り
ま
と
め
︑
公
表
し
た
︒

　

中
企
庁
で
は
︑
親
事
業
者

・
下
請
事
業
者
合
計
約
24
万

５
千
社
に
対
し
て
書
面
調
査

を
実
施
︒
そ
の
結
果
︑
下
請

法
違
反
の
恐
れ
の
あ
る
親
事

業
者
８
３
０
社
に
立
入
検
査

等
を
行
い
︑
こ
の
う
ち
７
３

８
社
に
対
し
て
書
面
に
よ
る

改
善
指
導
を
実
施
し
た
︒

道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア（
Ｓ

Ａ
）・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

（
Ｐ
Ａ
）
で
ダ
ブ
ル
連
結
ト

ラ
ッ
ク
優
先
駐
車
ま
す
を
順

次
整
備
し
て
い
く
ほ
か
︑
引

き
続
き
運
行
状
況
や
物
流
事

業
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
︑

対
象
路
線
の
検
討
を
行
っ
て

い
く
︒

 

復
興
道
路
・
復
興
支
援
道

路
が
令
和
2
年
度
ま
で
に

全
線
開
通

路
線
全
長
５
５
０
㌔
㍍
に

　

国
土
交
通
省
は
８
月
８

日
︑
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
に
向
け
た
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
整

備
を
進
め
て
い
る
復
興
道
路

・
復
興
支
援
道
路
（
路
線
全

長
５
５
０
㌔
㍍
）
に
つ
い
て
︑

復
興
・
創
成
期
間
内
の
令
和

２
年
度
ま
で
に
全
線
開
通
す

る
見
通
し
と
な
っ
た
こ
と
を

公
表
し
た
︒

　

現
時
点
で
︑
復
興
道
路
・

復
興
支
援
道
路
の
う
ち
︑
約

７
割
と
な
る
３
９
７
㌔
㍍
が

既
に
開
通
し
て
い
る
︒
全
線

開
通
に
よ
り
︑
三
陸
沿
岸
道

路
（
復
興
道
路
︑
延
長
約
３

５
９
㌔
㍍
）
が
全
線
開
通
を

果
た
し
︑
青
森
・
岩
手
・
宮

城
の
各
県
が
同
道
路
で
結
ば

れ
る
ほ
か
︑
岩
手
県
盛
岡
市

と
宮
古
市
を
連
絡
す
る
宮
古

盛
岡
横
断
道
路
（
復
興
支
援

道
路
︑
同
約
66
㌔
㍍
）
も
全

線
で
開
通
し
︑
内
陸
部
・
沿

岸
部
間
の
利
便
性
が
高
ま
る

こ
と
と
な
る
︒

　

復
興
道
路
・
復
興
支
援
道

路
の
整
備
が
完
了
す
る
こ
と

に
よ
り
︑
物
流
の
効
率
化
︑

観
光
・
地
域
産
業
の
振
興
︑

医
療
支
援
等
が
期
待
さ
れ
て

い
る
︒

 

日
本
海
事
協
会
を
認
証
団

体
に
決
定

運
転
者
職
場
環
境
良
好
度

認
証
制
度

　

国
土
交
通
省
は
８
月
27
日
︑

﹁
運
転
者
職
場
環
境
良
好
度

認
証
制
度
﹂実
施
団
体
を（
一

財
）
日
本
海
事
協
会
に
決
定

し
︑
発
表
し
た
︒

　

同
制
度
は
︑
自
動
車
運
送

事
業
（
ト
ラ
ッ
ク
事
業
等
）

の
運
転
者
の
労
働
条
件
や
労

働
環
境
を
改
善
す
る
と
と
も

に
︑
必
要
と
な
る
運
転
者
を

確
保
・
育
成
す
る
た
め
に
︑

長
時
間
労
働
の
是
正
等
の
働

き
方
改
革
に
取
り
組
む
事
業

者
を
認
定
す
る
も
の
︒
国
交

省
で
は
︑﹁
自
動
車
運
送
事

業
の
ホ
ワ
イ
ト
経
営
の
﹃
見

え
る
化
﹄
検
討
会
﹂
を
設
置

し
︑
同
制
度
の
創
設
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
︑
報
告
書
を

取
り
ま
と
め
て
い
る
︒

　

同
報
告
書
で
は
同
制
度
に

つ
い
て
︑
公
募
に
よ
っ
て
選
定

さ
れ
た
中
立
的
な
民
間
団
体

が
︑
同
報
告
書
の
内
容
を
踏

ま
え
て
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
︑
国
交
省
に
よ
る
公

募
・
選
考
の
結
果
︑
日
本
海

事
協
会
が
認
証
実
施
団
体
に

決
ま
っ
た
︒

 

第
14
回
﹁
安
全
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ

（
独
）
自
動
車
事
故
対
策
機

構
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
は
︑
10

月
９
日
㈬
に
東
京
国
際
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
第
14
回
﹁
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｖ
Ａ
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ

労
働
基
準
関
係
法
令
違

反
を
８
割
以
上
の
事
業

場
で
確
認

平
成
30
年
の
監
督
指
導
、

送
検
等
の
状
況

　

厚
生
労
働
省
は
８
月
８

日
︑
自
動
車
運
転
者
を
使
用

す
る
事
業
場
に
対
す
る
平
成

30
年
の
監
督
指
導
︑
送
検
等

の
状
況
を
公
表
し
た
︒

　

こ
れ
に
よ
る
と
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
に
お
け
る
監

督
指
導
実
施
事
業
場
（
５
１

０
９
事
業
場
）
の
う
ち
︑
労

働
基
準
関
係
法
令
違
反
が
認

め
ら
れ
た
の
は
４
２
７
１
事

業
場
に
及
び
︑
全
体
の
83
・

６
％
を
占
め
た
︒
主
な
違
反

事
項
と
し
て
は﹁
労
働
時
間
﹂

が
３
０
１
３
事
業
場
（
59
・

東
北
か
ら
九
州
ま
で　
　
　

　
　
　
　
対
象
路
線
を
拡
充

「
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
」
対
象
路
線

員
事
業
者
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
か
ら
参
加
を
申
し

込
む
際
︑
協
賛
団
体
割
引
の

合
言
葉
﹁
ナ
ス
バ
﹂
を
入
力

す
る
と
︑
１
・
２
階
席
の
参

加
料
（
１
人
３
０
０
０
円
）

が
３
０
０
円
割
引
と
な
る
︒

申
込
期
限
は
９
月
20
日
㈮
17

時
︒

　

申
し
込
み
等
に
関
す
る
詳

細
は
︑
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
の
Ｈ
Ｐ

を
参
照
︒

表  今回拡充する路線・区間
路　線 区　間

東北自動車道 久喜白岡 JCT 〜北上江釣子 IC
圏央道 海老名南 JCT 〜久喜白岡 JCT

東名高速道路 海老名 JCT 〜小牧 IC
伊勢湾岸自動車道 豊田東 JCT 〜四日市 JCT

名神高速道路 小牧 IC 〜吹田 JCT
新名神高速道路 四日市 JCT 〜神戸 JCT
東名阪自動車道 四日市 JCT 〜亀山 JCT

中国自動車道 吹田 JCT 〜神戸 JCT、
山口 JCT 〜下関 IC

山陽自動車道 神戸 JCT 〜廿日市 JCT、
大竹 JCT 〜山口 JCT

広島岩国道路 廿日市 JCT 〜大竹 JCT
広島自動車道 広島西風新都 IC 〜広島 JCT

関門橋 下関 IC 〜門司 IC
九州自動車道 門司 IC 〜太宰府 IC

※ IC（インターチェンジ）、JCT（ジャンクション）
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会社名　　有限会社新誠運輸倉庫
代表者　　新井　誠　代表取締役
所在地　　群馬県伊勢崎市曲沢町 694-2
設　立　　平成17年11月
創　業　　平成20年4月1日
資本金　　600万円
従業員数　30人（うちドライバー26人）
所有台数　28台

会社概要 大
切
な
家
族
・
仲
間
・
会
社

の
た
め
に
﹄
が
ん
ば
っ
て
い
る

こ
と
を
こ
の
よ
う
な
形
で
対

外
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

こ
と
で
︑
ご
家
族
の
安
心
感

も
生
ま
れ
て
き
ま
す
︒
そ
し

て
︑
ご
家
族
み
ん
な
で
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
︑
そ
の
安
心

感
が
よ
り
高
ま
っ
て
く
る
の

で
す
︒
当
社
に
お
け
る
こ
う

し
た
変
化
は
︑
若
年
層
だ
け

で
な
く
︑
子
ど
も
の
い
る
父

親
ぐ
ら
い
の
年
齢
層
の
方
に

も
︑
当
社
が
魅
力
の
あ
る
職

場
だ
と
認
識
い
た
だ
け
た
結

果
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
﹂

（
新
井
社
長
）

聞
い
た
︒

　
﹁
従
業
員
み
ん
な
で
︑
笑

顔
で
夢
中
に
な
れ
る
よ
う
な

﹃
遊
べ
る
も
の
﹄
を
取
り
入

れ
た
い
と
思
い
ま
す
︒﹃
笑
い
﹄

は
︑
心
に
も
健
康
に
も
良
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
︒
従
業
員

同
士
が
日
頃
か
ら
笑
顔
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て

い
く
こ
と
で
︑
荷
主
先
に
伺

っ
た
時
も
︑
今
よ
り
も
い
い

笑
顔
で
接
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
︒

笑
顔
が
人
の
輪
に
広
が
り
を

も
た
ら
し
︑
そ
の
結
果
当
社

の
売
上
を
増
加
さ
せ
て
い
け

れ
ば
︑
経
営
者
と
し
て
は
言

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
福

利
厚
生
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
い
く
こ
と
で
︑
さ
ら
な
る

好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈲
新
誠
運
輸

倉
庫　

新
井 

誠 

代
表
取
締

役
、
遠
藤 

禎 

物
流
部
統
括

部
長

　

㈲
新
誠
運
輸
倉
庫
（
新
井

誠
代
表
取
締
役
）
は
︑
平
成

20
年
に
新
井
社
長
が
就
任

し
︑
営
業
を
開
始
し
た
運
送

会
社
で
あ
る
︒

　

就
任
当
初
︑
新
井
社
長
は

数
人
の
従
業
員
と
と
も
に
飛

び
込
み
営
業
を
行
い
︑﹁
仕

事
が
あ
れ
ば
ど
こ
に
で
も
行

き
︑
運
べ
る
も
の
な
ら
何
で

も
運
ぶ
﹂
と
い
う
強
い
気
概

を
胸
に
︑
精
い
っ
ぱ
い
荷
主

企
業
の
開
拓
に
あ
た
っ
た
︒

新
井
社
長
は
︑
経
営
基
盤
と

呼
べ
る
よ
う
な
も
の
が
何
も

な
い
状
況
か
ら
同
社
を
立
ち

上
げ
︑
数
年
か
け
て
同
社
の

経
営
を
何
と
か
軌
道
に
乗
せ

た
︒そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
︑

従
業
員
の
懸
命
な
努
力
が
欠

か
せ
な
か
っ
た
と
い
う
︒
新

井
社
長
は
︑﹁
経
営
基
盤
が

で
き
た
今
︑
こ
れ
ま
で
苦
労

を
か
け
さ
せ
て
き
た
従
業
員

に
何
と
か
報
い
た
い
︒
そ
し

て
︑
現
在
当
社
で
頑
張
っ
て

い
る
従
業
員
た
ち
に
何
か
還

元
し
た
い
﹂
と
︑
福
利
厚
生

に
力
を
入
れ
始
め
た
︒

　

25
年
︑
同
社
で
は
新
社
屋

　

同
社
の
敷
地
を
見
渡
す

と
︑
一
般
的
な
運
送
会
社
と

同
様
に
︑
事
務
所
の
ほ
か
に

倉
庫
や
整
備
工
場
な
ど
の
諸

施
設
が
あ
り
︑
何
台
も
の
ト

ラ
ッ
ク
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が

並
ん
で
い
る
︒
そ
う
し
た
敷

地
内
の
一
角
に
︑
木
の
塀
に

囲
わ
れ
た
真
新
し
い
建
物
が

あ
り
︑
そ
の
中
に
会
合
ス
ペ

ー
ス
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

が
設
け
ら
れ
て
い
る
︒

　

塀
の
扉
を
開
く
と
︑
そ
こ

に
は
心
地
よ
い
﹁
異
空
間
﹂

が
広
が
っ
て
い
る
︒
中
に
入

る
と
︑
真
新
し
い
建
物
に
隣

接
す
る
よ
う
に
庭
が
あ
る
︒

庭
を
覆
う
芝
生
の
緑
は
︑
人

々
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
持

ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
︒
芝
生

の
上
に
は
テ
ラ
ス
テ
ー
ブ
ル

も
配
さ
れ
て
い
る
︒

　

さ
て
︑
建
物
に
入
る
と
す

ぐ
に
会
合
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

（
写
真
㊤
）︒
室
内
は
畳
敷

き
で
︑
仕
事
の
こ
と
を
忘
れ

て
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
︒
乗
務
終
わ
り
に

畳
の
上
で
ゴ
ロ
ン
と
横
に
な

る
と
︑
と
て
も
気
持
ち
が
い

い
だ
ろ
う
︒
こ
こ
で
は
社
内

の
新
年
会
や
忘
年
会
︑
ま
た

食
事
会
な
ど
が
催
さ
れ
る
︒

会
合
ス
ペ
ー
ス
は
︑
普
段
あ

ま
り
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
が
︑

と
倉
庫
（
本
社
物
流
セ
ン
タ

ー
）
を
新
設
し
︑
会
社
と
し

て
の
体
制
強
化
に
乗
り
出
し

始
め
た
︒
そ
の
後
︑
28
年
に

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
を
得

て
︑
敷
地
内
に
整
備
工
場
を

新
設
（
29
年
８
月
完
成
）
す

る
こ
と
と
し
た
︒
そ
の
際
︑

同
時
に
従
業
員
の
福
利
厚
生

に
資
す
る
施
設
の
整
備
も
進

め
る
こ
と
に
し
た
︒
そ
し
て

生
ま
れ
た
の
が
︑社
内
の
﹁
会

合
ス
ペ
ー
ス
﹂
と
﹁
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ジ
ム
﹂
で
あ
る
︒

交
流
を
深
め
る
こ
と
の
で
き

る
貴
重
な
場
所
と
な
っ
て
い

る
︒

﹁﹃
当
社
に
貢
献
し
て
く
れ

る
従
業
員
に
対
し
︑
幸
せ
を

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
施

設
を
整
備
し
た
い
﹄
と
い
う

思
い
か
ら
︑
会
合
ス
ペ
ー
ス

の
設
置
に
踏
み
切
り
ま
し
た
︒

﹃
運
送
会
社
ら
し
か
ら
ぬ
︑

お
し
ゃ
れ
で
雰
囲
気
の
い
い

場
所
が
社
内
に
あ
る
﹄
と
︑

自
分
が
勤
め
て
い
る
会
社
の

こ
と
を
周
り
の
人
に
自
慢
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
︑

本
人
に
と
っ
て
は
﹃
誇
り
﹄

を
感
じ
る
と
と
も
に
︑
そ
の

話
を
聞
い
た
周
り
の
方
々
に

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い

う
仕
事
へ
の
興
味
を
感
じ
て

も
ら
え
る
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
す
︒
当
社
で
も
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
が
直
面
し
て

い
る
﹃
人
材
不
足
﹄
へ
の
危

機
感
を
強
く
感
じ
て
い
ま

す
︒
そ
の
た
め
︑
同
業
他
社

が
ま
だ
取
り
組
ん
で
い
な
い

﹃
福
利
厚
生
へ
の
取
り
組
み
﹄

を
率
先
し
て
行
う
こ
と
に
よ

り
︑
人
材
獲
得
に
繋
げ
て
い

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
﹂（
新
井
社
長
）

　

会
合
ス
ペ
ー
ス
や
芝
生
の

庭
で
は
︑
従
業
員
の
家
族
を

招
い
て
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
︒

会
社
の
雰
囲
気
を
感
じ
な
が

ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
︑
家

族
は
こ
の
会
社
で
働
く
従
業

員
の
普
段
の
仕
事
ぶ
り
︑
そ

し
て
先
輩
や
同
僚
従
業
員
た

ち
と
の
良
好
な
関
係
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
︒

﹁
群
馬
県
の
県
民
性
を
表
す

言
葉
の
ひ
と
つ
に
﹃
か
か
あ

天
下
﹄
が
あ
り
ま
す
︒
旦
那

さ
ん
や
息
子
さ
ん
が
﹃
転
職

し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
に
な
り
た
い
﹄
と
決
心
し

て
も
︑
そ
れ
を
聞
い
た
奥
さ

ん
や
お
母
さ
ん
が
ド
ラ
イ
バ

ー
と
い
う
仕
事
に
対
し
て
不

安
を
感
じ
た
た
め
に
転
職
を

反
対
さ
れ
て
し
ま
っ
た
結
果
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
道
を
諦
め

ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
︒

会
合
ス
ペ
ー
ス
を
会
場
に
し

た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
︑
ご
家
族
の
方
に
も
当
社

の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
︑﹃
当
社
で
仕
事
を
す
る
こ

と
﹄
へ
の
安
心
感
を
少
し
で

も
も
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
﹂（
遠
藤
禎

物
流
部
統
括
部
長
）

　

従
業
員
同
士
が
交
流
を
深

め
る
こ
と
の
で
き
る
様
々
な

パ
ー
テ
ィ
な
ど
を
︑
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
実
施

し
て
い
る
運
送
会
社
は
少
な

く
は
な
い
が
︑
こ
う
し
た
イ

ベ
ン
ト
の
多
く
は
社
外
の
会

場
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
と
思
わ
れ
る
︒
ま
た
︑
中

に
は
会
議
室
な
ど
を
会
場
に

仕
立
て
て
実
施
す
る
運
送
事

業
者
も
い
る
だ
ろ
う
︒
し
か

し
︑
日
常
的
な
空
間
で
あ
る

会
議
室
で
の
パ
ー
テ
ィ
で
は

﹁
仕
事
の
延
長
線
上
﹂
と
捉

え
ら
れ
が
ち
で
︑
思
う
存
分

楽
し
め
な
い
よ
う
な
参
加
者

も
い
る
︒
ま
た
︑
社
外
で
行

う
場
合
は
開
催
で
き
る
時
間

が
限
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

少
な
く
な
い
た
め
︑﹁
も
っ
と

交
流
を
深
め
た
い
の
に
﹂
と

後
ろ
髪
を
ひ
か
れ
な
が
ら
会

場
を
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
︒

　

同
社
の
よ
う
に
︑
パ
ー
テ

ィ
に
も
使
え
る
非
日
常
的
な

ス
ペ
ー
ス
を
自
社
内
に
準
備

し
て
お
く
こ
と
で
︑
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
気
分
で
︑
し
か
も

時
間
制
限
な
し
に
パ
ー
テ
ィ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
︒
も
ち
ろ
ん
︑
自

社
の
施
設
で
あ
る
か
ら
︑
会

場
の
利
用
料
金
や
延
長
料
金

は
か
か
ら
な
い
︒
同
社
に
お

け
る
会
合
ス
ペ
ー
ス
は
︑﹁
従

業
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
強
化
﹂

に
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て

い
る
と
言
え
よ
う
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
従
業
員
の
福

　

さ
て
︑
同
社
が
営
業
を
開

始
し
た
20
年
当
時
︑
新
井
社

長
は
27
歳
で
︑
他
の
従
業
員

も
20
代
半
ば
の
人
が
多
か
っ

た
と
い
う
︒
し
か
し
︑
設
立

か
ら
10
年
が
過
ぎ
︑
古
く
か

ら
同
社
で
勤
め
て
き
た
若
手

従
業
員
も
中
年
に
差
し
か
か

っ
て
き
た
︒
ま
た
︑
先
述
の

よ
う
に
︑
同
社
で
は
家
庭
を

も
つ
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
の
入

社
も
増
え
て
い
る
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕
事
は
生

活
が
不
規
則
に
な
り
が
ち
で

あ
る
︒
そ
の
た
め
に
︑
30
代

や
40
代
に
な
っ
て
か
ら
体
重

が
増
え
た
り
︑
健
康
診
断
の

際
に
異
常
を
指
摘
さ
れ
て
し

ま
う
よ
う
な
従
業
員
が
増
え

つ
つ
あ
る
と
い
う
︒

　

そ
う
し
た
状
況
に
対
処
す

べ
く
︑
同
社
で
は
社
内
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
も
設
け
て

い
る
︒

　

会
合
ス
ペ
ー
ス
の
奥
に
設

利
厚
生
充
実
に
資
す
る
会
合

ス
ペ
ー
ス
が
で
き
て
か
ら
︑

同
社
の
人
材
獲
得
の
面
で
も

変
化
が
み
ら
れ
た
と
い
う
︒

そ
れ
ま
で
は
若
い
独
身
の
ド

ラ
イ
バ
ー
が
多
く
入
社
し
て

く
る
傾
向
が
あ
っ
た
が
︑
近

年
は
既
に
家
庭
を
も
っ
て
い

る
新
人
の
入
社
が
増
え
つ
つ

あ
る
︒

　
﹁
当
社
で
は
︑
本
社
事
務

所
の
入
口
に
︑
子
ど
も
の
後

ろ
姿
を
描
い
た
看
板
（
写
真

㊦
）
を
掲
出
し
て
い
ま
す
︒

当
社
で
は
︑
ま
だ
夜
も
明
け

な
い
う
ち
に
出
発
す
る
ド
ラ

イ
バ
ー
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
︒
ご
家
族
の
方
々
に
と
っ

て
は
︑
一
家
の
大
黒
柱
で
あ

る
父
親
の
姿
を
見
る
機
会
が

少
な
い
た
め
︑
不
安
に
感
じ

る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
︒

し
か
し
︑
当
社
で
働
い
て
い

る
従
業
員
が
﹃
無
事
を
祈
る

置
さ
れ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
に
は
︑
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン

（
２
台
）︑エ
ア
ロ
バ
イ
ク
（
１

台
）︑
チ
ェ
ス
ト
プ
レ
ス
（
１

台
）
な
ど
︑
様
々
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ジ
ム
で
も
使
わ
れ
て

い
る
本
格
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
マ
シ
ン
を
導
入
し
て
い
る
︒

ま
た
︑
ダ
ン
ベ
ル
や
バ
ラ
ン

ス
ボ
ー
ル
な
ど
も
配
置
し
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
動
不
足
解

消
に
繋
が
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
を
行
っ
た
︒
さ
ら
に
︑

運
動
し
た
後
に
汗
を
流
せ
る

よ
う
に
シ
ャ
ワ
ー
室
も
完
備

し
た
ほ
か
︑
血
圧
計
な
ど
も

常
備
し
て
い
る
︒

　
﹁
健
康
を
維
持
す
る
た
め

に
は
︑
運
動
の
習
慣
を
つ
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
︒
ま
た
︑

ス
ト
レ
ス
解
消
の
面
か
ら
み

て
も
︑
定
期
的
な
運
動
を
続

け
る
こ
と
が
効
果
的
だ
と
さ

れ
て
い
ま
す
︒
楽
し
み
な
が

ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
る

こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健

康
増
進
と
ス
ト
レ
ス
発
散
に

繋
が
り
ま
す
︒
そ
し
て
︑
そ

れ
が
結
果
的
に
︑
当
社
で
長

く
働
い
て
も
ら
え
る
こ
と
に

も
繋
が
っ
て
く
る
の
で
す
﹂

（
同
）

　

最
後
に
︑
今
後
に
向
け
た

福
利
厚
生
充
実
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
︑
新
井
社
長
に

新井　誠
代表取締役

遠藤　禎
物流部統括部長

従
業
員
の
一
体
感
を
高
め
る
会
合
ス
ペ
ー
ス 

福
利
厚
生
充
実
で
好
循
環
を
生
み
出
す

　

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て
い

る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
い
て
︑
人
材

確
保
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
ツ
ー
ル
の
ひ

と
つ
と
し
て
︑﹁
従
業
員
に
対
す
る
福
利

厚
生
﹂
を
強
化
す
る
運
送
事
業
者
が
増

加
傾
向
に
あ
る
︒
現
在
在
籍
し
て
い
る
従

業
員
の
満
足
度
向
上
に
も
繋
が
る
こ
と

か
ら
︑
福
利
厚
生
の
充
実
化
は
従
業
員
の

離
職
防
止
に
も
効
果
が
期
待
で
き
る
︒
そ

こ
で
︑
本
特
集
で
は
︑
従
業
員
に
対
す
る

福
利
厚
生
の
充
実
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

運
送
事
業
者
を
取
材
し
︑
具
体
的
な
取

り
組
み
内
容
な
ど
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
︒

　

今
回
は
︑
群
馬
県
伊
勢
崎
市
の
㈲
新

誠
運
輸
倉
庫
に
お
け
る
福
利
厚
生
充
実
へ

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
︒

会
社
創
生
期
に
苦
労
を
重
ね
て
き
た
従
業
員
へ

体
制
強
化
を
機
に
従
業
員
へ
の
還
元
を
決
意

お
し
ゃ
れ
な
会
合
ス
ペ
ー
ス
を
社
内
に
設
置

パ
ー
テ
ィ
を
通
じ
て
家
族
の
安
心
感
を
醸
成

「
社
内
ジ
ム
」
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
動
不
足
解
消

長
期
勤
続
に
繋
が
る
福
利
厚
生
施
策
を
推
進

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
㊧
や
チ
ェ
ス
ト
プ
レ

ス
㊨
な
ど
、本
格
的
な
マ
シ
ン
を
導
入

し
た
社
内
ジ
ム

芝
生
に
覆
わ
れ
た
庭
で
は
従
業
員
の

家
族
を
招
い
て
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が

行
わ
れ
る
こ
と
も

父
親
の
帰
り
を
心
待
ち
に
す
る
子
ど

も
を
描
い
た
看
板
を
同
社
入
口
に
掲

げ
て
い
る

会議や社内表彰、食事会などが行われる会合スペースは、室内が畳敷きとなっている

第
３
回　

有
限
会
社
新
誠
運
輸
倉
庫
（
群
馬
県
伊
勢
崎
市
）
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億お
く
ま
ん
た
か
し

万
高
志
氏
が
教
え
る「
タ
イ
ヤ
ケ
ア
で
１
０
０
万
円
浮
か
せ
る
10
の
コ
ツ
」

　

渡
辺
剛
満
氏
執
筆
の
﹃
タ
イ
ヤ
ケ
ア　

ホ
ン
ト
の
話
﹄
は
︑
平
成
23
年
５
月

15
日
号
か
ら
連
載
を
ス
タ
ー
ト
し
︑
今
号
で
１
０
０
回
を
迎
え
ま
し
た
︒

　

そ
こ
で
︑﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
こ
れ
を
記
念
し
︑
こ
れ
ま
で
の
１
０
０
回

の
内
容
を
振
り
返
り
な
が
ら
︑
通
常
の
コ
ラ
ム
と
は
一
味
違
っ
た
読
み
物
と
し

て
︑
架
空
の
運
送
事
業
者
﹁
億
万
運
送
株
式
会
社
﹂
の
社
長
・
億
万
高
志
氏

が
教
え
る
︑﹃
タ
イ
ヤ
ケ
ア
で
１
０
０
万
円
浮
か
せ
る
10
の
コ
ツ
﹄
と
題
し
て

お
送
り
し
ま
す
︒

　

ど
う
か
︑﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
読
者
各
位
の
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
も
︑

今
回
の
コ
ラ
ム
を
参
考
に
︑
企
業
規
模
や
運
行
事
情
等
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
︑

実
践
可
能
な
コ
ツ
か
ら
取
り
組
み
︑
最
大
限
の
メ
リ
ッ
ト
を
創
出
・
享
受
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
︒

　

小
型
か
ら
大
型
ト
ラ
ッ
ク

ま
で
の
車
両
を
10
台
保
有
す

る
億
万
運
送
株
式
会
社
の
社

長
︑
億
万
高
志
氏
は
︑
燃
料

代
高
騰
の
状
況
を
受
け
︑
身

近
な
も
の
で
何
か
経
費
削
減

で
き
る
方
法
は
な
い
か
考
え

て
き
た
︒
そ
こ
で
目
を
付
け

た
の
が
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
足
元
の

﹁
タ
イ
ヤ
﹂
だ
︒

　

タ
イ
ヤ
ケ
ア
を
施
し
︑
タ

イ
ヤ
の
管
理
方
法
を
確
実
な

　

新
し
い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
な

か
な
か
入
っ
て
こ
な
い
た
め
４

㌧
ト
ラ
ッ
ク
が
１
台
余
り
︑

駐
車
場
に
半
年
ほ
ど
止
め
置

い
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
︒

よ
う
や
く
ド
ラ
イ
バ
ー
が
見

つ
か
り
運
転
さ
せ
た
ら
︑
走

行
中
に
ト
ラ
ッ
ク
全
体
が
大

き
く
揺
れ
た
と
い
う
︒
早
速

そ
の
揺
れ
た
車
両
の
タ
イ
ヤ

　

タ
イ
ヤ
の
側
面
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
縁
石
に
擦
っ
て
傷

を
つ
け
る
ク
セ
の
あ
る
ド
ラ

イ
バ
ー
は
︑
こ
の
仕
事
に
向

か
な
い
︒

　

よ
く
見
か
け
る
危
険
な
行

為
が
あ
る
︒
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

　

こ
れ
は
︑
私
の
自
家
用
車

で
起
き
た
不
思
議
な
現
象
か

ら
学
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
の
タ
イ

ヤ
ケ
ア
だ
︒
そ
の
ク
ル
マ
を

数
か
月
ほ
ど
砂
利
敷
き
の
駐

車
場
に
放
置
し
て
い
た
時
の

こ
と
︒
い
ざ
そ
の
ク
ル
マ
を

動
か
し
て
み
る
と
︑
ハ
ン
ド

ル
が
ど
う
も
重
い
︒
パ
ン
ク

は
し
て
い
な
か
っ
た
が
︑
念

の
た
め
ク
ル
マ
を
タ
イ
ヤ
シ
ョ

ッ
プ
に
持
ち
込
む
と
︑
意
外

な
事
実
を
知
ら
さ
れ
た
︒﹁
タ

イ
ヤ
と
ホ
イ
ー
ル
の
隙
間
に

砂
が
入
り
込
ん
で
︑
そ
こ
か

も
の
に
す
れ
ば
︑
実
は
相
当

な
経
費
削
減
が
可
能
な
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
の
だ
︒

そ
の
上
︑
タ
イ
ヤ
の
状
態
が

良
け
れ
ば
︑
事
故
防
止
の
効

果
も
期
待
で
き
る
︒

　

億
万
氏
が
取
り
組
ん
で
い

る
タ
イ
ヤ
ケ
ア
術
の
中
で
︑

誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
10
の

方
法
を
紹
介
す
る
の
で
︑
で

き
る
も
の
か
ら
ぜ
ひ
実
践
し

て
ほ
し
い
︒

側
面
を
点
検
す
る
と
︑
前
後

の
タ
イ
ヤ
す
べ
て
に
大
き
な

亀
裂
が
入
り
︑
そ
の
う
ち
１

本
の
タ
イ
ヤ
が
膨
ら
ん
で
い

た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
で
あ
れ
ば
︑
タ

イ
ヤ
１
本
に
相
当
な
重
量
が

か
か
る
︒
タ
イ
ヤ
側
面
の
下

部
分
は
常
時
潰
さ
れ
た
状
態

に
な
る
わ
け
だ
か
ら
︑
そ
れ

ス
ス
ト
ア
な
ど
の
駐
車
場
か

ら
公
道
に
出
る
時
︑
後
輪
タ

イ
ヤ
を
縁
石
端
に
乗
り
上
げ

な
が
ら
︑
ド
ス
ン
と
音
を
出

し
て
出
庫
す
る
ケ
ー
ス
だ

が
︑
そ
れ
を
繰
り
返
す
と
タ

イ
ヤ
の
側
面
が
傷
ん
で
い
く
︒

ら
微
量
に
空
気
が
漏
れ
出
し

て
い
た
﹂
と
い
う
の
だ
︒

　

砂
利
敷
き
の
駐
車
場
で
風

が
吹
け
ば
︑
砂
ぼ
こ
り
が
舞

い
︑
そ
の
砂
が
タ
イ
ヤ
と
ホ

イ
ー
ル
の
隙
間
に
入
り
込
む
︒

こ
れ
は
﹁
ス
ロ
ー
・
パ
ン
ク
チ

ャ
ー
﹂
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
︑

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
低
下
が
止

ま
ら
な
い
た
め
︑
気
づ
か
ず

に
運
転
す
る
と
燃
費
が
ど
ん

ど
ん
悪
化
す
る
︒
こ
の
現
象

を
知
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
駐
車

場
を
砂
利
敷
き
か
ら
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
借
り
換
え
た
︒

が
半
年
も
続
け
ば
︑
ゴ
ム
に

亀
裂
が
入
る
︒

　

亀
裂
が
入
っ
た
タ
イ
ヤ
に

は
溝
が
か
な
り
残
っ
て
い
た

が
︑
６
本
と
も
す
べ
て
新
品

に
交
換
し
た
︒
ま
た
タ
イ
ヤ

が
膨
ら
ん
だ
の
は
︑
太
陽
光

を
浴
び
続
け
た
結
果
︑
ゴ
ム

に
亀
裂
が
入
り
︑
強
い
紫
外

線
が
タ
イ
ヤ
内
部
の
金
属
ま

で
傷
め
た
か
ら
と
い
う
話
だ

っ
た
︒
定
期
的
に
ト
ラ
ッ
ク

を
動
か
し
て
い
れ
ば
︑
あ
と

２
年
は
持
っ
た
ら
し
い
︒

中
に
は
ホ
イ
ー
ル
ま
で
ぶ
つ

け
て
タ
イ
ヤ
ご
と
破
裂
さ
せ

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
︑
こ
れ

を
や
っ
て
し
ま
う
と
物
損
だ

け
で
は
済
ま
な
い
︒

　

タ
イ
ヤ
を
破
裂
さ
せ
た
時

の
爆
風
で
︑
砂
ぼ
こ
り
が
舞

　

駐
車
場
に
止
め
て

お
い
た
私
の
ク
ル
マ
が

釘
を
踏
ん
で
パ
ン
ク
し

た
時
の
こ
と
で
あ
る
︒

他
の
３
本
の
タ
イ
ヤ
と

比
べ
て
︑
タ
イ
ヤ
の
側

面
が
圧
し
潰
さ
れ
て
い

る
状
態
だ
っ
た
が
︑
近

く
の
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ッ
プ

ま
で
は
持
つ
だ
ろ
う
と

思
い
︑
そ
の
ま
ま
走

行
し
た
ら
︑
タ
イ
ヤ

が
完
全
に
ダ
メ
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
︒
空
気
圧

の
少
な
い
状
態
で
走

行
し
た
た
め
︑
タ
イ

ヤ
の
側
面
が
ク
ル
マ
の

　

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
点
検
は
︑

４
月
と
10
月
に
行
う
の
が
理

想
的
で
あ
る
︒
気
温
15
～
20

度
の
涼
し
い
気
候
の
中
︑
タ

イ
ヤ
の
空
気
圧
を
︑
運
転
席

ド
ア
の
裏
側
に
指
定
さ
れ
た

﹁
適
正
空
気
圧
値
﹂
に
す
る

と
︑最
も
燃
費
が
良
く
な
る
︒

　

も
ち
ろ
ん
︑﹁
走
行
後
５

分
以
内
﹂
の
タ
イ
ヤ
が
冷
え

た
状
態
の
時
に
測
定
す
る
の

　

新
品
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
た

ら
︑
必
ず
タ
イ
ヤ
の
位
置
交

換
を
行
う
の
が
タ
イ
ヤ
ケ
ア

の
基
本
︒
ト
ラ
ッ
ク
用
と
し

て
幅
広
い
車
種
に
使
わ
れ
る

﹁
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
タ
イ
ヤ

（
通
称
：
ミ
ッ
ク
ス
）﹂
は

ブ
ロ
ッ
ク
状
に
な
っ
て
い
る
︒

ハ
ン
ド
ル
操
作
が
荒
か
っ
た

り
︑
発
進
・
ブ
レ
ー
キ
の
操

作
が
激
し
か
っ
た
り
す
る
と
︑

１
万
㌔
㍍
も
走
行
し
な
い
う

ち
に
︑
ス
リ
ッ
プ
サ
イ
ン
が

露
出
す
る
こ
と
も
あ
る
︒

　

だ
か
ら
︑
当
社
で
は
ち
ま

た
で
言
わ
れ
る
よ
う
な
﹁
新

品
タ
イ
ヤ
装
着
後
︑
５
千
～

８
千
㌔
㍍
走
行
し
た
ら
︑
タ

　

ど
ん
な
車
両
で
も
︑
前
輪

タ
イ
ヤ
は
確
実
に
偏
摩
耗
す

る
︒
新
品
時
は
タ
イ
ヤ
の
溝

が
最
も
深
い
た
め
︑
最
初
の

１
㍉
㍍
を
ど
う
消
耗
さ
せ
て

い
く
か
で
︑
そ
の
後
の
走
行

可
能
距
離
が
決
ま
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
︒
荒
い

運
転
を
す
れ
ば
︑
前
輪
タ
イ

ヤ
だ
け
で
な
く
︑
後
輪
タ
イ

ヤ
の
擦
り
減
り
方
も
異
常
に

な
る
︒

　

タ
イ
ヤ
の
擦
り
減
り
方
は
︑

靴
底
に
例
え
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
︒
歩
き
方
が
激
し
け
れ

ば
︑靴
底
は
斜
め
に
消
耗
（
偏

摩
耗
）
す
る
︒
ク
ル
マ
の
運

　

こ
れ
は
近
所
に
あ
る
ト
ラ

ッ
ク
の
レ
ン
タ
ル
会
社
か
ら

聞
い
た
話
を
参
考
に
し
て
︑

当
社
で
も
導
入
し
て
い
る
安

全
投
資
の
ひ
と
つ
︒
同
社
で

は
以
前
か
ら
︑
タ
イ
ヤ
溝
の

が
正
し
い
方
法
︒
仮
に
１
時

間
走
行
し
て
し
ま
う
と
タ
イ

ヤ
全
体
に
熱
が
回
る
︒
タ
イ

ヤ
内
の
空
気
温
度
が
15
度
だ

っ
た
も
の
が
30
度
近
く
に
な

れ
ば
︑﹁（
30
度
︱
15
度
）
÷

２
７
３

≒

０
・
55
﹂
で
︑
空

気
圧
が
６
％
近
く
自
然
上
昇

し
て
し
ま
う
︒

　

い
わ
ゆ
る
ボ
イ
ル
・
シ
ャ

ル
ル
の
法
則
が
タ
イ
ヤ
の
空

イ
ヤ
の
位
置
交
換
を
し
ま
し

ょ
う
﹂
と
い
う
セ
オ
リ
ー
通

り
に
位
置
交
換
を
行
う
こ
と

は
な
い
︒

　

当
社
で
は
毎
月
︑
前
輪
タ

イ
ヤ
の
接
地
面
を
見
て
︑
少

し
で
も
タ
イ
ヤ
の
形
が
凸
凹

し
て
い
た
ら
︑
後
輪
タ
イ
ヤ

と
位
置
交
換
を
す
る
︒

　

同
時
に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が

車
庫
入
れ
す
る
と
こ
ろ
を
見

て
︑
緩
や
か
な
ハ
ン
ド
ル
操

作
を
確
実
に
し
て
い
る
か
ど

う
か
も
確
認
︒
も
し
も
車
両

が
停
止
し
た
状
態
で
︑
グ
リ

グ
リ
と
音
を
出
し
な
が
ら
ハ

ン
ド
ル
を
操
作
し
て
い
た
ら
︑

必
ず
指
導
し
て
い
る
︒

転
も
一
緒
で
︑
タ
イ
ヤ
の
偏

摩
耗
は
︑
発
進
や
ブ
レ
ー
キ

が
緩
や
か
な
ら
ば
最
小
限
に

抑
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
︑

タ
イ
ヤ
の
接
地
面
が
路
面
を

し
っ
か
り
捉
え
る
こ
と
で
︑

燃
料
が
最
適
に
消
費
さ
れ
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
な
ら
︑
省
燃
費

系
の
リ
ブ
型
（
縦
溝
）
を
装

着
し
︑
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
実

践
す
れ
ば
︑
浮
い
た
燃
料
代

で
そ
の
ト
ラ
ッ
ク
の
タ
イ
ヤ

代
が
す
べ
て
賄
え
る
と
い
わ

れ
て
い
る
の
で
︑
当
社
で
は

今
そ
れ
に
挑
戦
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
︒

深
さ
が
半
分
以
上
残
っ
て
い

れ
ば
︑
た
と
え
タ
イ
ヤ
に
ヒ

ビ
割
れ
が
あ
っ
て
も
︑
そ
の

ま
ま
顧
客
に
車
両
を
貸
し
て

い
た
と
い
う
︒

　

と
こ
ろ
が
︑
そ
の
せ
い
で

走
行
中
に
タ
イ
ヤ
が
バ
ー
ス

ト
す
る
な
ど
し
て
︑
顧
客
か

　

タ
イ
ヤ
溝
の
深
さ
が
新
品

時
の
50
％
未
満
に
な
っ
た
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
︑
夏

用
タ
イ
ヤ
と
同
じ
扱
い
に
な

る
こ
と
は
ご
存
知
か
と
思

う
︒
冬
の
高
速
道
路
で
チ
ェ

ー
ン
規
制
が
か
か
っ
た
ら
通

行
で
き
な
い
タ
イ
ヤ
な
の
で
︑

次
の
冬
場
に
は
使
え
な
い
︒

　

た
だ
︑﹁
タ
イ
ヤ
の
溝
が

ま
だ
40
％
ち
ょ
っ
と
残
っ
て
い

る
か
ら
︑
処
分
す
る
の
は
も

っ
た
い
な
い
︒
夏
場
の
走
行

で
残
り
の
溝
を
履
き
つ
ぶ
せ

ば
︑
と
っ
て
も
経
済
的
な
使

い
方
だ
ろ
う
﹂
と
考
え
る
の

は
︑
大
き
な
計
算
違
い
だ
︒

　

鮮
度
の
古
い
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
は
︑
熱
を
帯
び
る

　

最
後
に
教
え
る
タ
イ
ヤ
ケ

ア
の
コ
ツ
は
︑
自
社
の
ト
ラ
ッ

ク
が
す
ぐ
駆
け
込
め
る
﹁
タ

イ
ヤ
基
地
﹂を
探
す
こ
と
だ
︒

ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
に
強
い
専

門
店
が
近
く
に
あ
る
だ
け

で
︑
た
い
て
い
の
タ
イ
ヤ
ト

ラ
ブ
ル
は
避
け
ら
れ
る
︒

　

実
は
こ
こ
最
近
に
な
っ
て
︑

ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
店
の
サ
ー

ビ
ス
体
制
が
大
き
く
変
わ
っ

て
き
た
︒
そ
の
原
因
は
こ
こ

数
年
の
異
常
気
象
︒
特
に
夏

場
は
︑
気
温
が
40
度
近
く
に

な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
︑
タ

イ
ヤ
の
作
業
者
の
安
全
を
考

え
︑
出
張
作
業
を
取
り
や
め

る
流
れ
に
な
っ
て
き
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
店
に
入

庫
す
れ
ば
︑
タ
イ
ヤ
の
空
気

圧
点
検
や
位
置
交
換
︑
さ
ら

に
は
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
の
状
況

な
ど
を
診
て
く
れ
る
︒
新
人

気
圧
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と

を
知
る
と
︑
気
温
が
40
度
近

く
に
な
る
夏
場
に
は
︑
正
確

な
数
値
が
測
定
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
が
分
か
る
︒

　

夏
場
の
タ
イ
ヤ
は
空
気
圧

が
高
い
︒
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧

が
高
い
か
ら
と
い
っ
て
空
気

を
抜
い
て
し
ま
う
と
︑
温
度

が
下
が
っ
た
時
に
体
積
が
圧

縮
さ
れ
︑
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧

不
足
と
同
じ
状
態
に
な
る
の

で
注
意
が
必
要
だ
︒

ら
の
信
用
を
失
い
か
け
て
い

た
︒
そ
ん
な
と
き
に
新
し
い

経
営
者
が
や
っ
て
き
て
︑
こ

う
指
示
が
出
さ
れ
た
そ
う
だ
︒

﹁
タ
イ
ヤ
の
製
造
年
週
か
ら

５
年
以
上
経
過
し
た
ら
︑
す

べ
て
新
品
タ
イ
ヤ
に
交
換
す

る
こ
と
﹂︒
同
じ
経
過
年
数

で
も
︑
走
行
距
離
が
短
い
タ

イ
ヤ
ほ
ど
︑
ゴ
ム
の
劣
化
が

激
し
く
︑
走
行
中
の
危
険
性

が
高
い
︒

　

そ
の
先
行
投
資
の
お
か
げ

で
︑
そ
の
後
は
タ
イ
ヤ
の
バ

ー
ス
ト
件
数
が
ゼ
ロ
（
縁
石

に
擦
る
の
は
ユ
ー
ザ
ー
責
任
）

に
な
り
︑
仕
事
が
増
え
て
い

っ
た
そ
う
だ
︒
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
で
あ
れ
ば
︑
５
年
と
い

わ
ず
４
年
を
目
安
に
し
た
い

と
こ
ろ
だ
︒

と
す
ぐ
バ
ー
ス
ト
す
る
︒
ま

た
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
︑

雨
の
日
に
走
行
す
る
と
驚
異

的
に
滑
る
と
い
う
弱
点
が
あ

る
︒
さ
ら
に
当
然
な
が
ら
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
に
精
神
的
な
負

担
も
か
か
る
︒

　

新
品
の
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

タ
イ
ヤ
を
装
着
し
た
場
合
と

比
較
す
る
と
︑
10
％
以
上
の

燃
費
悪
化
は
避
け
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
か
ら
︑
そ
う
で
あ
る

な
ら
︑
そ
の
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
は
迷
わ
ず
処
分
し
た
方

が
安
全
︑お
得
だ
と
考
え
る
︒

近
年
の
猛
暑
を
考
え
る
と
︑

夏
場
に
古
い
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
は
怖
く
て
絶
対
に
使

え
な
い
︒

の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
な

ら
︑
タ
イ
ヤ
の
﹁
い
ろ
は
﹂

に
つ
い
て
学
べ
る
時
間
が
で
き

る
わ
け
だ
か
ら
︑
ま
さ
に
一

挙
両
得
だ
︒

◆

　

今
回
の
タ
イ
ト
ル
は
﹁
タ

イ
ヤ
ケ
ア
で
１
０
０
万
円
浮

か
せ
る
10
の
コ
ツ
﹂
だ
が
︑

こ
れ
ら
を
実
践
す
れ
ば
︑
小

さ
な
会
社
で
も
数
年
で
１
０

０
万
円
︑
ま
た
︑
大
き
な
会

社
で
は
何
か
１
つ
実
践
す
る

だ
け
で
年
間
１
０
０
万
円
︑

さ
ら
に
は
10
の
コ
ツ
す
べ
て

を
実
践
し
︑
10
年
で
総
計
１

億
円
の
節
約
も
夢
で
は
な
い
︒

　

何
よ
り
︑
タ
イ
ヤ
を
安
全

に
管
理
す
る
こ
と
で
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
︒

そ
う
捉
え
れ
ば
︑
タ
イ
ヤ
ケ

ア
に
は
何
億
円
も
の
価
値
が

あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒

い
上
が
り
︑
も
し
も
近
く
に

歩
行
者
で
も
通
行
し
て
い
よ

う
も
の
な
ら
一
大
事
︒
タ
イ

ヤ
の
側
面
は
︑
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
タ
イ
ヤ
の
急
所

な
の
だ
︒

重
み
で
粉
々
に
な
っ
た
よ
う

だ
︒

　

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
と
交
換
す

れ
ば
数
千
円
の
パ
ン
ク
修
理

代
で
済
ん
だ
も
の
の
︑
無
理

を
し
て
走
行
さ
せ
た
た
め
︑

タ
イ
ヤ
１
本
３
万
円
の
出
費

に
な
っ
た
︒

　

タ
イ
ヤ
の
側
面
が
一
度
ペ
チ

ャ
ン
コ
に
な
っ
た
ら
︑
す
ぐ
に

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
と
交
換
す
る

こ
と
が
重
要
︒
併
せ
て
︑
タ

イ
ヤ
に
釘
が
刺
さ
っ
た
ら
︑

タ
イ
ヤ
シ
ョ
ッ
プ
に
入
庫
す
る

ま
で
絶
対
に
抜
か
な
い
︑
と

い
う
こ
と
も
知
っ
て
い
る
と
︑

無
駄
な
経
費
が
抑
え
ら
れ
る
︒

最
低
で
も
１
週
間
に
一
度
車
両
を
動
か
す

タ
イ
ヤ
の
側
面
を
傷
つ
け
る
人
は

ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
向
か
な
い

砂
利
敷
き
の
駐
車
場
で
起
き
る

原
因
不
明
の
パ
ン
ク

タ
イ
ヤ
の
空
気
が
抜
け
た
ら

ク
ル
マ
は
動
か
さ
な
い

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
上
昇
は

「
上
昇
温
度
÷
２
７
３
」
で
計
算
す
る

億
万
運
送
直
伝
の正

し
い
タ
イ
ヤ
の
位
置
交
換

偏
摩
耗
ゼ
ロ
の
運
転
を
目
指
せ
ば

タ
イ
ヤ
の
費
用
が
タ
ダ
に
な
る

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の

履
き
つ
ぶ
し
は
無
駄
と
危
険
だ
ら
け

ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
専
門
店
の
近
く
に

事
務
所
（
駐
車
場
）
を
構
え
る

ゴ
ム
の
鮮
度
が
４
年
経
過
し
た
ら

走
行
距
離
に
関
係
な
く
新
品
タ
イ
ヤ
に
替
え
る

１３
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㈱
竜
洋
運
輸
（
髙
瀬
宏
道

代
表
取
締
役
）
は
︑
建
築
・

建
設
資
材
の
輸
送
を
中
心
に

事
業
を
行
う
運
送
会
社
で
あ

る
︒
同
社
は
髙
瀬
社
長
の
父

親
で
あ
る
髙
瀬
正
三
氏
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
︑
現
社
長
で

あ
る
髙
瀬
社
長
は
平
成
13
年

に
就
任
し
た
︒
社
長
就
任
当

時
︑
同
社
で
は
些
細
な
事
故

が
少
な
か
ら
ず
発
生
し
て
い

た
と
い
う
︒

　

地
元
静
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
青
年
部
会
に
参
加
し
︑

後
に
青
年
部
会
長
も
務
め
て

き
た
髙
瀬
社
長
は
︑
会
員
事

業
者
の
次
期
経
営
者
層
と
交

流
を
深
め
て
い
く
中
で
︑
多

く
の
事
業
者
に
お
け
る
安
全

性
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
見

る
機
会
が
あ
っ
た
と
い
う
︒

同
社
で
は
︑
こ
う
し
た
取
り

組
み
の
中
か
ら
優
良
な
も
の

を
自
社
に
取
り
入
れ
て
い
く

と
い
う
形
で
︑
事
故
防
止
へ

の
取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ

て
い
っ
た
︒

　

同
社
で
は
18
年
に
Ｇ
マ
ー

ク
を
取
得
し
︑
安
全
性
優
良

事
業
所
と
し
て
認
定
さ
れ

た
︒
同
社
で
は
そ
れ
を
機
に
︑

事
故
防
止
へ
の
取
り
組
み
の

さ
ら
な
る
強
化
を
図
る
た

め
︑
月
末
土
曜
日
に
月
例
の

﹁
安
全
会
議
﹂を
開
始
し
た
︒

　

安
全
会
議
は
︑
10
年
ほ
ど

前
に
本
社
事
務
所
の
近
く
に

設
置
し
た﹁
研
修
セ
ン
タ
ー
﹂

で
行
わ
れ
る
︒
そ
の
月
に
発

生
し
た
事
故
に
つ
い
て
報
告

を
行
う
と
と
も
に
︑
デ
ジ
タ

ル
タ
コ
グ
ラ
フ
や
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
の
デ
ー
タ
を
基

に
︑
実
際
に
発
生
し
た
事
故

や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
に
つ
い

て
︑
参
加
者
全
員
で
話
し
合

い
を
行
い
︑﹁
ど
う
す
れ
ば

事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

か
﹂
な
ど
の
意
見
を
出
し
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
︒

そ
の
後
︑
参
加
者
が
﹁
次
月

の
個
人
目
標
﹂
を
決
め
る
︒

な
お
︑
同
社
で
は
月
ご
と
に

　

こ
の
安
全
会
議
で
は
︑
デ

ジ
タ
コ
の
個
人
実
績
の
結
果

な
ど
を
基
に
︑
優
秀
者
に
対

す
る
表
彰
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
デ
ジ
タ
コ
の

デ
ー
タ
の
中
で
も
︑
特
に
事

故
の
最
大
要
因
で
も
あ
る
走

行
速
度
に
着
目
し
︑﹁
社
内

速
度
オ
ー
バ
ー
回
数
コ
ン
テ

ス
ト
﹂
と
し
て
表
彰
を
行
っ

て
い
る
︒日
々
の
乗
務
中
に
︑

同
社
で
設
定
し
た
最
高
速
度

（
高
速
道
路
や
一
般
道
な
ど

３
パ
タ
ー
ン
を
設
定
）
を
オ

ー
バ
ー
し
た
回
数
を
デ
ジ
タ

コ
で
毎
日
確
認
し
︑
そ
の
回

数
が
少
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
報
奨
金
を
支
給
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
︒
ち
な
み

に
︑
オ
ー
バ
ー
回
数
が
０
～

担
当
者
を
決
め
︑
そ
の
担
当

者
が
決
め
た
目
標
を
﹁
次
月

の
会
社
全
体
の
目
標
﹂
と
し

て
︑
従
業
員
全
員
で
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
る
︒

　

安
全
性
の
さ
ら
な
る
向
上

を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
が
安
全
会
議
で

学
ん
だ
知
識
を
定
着
さ
せ
︑

確
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
︒
同
社
で
は
︑

知
識
の
定
着
度
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
︑
安
全
会
議
の
際
に

ド
ラ
イ
バ
ー
に
﹁
遵
守
事
項

各
自
チ
ェ
ッ
ク
表
﹂（
左
図
）

を
記
入
さ
せ
る
よ
う
に
し
て

い
る
︒
チ
ェ
ッ
ク
表
で
は
︑
会

議
資
料
の
中
の
重
要
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
書
か
せ
る
こ
と
で

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
定
着
を
図

る
と
と
も
に
︑
前
月
に
決
め

た
個
人
目
標
に
関
し
て
の
成

果
報
告
︑
ま
た
次
月
の
個
人

目
標
に
つ
い
て
も
記
載
さ
せ

て
い
る
︒

５
回
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し

て
は
１
月
当
た
り
１
０
０
０

円
が
支
給
さ
れ
︑
回
数
が
増

え
て
い
く
に
つ
れ
て
支
給
額

は
減
少
︒
31
回
以
上
速
度
超

過
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に

は
︑
報
奨
金
は
支
給
さ
れ
な

い
︒

　
﹁
速
度
計
を
確
認
し
な
が

ら
運
転
す
る
こ
と
で
︑
漫
然

運
転
を
抑
止
し
︑
事
故
の
な

い
安
全
運
転
が
期
待
で
き
ま

す
︒
現
在
で
は
︑
ほ
と
ん
ど

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
毎
月
報
奨

金
を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
︒
ま
た
︑
点
呼
場

に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
ご
と
に
毎

日
の
速
度
オ
ー
バ
ー
回
数
を

記
載
し
た
一
覧
表
を
掲
出
す

　

と
こ
ろ
で
︑
同
社
で
は
毎

日
の
乗
務
に
関
し
て
も
︑
安

全
性
向
上
へ
の
様
々
な
工
夫

を
行
っ
て
い
る
︒
そ
こ
で
︑
１

日
の
乗
務
を
追
う
形
で
︑
同

社
に
お
け
る
日
々
の
事
故
防

止
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

て
い
き
た
い
︒

　

事
務
所
に
出
勤
し
て
き
た

ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
ま
ず
事
務

所
の
建
物
の
入
口
で
緑
十
字

の
無
災
害
記
録
表
と
当
月
の

会
社
全
体
の
目
標
を
目
に
す

る
︒
事
故
防
止
へ
の
意
識
を

高
め
た
と
こ
ろ
で
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
は
点
呼
場
に
入
る
︒　

　

点
呼
場
に
は
︑
免
許
証
リ

ー
ダ
ー
︑
ア
ル
コ
ー
ル
検
知

器
︑
血
圧
計
な
ど
を
配
置
し

て
い
る
︒

　

同
社
で
は
深
夜
の
時
間
帯

か
ら
乗
務
を
行
う
ド
ラ
イ
バ

ー
も
い
る
た
め
︑
点
呼
の
様

子
や
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
な

ど
の
数
値
デ
ー
タ
な
ど
に
つ

い
て
は
パ
ソ
コ
ン
で
記
録
し
て

い
る
︒深
夜
の
点
呼
の
際
に
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
ア
ル
コ
ー

ル
が
検
知
さ
れ
た
場
合
に

は
︑
点
呼
場
の
パ
ソ
コ
ン
か

ら
運
行
管
理
者
に
メ
ー
ル
が

え
て
い
る
︒﹁
し
っ
ぺ
い
﹂
は

磐
田
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
︑
市
内
に
伝
わ
る

霊
犬
伝
説
に
登
場
す
る
犬

﹁
悉し

っ
ぺ
い
た
ろ
う

平
太
郎
﹂
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
も
の（
写
真
㊧
）︒﹁
同

社
の
顔
と
な
る
任
命
ド
ラ
イ

自
動
的
に
送
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
︒
点
呼
直
前
に

口
腔
洗
浄
剤
や
口
臭
消
し
を

使
用
し
た
場
合
な
ど
︑
実
際

に
飲
酒
し
て
い
な
く
て
も
ア

ル
コ
ー
ル
検
知
器
が
反
応
す

る
こ
と
も
あ
る
︒そ
の
た
め
︑

メ
ー
ル
が
送
ら
れ
る
と
運
行

管
理
者
が
出
社
し
︑
当
該
ド

ラ
イ
バ
ー
の
乗
務
の
可
否
に

つ
い
て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
様

子
や
点
呼
の
際
の
デ
ー
タ
な

ど
か
ら
慎
重
に
判
断
し
︑
指

示
を
出
す
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　
﹁
当
社
は
従
業
員
数
30
人
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
数
17
人
で
︑
何

か
不
都
合
な
こ
と
が
あ
っ
た

場
合
に
︑
従
業
員
同
士
が
馴

れ
合
い
に
な
り
や
す
い
規
模

の
会
社
で
す
︒
ド
ラ
イ
バ
ー

が
飲
酒
を
し
た
た
め
に
ア
ル

コ
ー
ル
検
知
器
が
反
応
し
て

も
︑﹃
こ
れ
か
ら
代
わ
り
の
ド

ラ
イ
バ
ー
を
手
配
す
る
の
は

大
変
だ
﹄
な
ど
と
い
っ
た
理

由
で
点
呼
係
が
目
を
つ
ぶ
っ

て
し
ま
い
︑
ア
ル
コ
ー
ル
が

検
知
さ
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
を

そ
の
ま
ま
乗
務
に
出
し
て
し

ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
︒
小
規
模
な
会
社
だ
か

ら
こ
そ
︑
会
社
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
は
遵
法
意
識
を
強

く
も
っ
て
厳
格
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
︒
点

呼
に
関
す
る
様
々
な
機
器
の

導
入
は
︑﹃
人
間
特
有
の
温

情
を
排
し
︑
機
械
の
厳
し
い

目
で
監
視
す
る
こ
と
で
︑
飲

酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
﹄
た
め
な
の

で
す
﹂（
同
）

バ
ー
﹂
と
し
て
社
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
︑
模

範
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
常
に

安
全
運
転
を
意
識
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
狙
い
も
あ
る
︒

な
お
︑
同
ド
ラ
イ
バ
ー
に
任

命
さ
れ
る
と
︑
毎
月
特
別
手

当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
同
社
で
は
﹁
30

分
以
内
で
洗
車
を
行
う
﹂﹁
小

ま
め
に
車
両
点
検
を
行
う
﹂

な
ど
の
項
目
を
設
定
し
︑
そ

れ
を
実
施
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し
て
も
報
奨
金
を
支
給

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒
同

社
で
は
担
当
車
制
を
採
っ
て

い
る
︒
自
分
の
ト
ラ
ッ
ク
を

き
れ
い
に
洗
浄
し
た
り
︑
定

期
的
に
点
検
を
行
う
こ
と
に

よ
り
︑
車
の
状
態
が
的
確
に

分
か
る
よ
う
に
な
る
と
と
も

に
︑
車
に
対
し
て
の
愛
着
も

わ
い
て
く
る
︒
愛
着
の
強
い

ピ
カ
ピ
カ
な
車
で
あ
れ
ば
︑

毎
日
の
乗
務
の
際
も
﹁
決
し

て
自
分
の
ト
ラ
ッ
ク
に
傷
を

つ
け
ま
い
﹂
と
︑
慎
重
な
運

転
操
作
を
心
が
け
る
よ
う
に

な
り
︑
結
果
的
に
事
故
の
未

然
防
止
に
繋
が
っ
て
い
く
の

で
あ
る
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防

止
活
動
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
維
持
し
︑
高
め
て

い
く
た
め
に
︑
当
社
で
は
表

彰
制
度
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
︑
様
々
な
形
で
ド
ラ
イ

バ
ー
を
評
価
し
︑
頑
張
っ
た

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
報
酬

を
積
極
的
に
出
す
よ
う
に
し

て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

さ
て
︑
夜
が
明
け
て
朝
に

な
る
と
事
務
所
で
朝
礼
が
行

わ
れ
る
が
︑
前
日
か
ら
乗
務

に
出
た
ま
ま
で
︑
朝
礼
に
出

席
で
き
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
も

い
る
︒
そ
の
た
め
︑
運
行
管

理
者
は
朝
礼
終
了
後
に
乗
務

中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て

当
日
の
注
意
事
項
や
当
月
の

会
社
全
体
の
目
標
な
ど
を
︑

無
線
を
通
じ
て
一
斉
送
信
で

連
絡
す
る
︒
そ
の
後
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
無
線
連
絡
が
あ

っ
た
際
に
は
︑
無
線
で
個
人

目
標
を
言
っ
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
る
︒
ド
ラ
イ
バ
ー

自
身
が
決
め
た
個
人
目
標
を

毎
日
口
に
出
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故

防
止
意
識
定
着
を
図
っ
て
い

る
の
で
あ
る
︒

　

乗
務
を
終
え
︑
事
務
所
に

戻
っ
て
き
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑

乗
務
前
に
受
け
取
っ
た
運
行

計
画
指
示
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
︑
運
行
管
理
者
に
提

出
す
る
︒
同
社
の
運
行
計
画

指
示
書
に
は
︑﹁
な
ん
で
も

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
﹂
欄
が
設
け

ら
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
乗

務
中
に
発
生
し
た
ヒ
ヤ
リ
ハ

ッ
ト
事
象
に
つ
い
て
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
に
記
載
し
て
も
ら
う
た

め
の
も
の
で
あ
る
︒
同
欄
に
は

﹁
何
時
ご
ろ
﹂﹁
ど
こ
で
﹂﹁
状

況
﹂﹁
ど
う
な
っ
た
﹂
な
ど
の

項
目
が
記
載
さ
れ
て
お
り
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
が
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
発
生
状
況
を
簡
潔
に
記
載

す
る
こ
と
が
で
き
る
︒な
お
︑

記
載
さ
れ
た
内
容
は
安
全
会

議
で
取
り
上
げ
ら
れ
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
間
で
共
有
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
︒

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た

様
々
な
取
り
組
み
を
通
じ

て
︑
同
社
に
在
籍
す
る
全
て

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
安
全

へ
の
意
識
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
︒

　
﹁
安
全
輸
送
を
継
続
し
て

い
く
た
め
に
︑
今
後
も
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
し
て
安
全
意
識

高
揚
に
繋
が
る
よ
う
な
施
策

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
︒
経
営
者
と
し

て
は
︑決
し
て﹃
井
の
中
の
蛙
﹄

に
な
ら
ず
︑
こ
れ
か
ら
も
勉

強
を
重
ね
な
が
ら
︑
よ
り
新

し
く
効
果
的
な
施
策
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と

で
︑
安
全
の
質
を
高
め
て
い

き
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈱
竜
洋
運
輸 

髙
瀬
宏
道
代
表
取
締
役

﹁
飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
事
故
を
撲
滅
し
た
い
﹂

機
械
の
目
で
深
夜
の
点
呼
を
厳
し
く
チ
ェッ
ク

社
内
速
度
を
遵
守
し
た
従
業
員
に
報
奨
金
支
給

模
範
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
独
自
の
称
号
を
授
与

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
︒
自

分
だ
け
で
は
な
く
他
の
ド
ラ

イ
バ
ー
の
回
数
も
﹃
見
え
る

化
﹄
す
る
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
が
競
い
合
っ
て
速
度
遵

守
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
﹂（
髙
瀬
社
長
）

　

ま
た
︑
同
コ
ン
テ
ス
ト
で

連
続
し
て
６
か
月
表
彰
さ
れ

た
優
秀
な
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
︑﹁
し
っ
ぺ
い
任
命
ド
ラ

イ
バ
ー
﹂
と
い
う
称
号
を
与

企業プロフィール
■ 社　　　名	 ㈱竜洋運輸
■ 本社所在地	 静岡県磐田市竜洋稗原12-1
■ 代　表　者	 代表取締役　髙瀬　宏道 
■ 設　　　立	 平成4年4月14日
■ 資　本　金	 2,000万円
■ 社　員　数	 30人（うちドライバー17人）
■ 車　両　数	 20台

髙瀬　宏道
代表取締役

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
各
企
業
で
の
優
良
な
交
通
事
故
防
止
対
策

の
様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
は
︑﹁
表
彰
制
度
の
充
実
﹂
と
﹁
安
全
機

器
の
積
極
的
導
入
﹂
に
よ
り
︑
実
効
性
の
高
い
事

故
防
止
活
動
を
展
開
し
て
い
る
︑
静
岡
県
磐
田
市

の
㈱
竜
洋
運
輸
を
紹
介
し
ま
す
︒

建築・建設資材の輸送を中心に事業を展開する同社

ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
厳
格
に
実
施
し
、

飲
酒
運
転
の
根
絶
を
図
っ
て
い
る

事
務
所
前
に
当
月
の
会
社
全
体
の
目
標
㊨
な

ど
を
掲
げ
、
安
全
意
識
高
揚
に
繋
げ
る

任命ドライバーの担当車両
には「しっぺい」が描かれた
ステッカーが貼付される

会議の重要ポイントに
ついて記載させ、知識
定着を図っている

図　遵守事項各自チェック表

当
月
の
個
人
目
標
の
反
省
点
㊦
な
ど

を
明
確
化
さ
せ
た
上
で
、
次
月
の
目

標
㊤
に
活
か
す
よ
う
に
し
て
い
る

株
式
会
社
竜
洋
運
輸
（
静
岡
県
磐
田
市
）

第
20
回

月
１
回
の
安
全
会
議
で
﹁
個
人
目
標
﹂
を
決
定

安
全
知
識
の
定
着
を
促
す
﹁
チ
ェッ
ク
表
﹂

多彩な表彰制度で意欲向上を実現
事故防止に不可欠な「安全意識の高揚」　安全を脅かす「従業員同士の馴れ合い」防ぐ
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ほんのヒトコマ ［第48回］

「またいやな夢を見てるのね、盛んにスクロールしてるから…」

食
　
文
　
化

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜合図編〜
 【解 答】２面に問題
❶ ○（道交法施行令第21条第1項）右左折
するときは、右左折しようとする地点から30
メートル手前の地点に達したときに合図をし
なければならない。
❷ ○（道交法第53条第1項）車両（自転車以
外の軽車両を除く）の運転者は、左折し、右
折し、転回し、徐行し、停止し、後退し、又
は同一方向に進行しながら進路を変えるとき
は、手、方向指示器又は灯火により合図をし、
かつ、これらの行為が終わるまで当該合図を
継続しなければならない。
❸ ×（道交法施行令第21条第2項）環状交差
点を出るときは、左腕を車体の左側の外に出
して水平に伸ばし、若しくは右腕を車体の右

側の外に出して肘を垂直に上に曲げること、
又は左側の方向指示器を操作すること。
❹ ○（道交法第53条第4項）車両の運転者
は、第一項又は第二項に規定する行為を終
わったときは、当該合図をやめなければなら
ないものとし、また、これらの規定に規定する
合図に係る行為をしないのにもかかわらず、
当該合図をしてはならない。
❺ ×（道交法第53条第1項）左折し、右折
し、転回し、徐行し、停止し、後退し、又
は同一方向に進行しながら進路を変えるとき
は、手、方向指示器又は灯火により合図をし
なければならない（ブレーキ灯の点灯が合図
となる）。

159「
郷
土
の
味
④
」 

謙
信
ゆ
か
り
の｢
笹
ず
し｣

　

ト
ラ
ッ
ク
の
窓
か
ら
見
る

青
田
に
は
も
う
稲
穂
が
出
て

い
る
︒
こ
れ
が
色
づ
き
始
め

る
と
新
米
の
季
節
だ
︒
そ
う

い
え
ば
︑
米
ど
こ
ろ
に
は
必

ず
素
敵
な
郷
土
ず
し
が
あ
る
︒

　

真
っ
先
に
挙
げ
た
い
の
は

北
信
濃
・
飯
山
の
﹁
笹
ず

し
﹂︒
飯
山
は
富
倉
峠
を
越

え
れ
ば
も
う
上
越
と
い
う
立

地
で
︑
千
曲
川
沿
い
に
町
が

連
な
る
︒
四
季
折
々
の
自
然

と
素
朴
な
人
情
が
魅
力
で
︑

こ
と
に
棚
田
の
美
し
さ
は
余

韻
が
深
い
︒

　

戦
国
時
代
︑
こ
の
飯
山
の

峠
道
を
上
杉
謙
信
は
戦
の
た

め
に
何
度
も
往
復
し
た
︒
そ

の
と
き
生
ま
れ
た
の
が
︑
笹

ず
し
︒
山
に
生
い
茂
る
ク
マ

ザ
サ
の
葉
に
貴
重
な
ご
飯
を

載
せ
︑
く
る
み
︑
椎
茸
や
ぜ

ん
華
や
い
で
い
っ
た
︒
ま
た
︑

笹
の
葉
に
載
せ
た
す
し
を
重

ね
て
木
箱
に
詰
め
︑
軽
く
重

石
を
か
け
る
と
い
っ
た
工
夫

も
生
ま
れ
た
︒

　

そ
れ
に
な
に
よ
り
︑
飯
山

は
﹁
み
ゆ
き
米
﹂
と
呼
ば
れ

る
ブ
ラ
ン
ド
米
の
産
地
な
の

だ
︒
冬
期
の
豪
雪
の
雪
解
け

水
が
山
の
田
を
潤
し
︑
朝
晩

の
く
っ
き
り
し
た
温
度
差
が

荘
﹂
の
笹
ず
し
は
︑
も
ち
米

を
混
ぜ
て
も
っ
ち
り
感
を
高

め
た
す
し
飯
が
秀
逸
︒
く
る

み
の
し
ゃ
き
っ
︑
ぜ
ん
ま
い
の

し
ん
な
り
感
︑
自
家
製
の
味

噌
漬
け
大
根
の
歯
応
え
︑
甘

酢
生
姜
の
清
涼
感
が
と
り
わ

け
味
わ
い
深
く
︑
も
う
一
つ

も
う
一
つ
と
手
を
伸
ば
す
う

ち
に
︑
秋
の
夜
が
更
け
る
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

ん
ま
い
の
煮
付
け
な
ど
の
山

幸
を
添
え
て
︑
領
民
が
謙
信

の
軍
勢
に
差
し
入
れ
し
た
の

だ
︒
だ
か
ら
︑
異
名
を
﹁
謙

信
ず
し
﹂
と
い
う
︒

　

こ
れ
が
原
型
と
な
っ
て
︑

や
が
て
︑
ご
飯
は
す
し
飯
に

ア
レ
ン
ジ
さ
れ
︑
具
は
細
々

と
刻
ん
で
食
べ
や
す
く
な
り
︑

紅
生
姜
や
錦
糸
卵
な
ど
で
彩

ら
れ
と
︑
笹
ず
し
は
ど
ん
ど

う
ま
い
米
を
育
む
の
で
あ
る
︒

当
然
︑
飯
山
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

は
特
Ａ
米
だ
︒

　

そ
れ
だ
け
に
︑
地
元
で
は

地
産
地
消
の
ご
ち
そ
う
と
し

て
笹
ず
し
が
盛
ん
に
つ
く
ら

れ
て
い
る
︒
オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ

を
つ
な
ぎ
に
し
た
そ
ば
で
知

ら
れ
る
富
倉
峠
の
そ
ば
屋
で

も
笹
ず
し
を
出
す
し
︑
自
家

米
が
自
慢
の
民
宿
﹁
た
ん
ぼ

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①合流地点に接近したら、早めに合流してくる車が
ないかどうかを確認する必要があります。合流車
両がある場合には、その動きに注意することはも
ちろんですが、自車の前を走行する車（この場面で
は、左前方を走行している二輪車）の動きにも注
意が必要です。合流車両の動きによって二輪車の
動きが変化する可能性があるからです。相手が二
輪車だと、合流車両が強引に進入してくることも
考えられますから、その点も頭に入れて、二輪車の
動きに十分注意しましょう。

②この場面の合流地点では、合流車両よりも自車の
ほうが優先ですが、強引に進入してくる合流車両
もいますから、「進入してくるはずはない」と思い
込むのは危険です。「進入してくるかもしれない」
と考えましょう。また、状況によっては、合流車両を
進入させてあげるのも、プロドライバーにふさわ
しい運転行動といえます。
③対向車が接近していますから、万一、二輪車が進
路変更してきた場合に、右にハンドルを切り対向
車線側に出て危険を避けるということはできませ

①左側を走行している二輪車が、合流しようとして
いる車を避けるために、道路の中央寄りに進路
を変えると衝突する危険があります（図１）。

②合流しようとしている車が、そのまま強引に進入
してくると衝突する危険があります（図２）。

③二輪車が道路中央に寄ってきたり、合流車両が
進入してきたために、それを避けようとしてセン
ターラインをはみ出すと、対向車と衝突する危
険があります（図３）。

　あなたは片側１車線の道路を走行し
ています。左前方には二輪車が走行して
おり、その先に合流地点があります。この
場面にはどのような危険がありますか。
また、危険を避けるためにはどのような
運転をすればよいでしょうか。考えてみま
しょう。

図１

図２

図３

ん。速度を落として二輪車との車間距離をと
り、急な進路変更や強引な進入に対応でき
るようにしておきましょう。

︿
最
重
点
推
進
項
目
﹀

⑴
追
突
事
故
の
防
止

　

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け

る
事
故
の
半
数
を
占
め
る
追

突
事
故
を
防
止
す
る
た
め
︑

国
土
交
通
省
制
作
の
﹁
ト
ラ

ッ
ク
追
突
事
故
防
止
マ
ニ
ュ

ア
ル
﹂
及
び
全
ト
協
で
制
作

し
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
追
突
事
故

防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
～
追
突
事

故
撲
滅
キ
ッ
ト
～
﹂
等
を
活

用
し
︑
追
突
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
︒
ま
た
︑
追
突
事

故
発
生
時
に
お
け
る
被
害
の

軽
減
に
有
効
な
﹁
衝
突
被
害

軽
減
ブ
レ
ー
キ
装
置
﹂
搭
載

車
の
普
及
を
促
進
す
る
︒

⑵
交
差
点
事
故
の
防
止

　

全
ト
協
制
作
の
﹁
ト
ラ
ッ

ク
交
差
点
事
故
防
止
マ
ニ
ュ

ア
ル
～
交
差
点
事
故
撲
滅
キ

ッ
ト
～
﹂
を
活
用
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
全
国
展
開
す
る
と
と

も
に
︑
横
断
歩
道
手
前
で
の

最
徐
行
又
は
一
時
停
止
の
励

行
と
︑
左
右
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
安
全
確
認
す
る
こ
と
を
徹

底
さ
せ
︑
交
差
点
左
折
時
の

自
転
車
巻
き
込
み
事
故
及
び

右
折
時
の
横
断
歩
行
者
と
の

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
︒

　

ま
た
︑
交
差
点
等
に
お
け

る
左
折
事
故
防
止
対
策
の
取

り
組
み
と
し
て
︑
車
載
カ
メ

ラ
装
着
車
両
の
普
及
促
進
を

図
る
︒

⑶
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

酒
気
帯
び
運
転
︑
飲
酒
運

転
の
根
絶
を
徹
底
す
る
た

め
︑
全
ト
協
制
作
の
﹁
飲
酒

運
転
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂

等
を
活
用
し
︑
運
転
者
に
対

す
る
適
切
な
指
導
監
督
を
実

施
す
る
と
と
も
に
︑
ア
ル
コ

ー
ル
検
知
器
を
使
用
し
た
厳

正
な
点
呼
を
実
施
す
る
︒

︿
重
点
推
進
項
目
﹀

⑷ 

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

　

子
供
と
高
齢
者
の
傍
を
通

過
す
る
際
は
︑
十
分
に
速
度

を
落
と
す
な
ど
︑
思
い
や
り

の
あ
る
運
転
の
励
行
︒

⑸ 

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
防
止

　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
に
お
け

る
歩
行
中
及
び
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
︑
前
照
灯
の
早
め
の
点

灯
と
︑
昼
間
よ
り
も
控
え
め

の
速
度
で
の
走
行
の
励
行
︑

交
差
点
通
過
時
に
お
け
る
車

両
周
辺
の
歩
行
者
等
の
安
全

確
認
の
励
行
を
徹
底
す
る
︒

⑹ 

携
帯
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

使
用
禁
止
の
徹
底

　

乗
務
中
の
携
帯
電
話
に
よ

る
通
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
操
作
の
禁
止
に
つ
い
て
徹

底
を
図
る
︒
ま
た
︑
横
断
歩

道
に
お
い
て
歩
行
者
を
優
先

す
る
よ
う
徹
底
す
る
︒

⑺ 

高
速
道
路
に
お
け
る
事
故

の
防
止

　

高
速
道
路
に
お
け
る
事
故

は
︑
高
速
道
路
に
入
り
１
時

間
以
内
に
多
く
発
生
し
て
い

る
た
め
︑
高
速
道
路
に
入
っ

た
後
は
可
能
な
限
り
早
い
段

階
で
休
憩
を
と
ら
せ
る
な

ど
︑
高
速
道
路
に
お
け
る
事

故
防
止
を
徹
底
す
る
︒

⑻
ト
レ
ー
ラ
事
故
の
防
止

　

全
ト
協
制
作
の
﹁
ト
レ
ー

ラ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂
や
﹁
鉄

鋼
輸
送
に
携
わ
る
プ
ロ
運
転

者
・
管
理
者
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
﹂
等
を
活
用
し
︑
海
上
コ

ン
テ
ナ
の
固
定
方
法
や
鋼
材

の
固
縛
方
法
を
再
確
認
し
︑

横
転
や
荷
崩
れ
等
の
ト
レ
ー

ラ
事
故
の
防
止
を
図
る
︒

⑼
健
康
起
因
事
故
の
防
止

　

国
土
交
通
省
制
作
の
﹁
事

業
用
自
動
車
の
運
転
者
の
健

康
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
及
び

全
ト
協
が
制
作
し
た
﹁
ト
ラ

ッ
ク
事
業
者
の
た
め
の
健
康

起
因
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
改
訂
版
）﹂
等
に
基
づ
き
︑

点
呼
時
等
に
お
い
て
運
転
者

の
疲
労
︑
睡
眠
不
足
の
状
況

等
︑
健
康
状
態
の
確
認
を
徹

底
し
︑
体
調
急
変
に
伴
う
事

故
の
防
止
を
図
る
︒

⑽
過
労
運
転
等
の
防
止

　

事
業
者
は
︑
運
転
者
に
︑

過
労
運
転
や
睡
眠
不
足
が
交

通
事
故
を
引
き
起
こ
す
恐
れ

が
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
︑

休
憩
又
は
睡
眠
の
た
め
の
時

間
及
び
休
息
の
た
め
の
時
間

が
十
分
確
保
さ
れ
る
よ
う
勤

務
時
間
及
び
乗
務
時
間
を
定

め
る
と
と
も
に
︑
運
行
管
理

者
に
対
し
て
は
運
行
経
路
︑

運
行
時
間
︑
休
憩
地
点
等
を

含
む
適
切
な
運
行
指
示
書
の

作
成
や
運
行
計
画
︑
並
び
に

乗
務
割
の
作
成
を
行
い
︑
点

呼
時
等
に
お
い
て
運
転
者
の

疲
労
︑睡
眠
不
足
の
状
況
等
︑

健
康
状
態
の
確
認
を
徹
底
す

る
よ
う
指
示
し
︑
過
労
運
転

や
睡
眠
不
足
に
よ
る
運
転
の

防
止
に
努
め
る
︒

⑾ 

﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

集
﹂
を
活
用
し
た
安
全
意

識
の
高
揚

　

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
掲
載
中
の
﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
集
﹂
等
を
活
用

し
た
Ｋ
Ｙ
Ｔ
を
実
施
し
︑﹁
だ

ろ
う
運
転
﹂
か
ら
﹁
か
も
し

れ
な
い
運
転
﹂
を
心
掛
け
る

よ
う
徹
底
を
図
る
︒

令
和
元
年
・
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
実
施
計
画

　
﹁
令
和
元
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
﹂
が
︑
９
月
21
日
㈯

か
ら
30
日
㈪
に
か
け
て
実
施
さ
れ
る
︒全
国
運
動
重
点
は
︑﹁
子

供
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保
﹂︑﹁
高
齢
運
転
者
の
交

通
事
故
防
止
﹂︑﹁
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗

用
中
の
交
通
事
故
防
止
﹂︑﹁
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
﹂
お
よ
び
﹁
飲

酒
運
転
の
根
絶
﹂︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
事

故
の
過
半
数
を
追
突
事
故
が
占
め
︑
か
つ
死
亡
事
故
の
４
分

の
１
が
交
差
点
で
発
生
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
︑﹁
追
突
事

故
の
防
止
﹂︑﹁
交
差
点
事
故
の
防
止
﹂
お
よ
び
﹁
飲
酒
運
転

の
根
絶
﹂
を
最
重
点
推
進
項
目
と
し
て
徹
底
す
る
︒

　

な
お
︑
同
運
動
で
は
︑
９
月
30
日
㈪
を
︑
国
民
一
人
ひ
と
り

の
交
通
安
全
意
識
向
上
に
よ
っ
て
交
通
事
故
の
発
生
を
抑
止

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
︑﹁
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
﹂

と
定
め
て
い
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑﹃
ト
レ
ー
ラ
の
大

型
化
に
よ
る
輸
送
効
率
化
促

進
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹄
の
改
訂

版
を
作
成
し
た
︒

　

平
成
28
年
１
月
に
発
行
さ

れ
た
同
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
︑

ト
レ
ー
ラ
利
用
の
促
進
や
運

行
に
際
し
て
守
る
べ
き
法
令

や
制
度
な
ど
を
取
り
ま
と
め

た
も
の
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
が
ト
レ
ー
ラ
を
利
用

す
る
場
合
の
手
引
書
と
し
て

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
︒

　

今
回
の
改
訂
で
は
︑
車
両

制
限
令
な
ど
に
関
す
る
改
正

や
︑
令
和
元
年
７
月
31
日
よ

り
運
用
が
開
始
さ
れ
た
︑
重

要
物
流
道
路
に
お
け
る
国
際

海
上
コ
ン
テ
ナ
車
（
40
㌳
背

高
）
特
殊
車
両
通
行
許
可
不

要
区
間
な
ど
に
つ
い
て
も
内

容
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い

る
︒
な
お
︑
同
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
は
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
る
︒

﹃
ト
レ
ー
ラ
の
大
型
化
に
よ
る

輸
送
効
率
化
促
進
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

改
訂
版
を
作
成

令
和
元
年
・
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月
21
日
㈯
～
30
日
㈪　

９
月
30
日
㈪
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

『広報とらっく』からのお願い
交通・運転マナーを守って！
プロトラックドライバーは
一般ドライバーの見本に

事業用トラックは車体が大きいことから、
・急な車線変更
・不用意なクラクション
・公共施設の駐車場等での長時間駐車
・大型車進入禁止箇所等でのＵターン
・駐車場や道路へのゴミのポイ捨て
などは、一般乗用車より目立ち、交通弱者や沿
道の住民の方にとって、より迷惑に感じられま
す。プロトラックドライバーは、交通法規を守
るだけでなく、マナーを守り、一般ドライバー
の見本となりましょう。
　また、最近、交通トラブルによる事故等が社
会問題化しています。あおり運転や無理な割り
込みなど、他車から迷惑行為を受けても冷静に
対応しましょう。

全ト協
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▼
お
盆
の
さ
な

か
︑
駅
ビ
ル
の

書
店
に
行
っ
た

帰
り
の
道
す
が

ら
︑
久
し
ぶ
り

に
銭
湯
に
足
を
運
び
ま
し
た
︒
番
台
で
４
６
０

円
を
払
い
︑
ロ
ッ
カ
ー
に
衣
服
を
入
れ
浴
室

へ
︒
ガ
ラ
ス
扉
を
開
け
る
と
真
っ
先
に
目
に
飛

び
込
ん
で
き
た
の
は
︑
お
馴
染
み
の
壁
一
面
に

描
か
れ
た
富
士
山
︒
日
本
人
が
愛
し
て
や
ま
な

い
富
士
山
の
懐
に
包
ま
れ
る
か
の
よ
う
に
︑
タ

イ
ル
張
り
の
浴
室
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
︒

▼
夕
方
に
は
ま
だ
早
い
時
間
帯
で
も
あ
り
︑
浴

室
に
人
影
は
ま
ば
ら
で
し
た
︒
早
速
身
体
を
洗

い
︑
湯
船
に
浸
か
り
ほ
っ
と
一
息
︒
す
る
と
︑

年
配
の
方
と
外
国
の
方
の
２
人
と
目
が
合
い
︑

双
方
に
軽
く
会
釈
し
て
二
言
三
言
会
話
（
外
国

の
方
の
流
暢
な
日
本
語
に
び
っ
く
り
）
を
し

て
︑
後
は
目
を
閉
じ
お
湯
の
心
地
よ
さ
に
吸
い

込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
︒
▼
銭
湯
の
管
轄
は
︑

１
９
４
８（
昭
和
23
）年
ま
で
︑﹁
防
火
と
風
紀
﹂

の
取
り
締
ま
り
の
目
的
で
警
察
庁
が
︑
公
衆
浴

場
法
の
制
定
以
後
は
厚
生
省
（
当
時
）
と
な
り

ま
す
︒
最
盛
期
の
昭
和
40
年
代
に
は
全
国
に
約

２
万
軒
の
銭
湯
が
あ
り
ま
し
た
が
︑
現
在
は
そ

の
５
分
の
１
の
約
４
千
軒
に
ま
で
減
少
し
ま
し

た
︒
日
本
経
済
が
発
展
を
続
け
る
中
で
︑﹁
肌

と
肌
の
触
れ
合
い
﹂
に
代
表
さ
れ
る
銭
湯
の
存

在
が
︑
段
々
と
希
薄
に
な
っ
て
い
っ
た
の
は
否

定
で
き
ま
せ
ん
︒
▼
昨
今
で
は
︑
ス
ー
パ
ー
銭

湯
や
大
型
温
浴
施
設
が
増
加
し
︑
全
国
で
約
２

万
軒
と
銭
湯
に
取
っ
て
代
わ
る
勢
い
で
す
︒
時

代
が
変
わ
れ
ど
︑
大
き
な
お
風
呂
に
入
る
文
化

は
未
だ
健
在
と
言
え
る
で
し
ょ
う
︒
そ
う
言
え

ば
私
自
身
︑
銭
湯
の
湯
に
癒
さ
れ
︑
い
つ
の
間

に
か
ス
ト
レ
ス
が
ス
ー
ッ
と
消
え
て
い
く
の
が

わ
か
り
ま
し
た
︒
た
ま
の
息
抜
き
に
ぴ
っ
た
り

の
銭
湯
通
い
を
お
薦
め
し
ま
す
︒
▼
あ
る
朝
︑

玄
関
を
開
け
︑
朝
刊
を
取
ろ
う
と
し
た
ら
︑
階

段
に
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
が
羽
根
を
下
に
し
て
ひ
っ
く

り
返
っ
て
い
ま
し
た
︒
お
も
む
ろ
に
羽
根
に
触

る
と
︑
セ
ミ
は
さ
っ
と
飛
び
立
ち
近
く
の
電
柱

に
と
ま
り
ま
し
た
︒
呆
気
に
と
ら
れ
な
が
ら
も

短
い
セ
ミ
の
一
生
が
繋
が
れ
た
こ
と
に
安
堵
し

ま
し
た
︒
セ
ミ
は
重
心
が
高
い
た
め
︑
６
本
の

細
い
足
で
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
体
を
支
え
る
の
も

一
苦
労
で
す
︒
セ
ミ
が
ひ
っ
く
り
返
っ
た
状
態

で
起
き
あ
が
れ
な
い
の
は
﹁
寿
命
が
近
い
﹂
か

﹁
着
地
面
が
平
ら
﹂
が
要
因
か
も
知
れ
ま
せ

ん
︒
も
し
か
し
た
ら
︑
あ
の
セ
ミ
は
人
間
の
世

界
で
言
う
﹁
熱
中
症
﹂
で
ダ
ウ
ン
し
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
︒
▼
盛
夏
に
思
い
出
す
の
は
︑
亡

父
が
﹁
甘
酒
﹂
を
好
ん
で
飲
ん
で
い
た
こ
と
で

す
︒
季
節
を
問
わ
ず
︑
夏
は
冷
や
し
て
︑
冬
は

温
め
て
︑
傍
ら
で
見
て
い
て
︑
そ
れ
は
美
味
し

そ
う
に
飲
ん
で
い
ま
し
た
︒
私
は
︑
子
供
心
に

甘
酒
が
そ
ん
な
に
美
味
し
い
の
か
と
疑
問
に
思

い
︑
意
を
決
し
て
父
に
ね
だ
り
一
口
飲
ん
で
み

ま
し
た
が
︑
当
時
は
微
妙
な
味
わ
い
で
し
た
︒

▼
も
と
も
と
お
酒
に
関
し
て
下
戸
な
父
が
︑
唯

一
﹁
酒
﹂
と
名
の
付
く
嗜
好
品
と
し
て
好
ん
だ

甘
酒
の
効
能
は
素
晴
ら
し
い
の
一
言
で
す
︒
夏

の
季
語
に
も
用
い
ら
れ
︑﹁
飲
む
点
滴
﹂
と
称

さ
れ
て
い
る
甘
酒
に
含
ま
れ
る
ブ
ド
ウ
糖
︑
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
群
︑
食
物
繊
維
な
ど
の
成
分
が
消
化

機
能
を
助
け
︑
胃
や
腸
に
優
し
い
飲
み
物
で

す
︒
▼
現
在
で
は
様
々
な
甘
酒
が
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
が
︑
私
的
に
は
京
都
の
東
寺
境
内
で
味

見
を
し
て
購
入
し
た
甘
酒
が
絶
品
で
し
た
︒
丁

度
︑
国
宝
・
五
重
塔
の
ご
開
帳
が
あ
り
︑
心
柱

を
大
日
如
来
と
し
て
︑
そ
の
周
り
を
四
尊
の
如

来
︑
八
尊
の
菩
薩
が
囲
ん
で
い
る
初
層
内
部
の

密
教
空
間
を
拝
観
し
た
後
で
も
あ
り
︑
非
常
に

美
味
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
︒
▼
今
年
公

開
の
米
国
映
画
・
超
実
写
版
﹃
ラ
イ
オ
ン
・
キ

ン
グ
﹄
の
挿
入
歌
と
し
て
︑
そ
し
て
心
を
鼓
舞

す
る
言
葉
と
し
て
劇
中
に
度
々
登
場
す
る
﹁
ハ

ク
ナ
マ
タ
タ
﹂︒
そ
の
語
源
は
ア
フ
リ
カ
中
東

部
の
ス
ワ
ヒ
リ
語
で
︑﹁
大
丈
夫
︑
心
配
な
い
﹂

を
意
味
し
ま
す
︒
そ
し
て
も
う
１
つ
の
意
味

は
︑
ス
ペ
イ
ン
語
の
﹁
ケ
セ
ラ
セ
ラ
﹂
と
同
義

語
の
﹁
な
る
よ
う
に
な
る
﹂
で
す
︒
▼
叔
父
の

陰
謀
に
よ
り
︑
偉
大
な
父
を
失
い
国
を
追
わ
れ

た
王
の
子
シ
ン
バ
が
︑
逞
し
く
成
長
し
て
再
び

王
国
を
取
り
戻
す
ス
ト
ー
リ
ー
は
感
動
的
で

す
︒▼﹁
ハ
ク
ナ
マ
タ
タ
﹂︒そ
の
言
葉
の
如
く
︑

過
ぎ
去
っ
た
過
去
に
綿
々
と
固
執
せ
ず
︑
こ
れ

か
ら
始
ま
る
洋
々
た
る
未
来
へ
翼
を
広
げ
て
行

き
た
い
も
の
で
す
！ 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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　事業用自動車の運転者による飲酒運転は、トラック運送業界の社会的信頼性を著しく失
墜させるばかりでなく、これまで築き上げてきた荷主等との深い信頼関係をも根底から崩
壊させかねない悪質な行為です。しかしながら、平成 30 年度には事業用自動車による飲
酒運転事故件数が 20 件に上ったほか、今年に入っても多く発生しているのが現状です。
　全日本トラック協会では、飲酒運転撲滅ポスター（写真）を作成し、今号の『広報とら
っく』に折り込みました。同ポスターを活用し、ドライバーに対する指導・監督の徹底を
図るとともに、トラック運送業界における飲酒運転根絶に向けて積極的に取り組んでいき
ましょう。

『大型トラクタ・バンセミトレーラの衝突事故』
▪事故の概要
　平成 29 年 11 月 22 日 0
時 41 分頃、大阪市平野区の
阪神高速 14号松原線の下り
線において、大型トラクタ
・バンセミトレーラがアル
ミ鋼材約 16,000kg を積載し
て走行中、第１通行帯から第２通行帯へ車線変更した際、第２通行帯を走行していたタクシーに衝突し、
さらにタクシーを中央分離帯との間に挟みながら走行を続け、タクシーは中央分離帯の街灯に衝突して停
止した。
　この事故により、タクシーの乗客１人が死亡し、乗客１人と運転者が重傷を負った。
　なお、事故時、大型トラクタ・バンセミトレーラの運転者は、基準値を超えるアルコールを身体に保有
していた。

▪事故の原因
　事故は、大型トラクタ・バンセミトレーラの運転者が、片側２車線の
高速道路の第１通行帯を走行中、進路前方出口に設置されていた標識灯
の黄色の点滅灯火を工事規制の灯火であると誤認し、進路変更が必要で
あるとして、右後方の安全確認を行うことなく漫然と第２通行帯に進路
変更をしたため、折から第２通行帯で同車両を追い抜こうとしていたタ
クシーに気付かずに衝突したものと考えられる（図１）。
　事故に至る時間経過は図２の通りである。同運転者は、事故前に乗船
していたフェリー内で、事故の約８時間前から５時間前にかけて、持ち
込んだ焼酎900ml の半分程度を飲み、フェリーを下船する際には点呼を
受けることもアルコール検知器で検査をすることもせずに運転を開始し
た。このため、事故時においては、高濃度のアルコールを体内に保有し
た状態で運転したものと認められ、著しく注意力、判断力が低下してい
たため、右車線を走行する相手車両に気が付かずに車線変更をしたこと
が事故の原因であると考えられる。
　運行経路上にある約７時間半のフェリー乗船中に、同僚運転者につい
てもフェリー内での飲酒が確認されるなど、同運転者が勤務する事業者
の運転者の間では、フェリー乗船中の飲酒が常態化していた。この慣習
は長らく同事業者の運転者の中でまん延していたものであり、その廃止
を進言したり会社に報告したりする者がいないまま、継続されてきたも
のと考えられる。
　同事業者においては、社内規程において、飲酒運転惹起者または検挙
された者は懲戒解雇とする規定を設けていた。また、毎月実施している
職場内教育時に飲酒運転防止の指導を実施していた。その一方で、フェリー下船時の点呼が行われていなか
ったことや、アルコール検知が行われていなかったこと、フェリー内での飲酒の正確な情報を把握していな
かったことなど、飲酒運転の抑制
に関しての運行管理が形骸化して
いた。このようなことから、同事
業者内では長期間にわたり、遵法
精神を欠いた運転者間での行動
が放置されていたことが、このよ
うな飲酒運転による重大事故に繋
がったものと考えられる。

▪再発防止策
事業者は、飲酒運転を防止するため、次の取り組みをすることが重要である。

①事業者の運行管理に係る対策
・運転者に対し、点呼の実施時期を指示し、運行管理者が点呼を実施できる体制を確保した上で確実
に実施すること。また、泊まりの運行では、指示した点呼の実施時期を過ぎても電話がない場合は、
運行管理者等が電話することにより確実な点呼を実施すること。

・電話点呼時の酒気帯びの有無の確認は、運転者の話し声や応答内容で確認するほか、休息期間内で
の飲酒の有無を口頭で確認するとともに、アルコール検知器を用いて適切に実施すること。
・出先でのアルコール検知を確実に実施するため、通信機能を有し、または携帯電話等通信機器と接
続する等により、アルコール検知の実施状況や測定結果がリアルタイムで送信でき、運行管理者が
確認できること等を考慮したアルコール検知器の導入を進めること。

・アルコール検知器の日常点検を適切に実施するとともに、携帯用検知器は、予備電池を備える等に
より、運行途中での電池切れを防止すること。
・社内規程等に「泊まり運行時における、出先での運転再開前の点呼時に、アルコール検知を運転者
が確実に実施し、運行管理者が確認して乗務可否を適切に判断すること。万が一、運転再開前の点
呼時等に、運転者にアルコールが検知された場合は、運転ができないことから、会社の業務に著し
く支障を与えることにより、場合によっては、労働協約違反として解雇されることもあり得る」等
を規定し、運転者を指導すること。

・運行途中にフェリーを頻繁に利用する事業者は、運行管理者等が必要に応じ、抜き打ちでフェリー
に乗船し、運転者の休息期間の過ごし方を確認する必要がある。
・フェリー下船時の始業点呼で運転者からアルコールが検知された場合は、その運転者は運転せずに、
運行管理者に連絡して指示を受けることを徹底するとともに、フェリー事業者に依頼する等により、
車両をフェリーから駐車場等へ移動してもらうこと。また、運転者が運転を再開する場合は、運行
管理者は運転者のアルコール検知を再度実施し、アルコールが検知されなくなるまで、運転をさせ
ないこと。
・社内監査等で確認された法令違反等は、他の営業所で同様の違反がないか確認し、違反等が確認さ
れた場合は、早急に改善させること。また、社内監査等で確認された法令違反等は、運行管理者の
指導および監督の機会等で活用し、資質の向上を図ること。

・新たに運行管理者および補助者を選任する場合は、関係法令および社内規程ならびに飲酒運転防止
の実務の内容を必ず認識させること。
・運転者が飲酒等の状況について、運行管理者等に申告しやすい環境づくりに努めること。

②事業者が行う運転者に対する飲酒運転防止に関する教育事項
・運転者に対し、飲酒運転は悲惨な事故を引き起こすことを、飲酒運転による事故事例の映像等を用
いて周知するとともに、運転者各自が運転直前の飲酒をしないことはもちろん、飲酒したら絶対運
転しないことを徹底するとともに、運転が予定されている場合は、運転が開始されるまでの時間を
考慮して、運転者の間でも過度の飲酒に対して相手を制するなど、飲酒に寛容な文化を排斥し、安
全を優先する文化を醸成させること。

・運転者の飲酒の有無等嗜好品の状況を確認し、携帯用アルコール検知器で起床時等のアルコール量
を検知することで、出勤時の飲酒運転を防止すること。

・自分では「意識は正常だ」と思っても、飲酒によって確実に判断力と運動能力は低下していること
を周知すること。

・飲酒中は時間経過とともに酔いの自覚が薄れ、飲酒量も正確には分からなくなって飲み過ぎてしま
うことが多いことを指導すること。
・体重60kgの成人男性で１単位（ビール中びん１本、日本酒１合、焼酎0.6合）のアルコールでも、
体内から消えるまでには約３～４時間、２単位では約６～７時間かかることが平均的であり、体格
や体質で差があることを勘案しても多量飲酒では休息期間後も体内にアルコールが残る可能性が大
きいことを周知すること。
・飲酒は寝付きが良くなるものの眠りが浅くなり、睡眠途中にトイレに行くことも多くなり、睡眠の質
を確実に悪くすることを指導すること。

・運転者に対し、飲酒量とアルコールが体内に留まる時間の目安について周知し、運転開始時間まで
の時間を考慮し、十分に余裕がある飲酒量とすることを指導すること。
・運行途中にフェリーを利用する事業者は、時には運行管理者等が乗船し、運転者がフェリー内で適
切に過ごしているか確認し、運転者を指導すること。

発生日時：平成 29年 11月 22日　0時 41分頃
発生場所：大阪市平野区　阪神高速 14号松原線
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国交省「事業用自動車事故調査報告書」から
事業用トラックの交通事故要因分析と再発防止策

　国土交通省は、平成 26年に各分野の専門家から構成される「事業用自動車事故調査
委員会」を設置。事業用自動車の交通事故のうち、社会的影響が大きく、事故原因が自
動車運送事業者の組織的・構造的問題に起因する可能性がある、有効な再発防止策を必
要とする等の重大な事案について、事故要因の調査分析と再発防止策の提言を行っている。
　ここでは、８月２日に公表された事故調査報告書から、事業用トラックが絡んだ交通事故
について、その概要や原因分析結果などを紹介する。なお、同報告書の詳細は国交省の
ホームページに掲載されている。
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　事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け

る
飲
酒
運
転
事
故
件
数
（
図

１
・
２
）
は
、
平
成
24
年
ま

で
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
が
、
近
年
再
び
増
加
し
て

お
り
、
特
に
28
年
に
は
37
件

の
事
故
が
発
生
、
過
去
９
年

間
で
最
悪
の
結
果
で
し
た
。

30
年
は
、
各
種
交
通
事
故
防

　平
成
26
年
〜
30
年
に
発
生

し
た
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
第

１
当
事
者
と
な
る
飲
酒
運
転

止
対
策
な
ど
が
功
を
奏
し
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去
最
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と
な
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ま
し
た
。
し

か
し
、
飲
酒
運
転
（
酒
酔
い

運
転
お
よ
び
酒
気
帯
び
運

転
）
の
件
数
は
い
ま
だ
減
少

傾
向
に
な
く
、「
プ
ラ
ン
２
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２
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」
の
目
標
で
あ
る
「
飲

酒
運
転
ゼ
ロ
」
に
は
ほ
ど
遠

い
状
況
で
す
。

事
故
を
、都
道
府
県
ご
と（
車

籍
地
別
）
に
み
る
と
、
大
阪

府
が
12
件
と
最
も
多
く
、
次

い
で
福
岡
県
の
10
件
、
北
海

道
、
兵
庫
県
の
各
９
件
、
そ

し
て
東
京
都
の
８
件
と
な
っ

て
い
ま
す
（
図
１
）。

　一
方
、秋
田
県
、山
形
県
、

山
梨
県
、新
潟
県
、福
井
県
、

滋
賀
県
、佐
賀
県
、熊
本
県
、

沖
縄
県
の
９
県
で
は
ゼ
ロ
件

で
し
た
。

　な
お
、
平
成
30
年
中
に
発

　飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
が

発
生
す
る
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
は
懲
役
な
ど
の
厳
し
い
罰

則
（
図
４
）
が
科
せ
ら
れ
、

そ
の
結
果
、
解
雇
や
失
業
、

さ
ら
に
は
生
活
崩
壊
や
家
庭

崩
壊
を
招
く
ケ
ー
ス
も
決
し

生
し
た
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の

人
身
事
故
件
数
は
１
万
３
４

２
８
件
と
最
近
10
年
で
は
順

調
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　死
者
数
に
関
し
て
も
一
昨

年
よ
り
19
人
減
少
し
て
お
り

（
図
３
）、
い
っ
そ
う
交
通
事

故
防
止
対
策
を
推
進
し
、
ゼ

ロ
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で

す
。

て
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
運
送
事
業
者
に
与
え
る

影
響
も
非
常
に
大
き
く
（
図

５
）、
社
会
的
信
頼
性
失
墜

に
よ
っ
て
経
営
破
た
ん
に
繋

が
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
深
刻
な
事

態
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い

飲
酒
運
転
。「
飲
酒
運
転
根

絶
」
は
、
運
送
事
業
に
携
わ

る
者
全
て
の
責
務
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　運
送
事
業
者
は
、
乗
務
開

始
前
・
乗
務
終
了
後
の
点
呼

時
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器

を
使
用
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

酒
気
帯
び
の
有
無
の
確
認
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
（
図

６
）。　飲

酒
運
転
の
根
絶
の
た

め
、
全
ト
協
策
定
『
飲
酒
運

転
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
』

を
活
用
し
、
事
業
所
内
で
の

飲
酒
運
転
防
止
対
策
に
万
全

を
期
し
て
く
だ
さ
い
。
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▶
『
飲
酒
運
転
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
は
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

　死
亡
事
故
な
ど
の
重
大
事
故
に
直
結
す
る
「
飲
酒
運
転
」
が
、
い
ま
だ
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あ
と
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絶
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ま
せ
ん
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酒
酔
い
、
酒
気
帯
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ど
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飲
酒
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悪
質
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社
会
的
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用
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墜
し
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大
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す
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も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
事
業
者
と
し
て
点
呼
時
の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
徹
底
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
策
定
し
た
『
飲
酒
運
転
防

止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
点
呼
時
に
お
け
る
ア
ル
コ

ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
励
行
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
の
正
し
い
運
用
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　こ
こ
で
は
、
近
年
の
飲
酒
運
転
事
故
の
発
生
状
況
と
と
も
に
、
点
呼
の
実

施
と
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
の
使
用
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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図２ 事業用トラック飲酒運転及び事故件数の推移

図３ 事業用トラック人身事故及び死者数の推移
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図 1、2、3の出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」

図4 飲酒運転に対する罰則
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用

出典：全日本トラック協会『飲酒運転防止対策マニュアル』

図６ 点呼の実施とアルコール検知器の使用
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〔発生日時〕平成29年11月22日0時41分頃 〔道路形状〕直線、上り勾配（1.1％）
〔天候〕晴れ 〔路面状態〕乾燥
〔運転者の年齢・性別〕55歳（当時）・男性 〔規制最高速度〕50km/h
〔死傷者数〕死亡１人、重傷２人 〔危険認知速度〕50〜60km/h（衝突時）
〔当該業態車両の運転経験〕29年5か月 〔危険認知距離〕0m

図１ 衝突の状況の概略

フェリー乗船後、16時30分から19時
30分頃まで食事や飲酒をした

図２ 事故に至る時間経過

飲酒運転は絶対に「しない！」「させない！」
〜飲酒運転撲滅ポスターを今号に折り込み〜

全
ト
協
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会 長
　工藤　修二
　　㈱トッキュウ
　　　代表取締役会長

副会長
　松橋　謙一　山登運輸㈱　　　代表取締役社長
　藤山　幸伸　キョーツー㈱　　代表取締役社長
　三上　慈誉　岩倉海陸運輸㈱　代表取締役社長
　湯野　信一　旭川小型運輸㈱　代表取締役社長
　梶　　竹征　清水運送㈱　　　代表取締役
　藤村　次男　北海陸運㈱　　　代表取締役社長
　福原　裕二　湧別小型運送㈱　代表取締役社長
　髙橋　　浩　日本通運㈱札幌支店 執行役員北海道ブロック地域総括兼札幌支店長
専務理事　北村　　洋
常務理事　西原　英二　　木村　　一

会 長
　熊澤　貞二
　　ベア・ロジコ㈱
　　　代表取締役会長

副会長
　小松　洋一　㈱小松商事　　 代表取締役
　土屋　利昭　日本通運㈱　　 山形支店長
　武田　良宏　米沢合同運送㈱ 代表取締役社長
専務理事　石黒　光弘

会 長
　鳥居　伸雄
　　西武通運㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　桶本　　毅　 桶本興業㈱　　　代表取締役
　川島　　満　 ㈱啓和運輸　　　代表取締役
　瀬山　　豪　 ㈱瀬山通　　　　代表取締役
　遠藤　長俊　トーエイ物流㈱    代表取締役
専務理事　矢田　淑雄
常務理事　吉澤　一寿
　　　　　池田　　豊

会 長
　小林　和男
　　中越運送㈱
　　　代表取締役会長

副会長
　坂井　　操　新潟運輸㈱ 　　代表取締役社長
　髙橋　哲哉　日本通運㈱　　 新潟支店長
　市村　輝男　長岡トラック㈱ 代表取締役社長
専務理事　浅間　　博
常務理事　土田　泰之

会 長
　田口　義隆
　　西濃運輸㈱
　　　　　代表取締役

副会長
　田口　利壽　東海西濃運輸㈱　 代表取締役会長
　山口　嘉彦　㈱エスラインギフ 代表取締役社長
　清水豊太郎　清水産業㈲　　　 代表取締役社長
専務理事　臼井　靖彦

会 長
　赤上　信弥
　　㈱秋田市場運送
　　　　　代表取締役

副会長
　近藤　哲泰　六郷小型貨物自動車運送㈱
		  　　　　　　代表取締役
　佐藤　邦治　丸佐運送㈾　　 代表社員
　三浦　征善　秋印㈱　　　　 代表取締役
　畠山　　亨　㈱八森運輸　　 代表取締役
専務理事　三杉　孝昌

会 長
　武井　宏
　　㈱ボルテックス
　　　　　　セイグン
　　　代表取締役社長

副会長
　川島　満男　㈱三蔵　　　　　  代表取締役社長
　原　　邦昭　㈱グローバル　　  代表取締役社長
　佐藤今朝司　㈱群馬グリーン配送 代表取締役社長
　藤野　隆司　㈱太陽運輸　　　  代表取締役社長
　松原二三男　㈲美松運送　　　  代表取締役社長
専務理事　高橋　千明
常務理事　吉田　淳一

会 長
　坂本　政彦
　　㈱坂本建運
　　　代表取締役社長

副会長
　坂本　幸晴　㈱高根運送 代表取締役社長
　早川　孝雄　㈲早川運輸 代表取締役社長
　町田　昌義　㈲町田運輸 代表取締役社長
　宮川　　武　㈱甲斐延　 代表取締役社長
　佐野　良教　日本通運㈱ 山梨支店長
専務理事　中村　　勇
常務理事　佐藤　　真

会 長
　清水　則明
　　ラニイ福井貨物㈱
　　　代表取締役会長

副会長
　有馬　茂人　敦賀海陸運輸㈱ 代表取締役社長
　吉川　義則　㈱アイシー物流 代表取締役会長
　水島　正芳　北陸トラック運送㈱
　　　　　　　　　　　　　　 代表取締役社長
　後藤　隆一　春江貨物㈱　　 代表取締役社長
専務理事　北村　直洋

会 長
　木村　英敬
　　三協運輸㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　森山　慶一　㈱共同物流サービス

代表取締役社長
　佐藤　　豊　㈲弘前貨物　代表取締役社長
　岡田　寛紀　㈱みどり　　代表取締役社長
　坂田　　隆　㈱北栄運輸　代表取締役社長
　倉内　秀晴　日本通運㈱　青森支店長
専務理事　三浦　政光

会 長
　右近　八郎
　　マクサム通運㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　蓬田　隆信　福島倉庫㈱　　 代表取締役社長
　夏坂　佳伸　日本通運㈱　　 郡山支店長
　橋本　一美　㈲ハシコー梱包運輸
　　　　　　　　　　　　　　 代表取締役
　菅野　高志　㈲菅野運送店　 代表取締役
　佐藤　信成　丸ヵ運送㈱　　 代表取締役
　鈴木　健仁　鈴木運輸㈱　　 代表取締役
専務理事　荒川　孝一
常務理事　穂積　央男

会 長
　角田　正一
　　角田運送㈱
　　　　　代表取締役

副会長
　大里　忠弘　 銚子通運㈱　　　 代表取締役
　池田　和彦　 ㈱池田自動車運輸 代表取締役社長
　齋藤　政雄　 ㈱太平洋エクスプレス
　　　　　　　　　　　　　 　　 代表取締役
　根岸　俊夫　 根岸運輸㈱　　　 代表取締役
　岡野　哲也　 常南通運㈱　　　 代表取締役
　横田　　修　 日本通運㈱　　　 千葉支店長
専務理事　髙安　　茂
常務理事　池田　和弘

会 長
　小池　　長
　　上伊那貨物自動車㈱
　　　　代表取締役社長

副会長
　朝場　宏男　東信運送㈱　 代表取締役社長
　松本　久雄　日本通運㈱　 長野支店長
　上嶋　金司　アルプス運輸建設㈱
　　　　　　　　　　　　　 代表取締役社長
専務理事　髙橋　昭司
常務理事　篠田袈裟良

会 長
　佐野　　寛
　　㈱タカキュー
　　　代表取締役社長

副会長
　新間　克樹　鈴与自動車運送㈱ 代表取締役社長
　伊倉　昭次　㈱七栄　　　　　 代表取締役社長
　白鳥　正人　安倍運輸㈱　　　 代表取締役社長
　松浦　　明　三笠運輸㈱　　　 代表取締役社長
専務理事　窪田　智樹
常務理事　山下　裕義

会 長
　髙橋　嘉信
　　岩手雪運㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　藤村　秀一　北上運輸㈱　　　代表取締役社長
　中平　賢正　十久輸送㈲　　　代表取締役社長
　庄子　清信　岩手庄子運送㈱　代表取締役社長
　阿部　祐二　㈱共立貨物　　　代表取締役社長
専務理事　佐々木隆之

会 長
　小林　幹愛
　　五光物流㈱
　　　代表取締役会長

副会長
　安達　　實　関東総業㈱　　　 代表取締役会長
　熊谷　寛静　行方運送㈱　　　 取締役会長
　宮内　博夫　ミヤウチ物流システム㈱
　　　　　　　　　　　　　　　 代表取締役会長
　名和　　裕　㈱日立物流東日本 代表取締役
　小倉　邦義　茨城流通サービス㈱ 代表取締役
専務理事　大貫　　仁
常務理事　齋藤　　隆

会 長
　浅井　　隆
　　㈱浅井
　　　代表取締役社長

副会長
　水野　　功　千代田運輸㈱　 代表取締役社長
　原　　玲子　日本興運㈱　　 代表取締役社長
　佐藤　雄平　トーヨーエキスプレス㈱ 代表取締役
　岸澤　武春　岸澤運輸㈱　　 代表取締役
　青柳　保之　青柳運送㈲　　 代表取締役
　鎮目　隆雄　㈱フコックス　 代表取締役社長
　内宮　昌利　内宮運輸機工㈱ 代表取締役社長
　飯田　勇一　TAKAIDOクールフロー㈱ 代表取締役
　森本　勝也　東亜物流㈱　　 代表取締役
　原島　藤壽　カンダコーポレーション㈱ 代表取締役
専務理事　山﨑　　正
常務理事　遠藤　啓二　　西澤　康雄
　　　　　加藤　直樹　　並木　勝市

会 長
　綿貫　勝介
　　トナミ運輸㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　小杉　紘平　魚津運輸㈱　 取締役会長
　勝山　　功　三和運輸㈱　 取締役相談役
　伊藤　智之　日本通運㈱　 富山支店長
　古瀬喜八郎　㈱新陸運輸　 代表取締役社長
専務理事　稲土　英博

会 長
　寺岡　洋一
　　由良陸運㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　吉野　雅山　吉正運輸倉庫㈱  代表取締役会長
　若杉　福雄　丸五運送㈱　　  代表取締役会長
　青木　　均　東山物流㈱　　  取締役会長
　米花　立美　山三石油運輸㈱  代表取締役社長
　加藤　正人　㈱竹豊物流　　  代表取締役
　鷹見　正彦　中京陸運㈱　　  代表取締役社長
　内田　　亙　名鉄運輸㈱　　  代表取締役社長
専務理事　牟田　光良
常務理事　石田　裕則　　畔柳　之保
　　　　　河合　基晴

会 長
　須藤　弘三
　　カネフジ運輸㈱
　　　　　代表取締役

副会長
　庄子　清一　㈱庄子運送　　代表取締役
　千葉　孝男　古川貨物㈱　　代表取締役
　菊地　　徹　仙台運送㈱　　代表取締役
　平　　良夫　㈱平産業運輸　代表取締役
専務理事　吉田　雄三
常務理事　長南　　淳

会 長
　吉髙神　健司
　　㈲野中運送店
　　　　　代表取締役

副会長
　馬場登志夫　㈱折一　　　 取締役副社長
　増田　邦雄　増田運送㈱　 代表取締役
　石塚　安民　㈱北関東運輸 代表取締役
　平賀　勝利　幸洋運輸㈱　 代表取締役
専務理事　近藤　基了

会 長
　吉田　修一
　　㈱相模運輸
　　　代表取締役

副会長
　藤木　幸二　藤木陸運㈱　　 代表取締役
　髙橋　浩治　川崎運送㈱　　 取締役社長
　森川　清二　丸一輸送興業㈱ 代表取締役
　三原　輝美　㈲三原運輸商事 代表取締役
　大竹　　浩　丸進興業運輸㈱ 代表取締役
　金谷　智司　㈱金谷商運　　 代表取締役
専務理事　石橋　　廣
常務理事　寺崎　慎一
　　　　　会田　　修

会 長
　久安　常信
　　久安重機運輸㈱
　　　　　代表取締役

副会長
　山田　秀一　北陸貨物運輸㈱ 代表取締役
　山下　洋介　是則北陸運輸㈱ 取締役社長
　操川　一郎　城西運輸機工㈱ 代表取締役社長
　小前田　彰　小前田運輸㈱　 取締役会長
専務理事　北村　　誠

会 長
　小林　俊二
　　㈱小林運輸
　　　　　取締役会長

副会長
　中川　進治　北進運輸㈱　　 代表取締役社長
　葊野　　修　㈱三重物流　　 代表取締役社長
　山本　貞夫　三栄運輸㈱　　 代表取締役社長
専務理事　伊藤　信彦

（公社）北海道トラック協会
▽会員事業者数（2,857 社・3月31日現在）
〒 064-0809　札幌市中央区南 9 条西 1-1-10

011・531・2215　 011・521・5810

（公社）青森県トラック協会
▽会員事業者数（686 社・3月31日現在）

〒 030-0111　青森市大字荒川字品川 111-3
017・729・2000　 017・729・2266

（公社）岩手県トラック協会
▽会員事業者数（651 社・7月1日現在）

〒 020-0891　紫波郡矢巾町流通センター南 2-9-1
019・637・2171　 019・638・5010

（公社）福島県トラック協会
▽会員事業者数（952 社・3月31日現在）

〒 960-0231　福島市飯坂町平野字若狭小屋 32
024・558・7755　 024・558・7731

（一社）茨城県トラック協会
▽会員事業者数（1,569 社・6月11日現在）

〒 310-0913　水戸市見川町 2440-1
029・303・6363　 029・243・5936

（公社）宮城県トラック協会
▽会員事業者数（1,217 社・6月30日現在）

〒 984-0015　仙台市若林区卸町 5-8-3
022・238・2721　 022・238・4336

（一社）栃木県トラック協会
▽会員事業者数（841 社・6月20日現在）

〒 321-0169　宇都宮市八千代 1-5-12
028・658・2515　 028・658・6929

（一社）神奈川県トラック協会
▽会員事業者数（2,301 社・7 月 25日現在）
〒 222-8510　横浜市港北区新横浜 2-11-1

045・471・5511　 045・471・9055

（一社）石川県トラック協会
▽会員事業者数（629 社・7月1日現在）

〒 920-0226　金沢市粟崎町 4-84-10
076・239・2511　 076・239・2287

（公社）山形県トラック協会
▽会員事業者数（401 社・5月23日現在）

〒 994-0075　天童市蔵増 1465-16
023・616・6135　 023・616・6138

（公社）秋田県トラック協会
▽会員事業者数（405 社・4月1日現在）
〒 011-0904　秋田市寺内蛭根 1-15-20
018・863・5331　 018・863・7354

（一社）群馬県トラック協会
▽会員事業者数（968 社・6月20日現在）

〒 379-2194　前橋市野中町 595
027・261・0244　 027・261・7576

（一社）埼玉県トラック協会
▽会員事業者数（2,362 社・7月1日現在）

〒 330-8506　さいたま市大宮区北袋町 1-299-3
048・645・2771　 048・644・8080

（一社）千葉県トラック協会
▽会員事業者数（1,930 社・7月1日現在）
〒 261-0002　千葉市美浜区新港 212-10
043・247・1131　 043・246・7372

（一社）東京都トラック協会
▽会員事業者数（3,289 社、特別会員２団体・６月30日現在）

〒 160-0004　新宿区四谷 3-1-8
03・3359・6251　 03・3359・4695

（一社）富山県トラック協会
▽会員事業者数（586 社・3月31日現在）

〒 939-2708　富山市婦中町島本郷 1-5
076・495・8800　 076・495・1600

（公社）新潟県トラック協会
▽会員事業者数（825 社・7月1日現在）
〒 950-0965　新潟市中央区新光町 6-4
025・285・1717　 025・285・8455

（一社）山梨県トラック協会
▽会員事業者数（349 社・6月30日現在）
〒 406-0034　笛吹市石和町唐柏 1000-7
055・262・5561　 055・263・2036

（公社）長野県トラック協会
▽会員事業者数（578 社・7月1日現在）

〒 381-8556　長野市南長池 710-3
026・254・5151　 026・254・5155

（一社）福井県トラック協会
▽会員事業者数（487 社・6月24日現在）

〒 918-8115　福井市別所町 17-18-1
0776・34・1713　 0776・34・2136

（一社）岐阜県トラック協会
▽会員事業者数（875 社・7月1日現在）

〒 501-6133　岐阜市日置江 2648-2
058・279・3771　 058・279・3773

（一社）静岡県トラック協会
▽会員事業者数（1,367 社・7月25日現在）

〒 422-8510　静岡市駿河区池田 126-4
054・283・1910　 054・283・1917

（一社）愛知県トラック協会
▽会員事業者数（2,604 社・5月10日現在）
〒 467-8555　名古屋市瑞穂区新開町 12-6

052・871・1921　 052・882・1685

（一社）三重県トラック協会
▽会員事業者数（1,008 社・6月19日現在）

〒 514-8515　津市桜橋 3-53-11
059・227・6767　 059・225・2095

令和元年度

令和元年8月30日現在（敬称略）
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会 長
　田中　亨
　　㈱滋賀ユニック
　　　代表取締役社長

副会長
　外村　善一　㈱外村物流運輸 代表取締役社長
　甲斐切　稔　甲西陸運㈱　　 代表取締役社長
　中西　　栄　湖南運輸㈱　　 代表取締役社長
　松田　直樹　㈱松田商事　　 代表取締役社長
専務理事　種村　　馨

会 長
　阪本　享三
　　㈱酒本運送
　　　代表取締役社長

副会長
　小浦　正臣　酸和運送㈱　 代表取締役社長
　榎本　智信　㈱請川運送　 代表取締役社長
　上山　正倫　鴻池運輸㈱　 和歌山支店副支店長
　横山　郁芳　丸久運輸㈱　 代表取締役社長
専務理事　和佐　純宏

会 長
　河崎　靜生
　　河崎運輸機工㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　喜多村　誠　防府通運㈱   代表取締役社長
　藤谷　拾人　㈱フジタニ   代表取締役社長
　青山　澄男　㈱宇部貨物   代表取締役社長
　鷺川　陽一　日本通運㈱   下関支店長
専務理事　髙橋　則彦

会 長
　眞鍋　博俊
　　㈱博運社
　　　代表取締役会長

副会長
　三村　彰一　筑豊通運㈱　　 取締役会長
　中嶋　利文　㈱西物　　　　 代表取締役社長
　二又　茂明　久留米運送㈱ 　代表取締役CEO
　久富　啓充　久富産業㈱　 　代表取締役社長
専務理事　西　　正博
常務理事　北里　弘春

会 長
　牧田　信良
　　㈱マキタ運輸
　　　　　代表取締役

副会長
　増田　　哲　㈱高鍋運送 　代表取締役
　荒木　久次　㈲荒木運輸　 代表取締役
　和田　憲明　㈱トミシマ　 代表取締役
　元明　吉美　元明運送㈲　 代表取締役
専務理事　野中　秋芳
常務理事　牧　富士夫

会 長
　塚本　哲夫
　　塚本運送㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　清水　益成　㈱大紀　　　 代表取締役社長
　中　　秀夫　郡山運送㈱　 代表取締役社長
　森本　禎男　森本運輸㈱　 代表取締役社長
　萩原　良介　㈱西和物流　 代表取締役社長
専務理事　中林　利光
常務理事　松村久美子

会 長
　小丸　成洋
　　福山通運㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　大上　正治　㈱ロジコム・アイ 取締役会長
　脇地　生忠　㈱脇地運送　　　 取締役会長
　喜多村久至　丸加海陸運輸㈱　 代表取締役会長
　有馬　重樹　日本通運㈱　　　 執行役員広島支店長
　竹本　昭法　芸北急送㈱　　　 代表取締役社長
専務理事　岩本　和則
常務理事　迫田　礼三

会 長
　森本　敬一
　　丸榮運輸㈱
　　　　代表取締役社長

副会長
　田中　　等　㈲田中運送　　 代表取締役社長
　田中　克也　秦泉寺運送㈱　 代表取締役社長
　山本　道明　かしま工業㈱　 代表取締役社長
　桑名　周一　芸陽運送㈱　　 代表取締役社長
専務理事　西村　伸矢

会 長
　仲　　浩
　　㈱中津急行
　　　代表取締役社長

副会長
　山下　柾規　安心院運輸㈱　 代表取締役社長
　仲摩　一夫　㈱別府急配　　 代表取締役社長
　村本　　茂　村本重機興㈲　 代表取締役社長
専務理事　広沢　　稔
常務理事　益永　　浩

会 長
　荒木　律也
　　荒木運送㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　平島　竜二　㈱岸貝物流　　 代表取締役社長
　宇野　賢志　㈲宇野エキスプレス

代表取締役社長
　蒔田　良夫　㈱京三運輸　　 代表取締役社長
専務理事　井尻　憲司
常務理事　山田　博之
　　　　　竹谷　喜彦

会 長
　川上　和人
　　㈲川上運輸
　　　代表取締役社長

副会長
　菅埜　元晴　㈱小鴨　　　 代表取締役社長
　属　　敏宏　日本通運㈱　 山陰支店長
　涌本　知彦　因伯通運㈱　 代表取締役社長
専務理事　前田　裕明

会 長
　粟飯原　一平
　　東海運㈱
　　　代表取締役会長

副会長
　門田　征士　徳島通運㈱　　 取締役相談役
　酒井　一誠　誠徳運輸㈱　　 代表取締役社長
　湯浅　恭介　志満や運送㈱　 代表取締役社長
専務理事　郡　　信彦

会 長
　馬渡　雅敏
　　松浦通運㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　原田　一洋　㈱ハラダ物流　 代表取締役社長
　武富　浩二　協業組合九州ロジテックカーゴ

                                              代表理事
専務理事　前田　勝久

会 長
　中村　利秋
　　中村運送㈲
　　　　　代表取締役

副会長
　鳥部　敏雄　セイコー運輸㈱　 代表取締役
　中島　純和　屋久島海陸運輸㈱ 代表取締役
　加納　潤一　㈱昭和貨物　　　 代表取締役
専務理事　白坂　　功
常務理事　宇都　昌平

会 長
　辻　　卓史
　　鴻池運輸㈱
　　　　　取締役会長

副会長
　中川　才助　中川運送㈱　　　 代表取締役会長
　重　　博文　富士通運輸興業㈱ 代表取締役社長
　中原　　毅　㈱中原運輸　　　 代表取締役社長
　新田　朝世　新田運送㈱　　　 代表取締役会長
　松井　剛士　センコー㈱　　　 大阪主管支店支店長
　小田原　武　東和運送㈱　　　 代表取締役社長
　井上　泰旭　梅田運輸倉庫㈱　 代表取締役会長
　池辺　祐一　池辺運送㈱　　　 代表取締役社長
専務理事　滝口　敬介
常務理事　齋藤　一之
　　　　　植芝　俊明

会 長
　三島　進
　　三島運輸㈲
　　　代表取締役

副会長
　永井　好輔　㈱永井運送  代表取締役
　岸　　清逸　出雲運送㈱  代表取締役
　沖原　信治　日本通運㈱  松江支店長
専務理事　本藤　英満

会 長
　楠木　寿嗣
　　瀬戸内陸運㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　田中　正治　三豊運送㈱　　代表取締役社長
　尾崎　康宏　尾崎運送㈱　　代表取締役社長
　塩田　　学　林田物流㈱　　代表取締役会長
　松本　英高　㈱大運組　　　代表取締役社長
　森本　昭博　光穂建設㈱　　代表取締役社長
顧問
　鷺川　章二　日本通運㈱  　 四国支店部長
専務理事　齋藤　文克
常務理事　岡本　圭一

会 長
　馬場　邦彦
　　幸運トラック㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　井石八千代　㈱井石　　　　 代表取締役社長
　筒井　琢磨　㈱光葉産業運輸 代表取締役社長
　永野　貞光　㈲有馬運送　　 取締役会長
専務理事　鶴田　孝廣

会 長
　佐次田　朗
　　 丸石運送㈱
　　　　 代表取締役社長

副会長
　伊是名昇英　琉球倉庫運輸㈱   代表取締役社長
　新垣　正仙　㈱小禄運輸 　　  代表取締役社長
専務理事　宮平　仁勝

会 長
　福永　征秀
　　信栄運輸㈱
　　　　　取締役会長

副会長
　原岡　謙一　㈱原岡運送店　　 代表取締役
　櫻井　光男　加西合同貨物自動車㈱
　　　　　　　　　　　　　　　 取締役会長
　堀　　秀夫　和歌山運送㈱　　 代表取締役
　藤原　康雄　明石運輸㈱　　　 代表取締役
　尾上　昌史　淡路共正陸運㈱　 代表取締役
　木南　一志　㈱新宮運送　　　 代表取締役
専務理事　西川　孝秀

会 長
　遠藤　俊夫
　　岡山県貨物運送㈱
　　　　代表取締役社長

副会長
　藤森　元則　藤森運輸㈱　　 代表取締役
　横山　忠彦　横山商事㈱　　 代表取締役
　西本　和由　岸陸送㈲　　　 代表取締役
　川口　祐一　㈲川口運送　　 代表取締役
　赤田　博文　㈱赤田運輸産業 代表取締役
専務理事　西田　末廣
常務理事　山本　哲也

会 長
　御手洗　安
　　㈱大西運送
　　　　代表取締役社長

副会長
　和田　祥孝　宇和島自動車運送㈱

代表取締役社長
　西蔭　　洋　四国名鉄運輸㈱ 取締役相談役
　清水　俊和　日本通運㈱� 松山支店長
　明星　　元　明星運輸㈱　　 代表取締役社長
　西岡　　斉　トーヨー・ロジテック㈱
　　　　　　　　　　　　　　 代表取締役社長
専務理事　板倉　友弘

会 長
　住永　豊武
　　熊本旭運輸㈱
　　　　　　取締役

副会長
　下川公一郎　城東運輸倉庫㈱ 代表取締役社長
　江富　　聡　江富運輸㈱ 　　代表取締役社長
　上田　裕子　㈱AZUMA 　　代表取締役社長
　富田　康方　㈱亀万運送 　　代表取締役社長
　福田　　洋　岱明運輸㈱　　 代表取締役社長
専務理事　吉住　　潔
常務理事　髙木　良一

会 長
　坂本　克己
　　大阪運輸倉庫㈱
　　　　代表取締役会長

副会長
　工藤　修二　　須藤　弘三　　小林　幹愛
　浅井　　隆　　小林　和男　　田口　義隆
　寺岡　洋一　　田中　　亨　　辻　　卓史
　小丸　成洋　　粟飯原一平　　眞鍋　博俊
　馬渡　雅敏　　竹津　久雄

理事長　　桝野　龍二
常務理事　山崎　　薫　　松崎　宏則
　　　　　藤原　利雄

（一社）兵庫県トラック協会
▽会員事業者数（2,068 社・7月1日現在）
〒 657-0043　神戸市灘区大石東町 2-4-27

078・882・5556　 078・882・5565

（一社）岡山県トラック協会
▽会員事業者数（1,275社・6月30日現在）

〒 700-8567　岡山市北区青江 1-22-33
086・234・8211　 086・234・5600

（一社）愛媛県トラック協会
▽会員事業者数（752 社・4月1日現在）

〒 791-1114　松山市井門町 1081-1
089・957・1069　 089・993・5501

（公社）熊本県トラック協会
▽会員事業者数（771 社・7月1日現在）

〒 862-0901　熊本市東区東町 4-6-2
096・369・3968　 096・369・1194

（公社）長崎県トラック協会
▽会員事業者数（528 社・7月1日現在）

〒 851-0131　長崎市松原町 2651-3
095・838・2281　 095・839・8508

（公社）佐賀県トラック協会
▽会員事業者数（514 社・4月1日現在）
〒 849-0921　佐賀市高木瀬西 3-1-20
0952・30・3456　 0952・31・6441

（公社）福岡県トラック協会
▽会員事業者数（2,266 社・5月31日現在）
〒 812-0013　福岡市博多区博多駅東 1-18-8

092・451・7878　 092・472・6439

（一社）高知県トラック協会
▽会員事業者数（420 社、賛助会員３社・4 月１日現在）

〒 781-8016　高知市南の丸町 5-17
088・832・3499　 088・831・0630

（公社）大分県トラック協会
▽会員事業者数（524 社・5月31日現在）

〒 870-0905　大分市向原西 1-1-27
097・558・6311　 097・552・1591

（一社）宮崎県トラック協会
▽会員事業者数（442 社・4月1日現在）

〒 880-8519　宮崎市恒久 1-7-21
0985・53・6767　 0985・53・2285

（公社）鹿児島県トラック協会
▽会員事業者数（816 社・7月1日現在）

〒 891-0131　鹿児島市谷山港 2-4-15
099・261・1167　 099・261・1169

（公社）全日本トラック協会
〒 160-0004　新宿区四谷 3-2-5

　　　　　　　　全日本トラック総合会館
03・3354・1009　 03・3354・1019

（公社）沖縄県トラック協会
▽会員事業者数（679 社・6月28日現在）

〒 900-0001　那覇市港町 2-5-23
098・863・0280　 098・863・3591

（一社）香川県トラック協会
▽会員事業者数（579 社・4月1日現在）

〒 760-0066　高松市福岡町 3-2-3
087・851・6381　 087・821・4974

（一社）徳島県トラック協会
▽会員事業者数（327 社・7月1日現在）

〒 770-0003　徳島市北田宮 2-14-50
088・632・8810　 088・632・4701

（一社）山口県トラック協会
▽会員事業者数（ 767 社・7月1日現在）

〒 753-0812　山口市宝町 2- 84
083・922・0978　 083・925・8070

（公社）広島県トラック協会
▽会員事業者数（1,717社・3月31日現在）

〒 732-0052　広島市東区光町 2-1-18
082・264・1501　 082・261・2496

（公社）島根県トラック協会
▽会員事業者数（413 社・7月1 日現在）

〒 690-0001　松江市東朝日町 194-1
0852・21・4272　 0852・22・4408

（公社）和歌山県トラック協会
▽会員事業者数（495 社・3月31日現在）

〒 640-8404　和歌山市湊 1414
073・422・6771　 073・422・6121

（一社）鳥取県トラック協会
▽会員事業者数（304 社・7月1 日現在）

〒 680-0006　鳥取市丸山町 219-1
0857・22・2694　 0857・27・7051

（一社）京都府トラック協会
▽会員事業者数（1,029社・7 月 9 日現在）
〒 612-8418　京都市伏見区竹田向代町 48-3

075・671・3175　 075・661・0062

（一社）大阪府トラック協会
▽会員事業者数（3,531 社・5月31日現在）
〒 536-0014　大阪市城東区鴫野西 2-11-2

06・6965・4000　 06・6965・4019

（一社）滋賀県トラック協会
▽会員事業者数（638社・7月1日現在）

〒 524-0104　守山市木浜町 2298-4
077・585・8080　 077・585・8015

（公社）奈良県トラック協会
▽会員事業者数（488 社・6月30日現在）

〒 639-1037　大和郡山市額田部北町 981- 6
0743・23・1200　 0743・23・1212

令和元年度

令和元年8月30日現在（敬称略）

都道府県
トラック協会

【役員名簿一覧】
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・問題は、1ページから30ページまでの30問です。
・答えを記入する際は、下記の事項に留意して下さい。
①�各問題の設問で求める数と異なる数の解答をしたもの、及び複数の解答を求める

設問で一部不正解のものは、正解としません。
②�解答にあたっては、各設問及び選択肢に記載された事項以外は、考慮しないもの

とします。
③�各設問及び選択肢に記載された（以下「・・」という。）及び（以下「・・」に同

じ。）等については、当該問題における記述に限り適用されます。
※問題文は原文のまま掲載しています。        

1    貨物自動車運送事業法関係
問 1　貨物自動車運送事業に関する次の記述のうち、正しいものを 2 つ選び、解答用
紙の該当する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記載されてい
る事項以外は考慮しないものとする。

　1. 一般貨物自動車運送事業とは、他人の需要に応じ、有償で、自動車（三輪以上の
軽自動車及び二輪の自動車を除く。）を使用して貨物を運送する事業であって、特定貨物
自動車運送事業以外のものをいう。
　2. 貨物自動車運送事業とは、一般貨物自動車運送事業、特定貨物自動車運送事業、
貨物軽自動車運送事業及び貨物自動車利用運送事業をいう。
　3. 一般貨物自動車運送事業者は、「自動車車庫の位置及び収容能力」の事業計画の
変更をするときは、あらかじめその旨を、国土交通大臣に届け出なければならない。
　4. 一般貨物自動車運送事業者は、「事業用自動車の運転者及び運転の補助に従事す
る従業員の休憩又は睡眠のための施設の位置及び収容能力」の事業計画の変更をしよう
とするときは、国土交通大臣の認可を受けなければならない。

問 2　次の記述のうち、貨物自動車運送事業の運行管理者が行わなければならない業
務として正しいものを 2 つ選び、解答用紙の該当する欄にマークしなさい。なお、解答
にあたっては、各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1. 運転者が長距離運転又は夜間の運転に従事する場合であって、疲労等により安全
な運転を継続することができないおそれがあるときは、あらかじめ、当該運転者と交替
するための運転者を配置すること。
　2. 車両総重量が 7トン以上又は最大積載量が 4トン以上の普通自動車である事業用
自動車について、法令に規定する運行記録計により記録することのできないものを運行
の用に供さないこと。
　3. 法令の規定により、運転者に対して点呼を行い、報告を求め、確認を行い、及び
指示を与え、並びに記録し、及びその記録を保存し、並びに国土交通大臣が告示で定
めるアルコール検知器を備え置くこと。
　4. 適齢診断（高齢運転者のための適性診断として国土交通大臣が認定したものをい
う。）を運転者が 60歳に達した日以後 1 年以内（60歳以上の者を新たに運転者として選
任した場合は、選任の日から1 年以内）に 1 回受診させ、その後 3 年以内ごとに 1 回受
診させること。

問 3　貨物自動車運送事業法に定める一般貨物自動車運送事業者（以下「事業者」と
いう。）の輸送の安全等についての次の記述のうち、誤っているものを 1 つ選び、解答
用紙の該当する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記載されて
いる事項以外は考慮しないものとする。

　1. 事業者は、過積載による運送の引受け、過積載による運送を前提とする事業用自
動車の運行計画の作成及び事業用自動車の運転者その他の従業員に対する過積載によ
る運送の指示をしてはならない。
　2. 事業者は、事業用自動車の運転者が疾病により安全な運転ができないおそれがあ
る状態で事業用自動車を運転することを防止するために必要な医学的知見に基づく措置
を講じなければならない。
　3. 事業者は、運行管理者に対し、国土交通省令で定める業務を行うため必要な権限
を与えなければならない。また、事業者及び事業用自動車の運転者その他の従業員は、
運行管理者がその業務として行う助言又は指導があった場合は、これを尊重しなければ
ならない。
　4. 事業者は、運送条件が明確でない運送の引受け、運送の直前若しくは開始以降の
運送条件の変更、荷主の都合による集貨地点等における待機又は運送契約によらない
附帯業務の実施に起因する運転者の過労運転又は過積載による運送その他の輸送の安
全を阻害する行為を防止するため、荷主と密接に連絡し、及び協力して、適正な取引の
確保に努めなければならない。

問 4　貨物自動車運送事業の事業用自動車の運転者に対し、各点呼の際に報告を求め、
及び確認を行わなければならない事項として、A、B、C に入るべき字句を下の枠内の選
択肢（1 ～ 6）から選び、解答用紙の該当する欄にマークしなさい。

【乗務前点呼】
（1）酒気帯びの有無
（2） A
（3）道路運送車両法の規定による点検の実施又はその確認
【乗務後点呼】
（1）乗務に係る事業用自動車、道路及び運行の状況
（2） B
（3）酒気帯びの有無
【中間点呼】
（1） C
（2）疾病、疲労、睡眠不足その他の理由により安全な運転をすることができないおそ
　　　れの有無

　　1. 道路運送車両法の規定による点検の実施又はその確認
　　2. 乗務に係る事業用自動車、道路及び運行の状況
　　3. 貨物の積載状況
　　4. 疾病、疲労、睡眠不足その他の理由により安全な運転をすることができない
　　 　おそれの有無
　　5. 酒気帯びの有無
　　6. 他の運転者と交替した場合にあっては法令の規定による通告

問 5　自動車事故に関する次の記述のうち、一般貨物自動車運送事業者が自動車事故
報告規則に基づき運輸支局長等に速報を要するものを 2 つ選び、解答用紙の該当する
欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記載されている事項以外は
考慮しないものとする。

　1. 事業用自動車が交差点に停車していた貨物自動車に気づくのが遅れ、当該事業用
自動車がこの貨物自動車に追突し、さらに後続の自家用乗用自動車 3 台が関係する玉
突き事故となり、この事故により 3 人が重傷、5 人が軽傷を負った。
　2. 事業用自動車が交差点において乗用車と出会い頭の衝突事故を起こした。双方の
運転者は共に軽傷であったが、当該事業用自動車の運転者が事故を警察官に報告した際、
その運転者が道路交通法に規定する酒気帯び運転をしていたことが発覚した。
　3. 事業用自動車が走行中、鉄道施設である高架橋の下を通過しようとしたところ、積
載していた建設用機械の上部が橋桁に衝突した。この影響で、2 時間にわたり本線にお
いて鉄道車両の運転を休止させた。
　4. 事業用自動車の運転者が高速自動車国道を走行中、ハンドル操作を誤り、道路の
中央分離帯に衝突したことにより、当該事業用自動車に積載していた消防法に規定する
危険物の灯油がタンクから一部漏えいした。この事故により当該自動車の運転者が軽傷
を負った。

問 6　一般貨物自動車運送事業者（以下「事業者」という。）の過労運転の防止等につい
ての法令の定めに関する次の記述のうち、正しいものをすべて選び、解答用紙の該当す
る欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記載されている事項以外
は考慮しないものとする。

　1. 事業者は、運転者が有効に利用することができるように、休憩に必要な施設を整
備し、運転者に睡眠を与える必要がある場合にあっては睡眠に必要な施設を整備しなけ
ればならない。ただし、寝具等必要な設備が整えられていない施設は、有効に利用する

ことができる施設には該当しない。
　2. 事業者は、運行指示書の作成を要する運行の途中において、運行の開始及び終了
の地点及び日時に変更が生じた場合には、運行指示書の写しに当該変更の内容を記載し、
これにより運転者に対し電話その他の方法により、当該変更の内容について適切な指示
を行わなければならない。この場合、当該運転者が携行している運行指示書については、
当該変更の内容を記載させることを要しない。
　3. 運転者が一の運行における最初の勤務を開始してから最後の勤務を終了するまでの
時間（ただし、「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」の規定において厚生
労働省労働基準局長が定めることとされている自動車運転者がフェリーに乗船する場合
における休息期間を除く。）は、144 時間を超えてはならない。
　4. 特別積合せ貨物運送を行う事業者は、当該特別積合せ貨物運送に係る運行系統で
あって起点から終点までの距離が 150 キロメートルを超えるものごとに、所定の事項に
ついて事業用自動車の乗務に関する基準を定め、かつ、当該基準の遵守について乗務
員に対する適切な指導及び監督を行わなければならない。

問 7　一般貨物自動車運送事業者（以下「事業者」という。）の事業用自動車の運行の
安全を確保するために、国土交通省告示等に基づき運転者に対して行わなければならな
い指導監督及び特定の運転者に対して行わなければならない特別な指導に関する次の
記述のうち、誤っているものを 1 つ選び、解答用紙の該当する欄にマークしなさい。なお、
解答にあたっては、各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1. 事業者は、事故惹起運転者に対する特別な指導については、当該交通事故を引き
起こした後、再度事業用自動車に乗務する前に実施すること。ただし、やむを得ない事
情がある場合には、再度乗務を開始した後 1 ヵ月以内に実施すること。なお、外部の専
門的機関における指導講習を受講する予定である場合は、この限りでない。
　2. 運転者は、乗務を終了して他の運転者と交替するときは、交替する運転者に対し、
当該乗務に係る事業用自動車、道路及び運行の状況について通告すること。この場合
において、交替して乗務する運転者は、当該通告を受け、当該事業用自動車の制動装置、
走行装置その他の重要な装置の機能について点検の必要性があると認められる場合に
は、これを点検すること。
　3. 事業者は、初任運転者に対する特別な指導について、当該事業者において初めて
事業用自動車に乗務する前に実施すること。ただし、やむを得ない事情がある場合は、
乗務を開始した後 1 ヵ月以内に実施すること。
　4. 事業者は、法令に基づき事業用自動車の運転者として常時選任するために新たに雇
い入れた場合には、当該運転者について、自動車安全運転センターが交付する無事故・
無違反証明書又は運転記録証明書等により、事故歴を把握し、事故惹起運転者に該当
するか否かを確認すること。また、確認の結果、当該運転者が事故惹起運転者に該当
した場合であって、特別な指導を受けていない場合には、特別な指導を実施すること。

問 8　一般貨物自動車運送事業者（以下「事業者」という。）の運行管理者の選任等に
関する次の記述のうち、誤っているものを 1 つ選び、解答用紙の該当する欄にマークし
なさい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないも
のとする。

　1. 事業者は、事業用自動車（被けん引自動車を除く。）70 両を管理する営業所におい
ては、3 人以上の運行管理者を選任しなければならない。
　2. 事業者は、法令に規定する運行管理者資格者証を有する者又は国土交通大臣の認
定を受けた基礎講習を修了した者のうちから、運行管理者の業務を補助させるための者
（補助者）を選任することができる。
　3. 運行管理者の補助者が行う補助業務は、運行管理者の指導及び監督のもと行われ
るものであり、補助者が行う点呼において、疾病、疲労、睡眠不足等により安全な運転
をすることができないおそれがあることが確認された場合には、直ちに運行管理者に報
告を行い、運行の可否の決定等について指示を仰ぎ、その結果に基づき運転者に対し
指示を行わなければならない。
　4. 事業者は、新たに選任した運行管理者に、選任届出をした日の属する年度（やむを
得ない理由がある場合にあっては、当該年度の翌年度）に基礎講習又は一般講習を受
講させなければならない。ただし、他の事業者において運行管理者として選任されてい
た者にあっては、この限りでない。

2     道路運送車両法関係
問 9　自動車の登録等についての次の記述のうち、誤っているものを 1 つ選び、解答用
紙の該当する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記載されてい
る事項以外は考慮しないものとする。

　1. 登録自動車の所有者は、当該自動車の使用者が道路運送車両法の規定により自動
車の使用の停止を命ぜられ、同法の規定により自動車検査証を返納したときは、その
事由があった日から 30日以内に、当該自動車登録番号標及び封印を取りはずし、自動
車登録番号標について国土交通大臣に届け出なければならない。
　2. 自動車は、自動車登録番号標を国土交通省令で定める位置に、かつ、被覆しない
ことその他当該自動車登録番号標に記載された自動車登録番号の識別に支障が生じな
いものとして国土交通省令で定める方法により表示しなければ、運行の用に供してはな
らない。
　3. 道路運送車両法に規定する自動車の種別は、自動車の大きさ及び構造並びに原動
機の種類及び総排気量又は定格出力を基準として定められ、その別は、普通自動車、
小型自動車、軽自動車、大型特殊自動車、小型特殊自動車である。
　4. 登録自動車について所有者の変更があったときは、新所有者は、その事由があった
日から15日以内に、国土交通大臣の行う移転登録の申請をしなければならない。

問10　自動車の検査等についての次の記述のうち、正しいものを 2 つ選び、解答用紙
の該当する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記載されている
事項以外は考慮しないものとする。

　1. 自動車に表示されている検査標章には、当該自動車の自動車検査証の有効期間の
満了する時期が表示されている。
　2. 自動車の使用者は、自動車の長さ、幅又は高さを変更したときは、道路運送車両
法で定める場合を除き、その事由があった日から 30日以内に、当該事項の変更について、
国土交通大臣が行う自動車検査証の記入を受けなければならない。
　3. 自動車検査証の有効期間の起算日については、自動車検査証の有効期間が満了す
る日の 2 ヵ月前（離島に使用の本拠の位置を有する自動車を除く。）から当該期間が満了
する日までの間に継続検査を行い、当該自動車検査証に有効期間を記入する場合は、
当該自動車検査証の有効期間が満了する日の翌日とする。
　4. 車両総重量 8トン以上又は乗車定員 30人以上の自動車の使用者は、スペアタイヤ
の取付状態等について、3 ヵ月ごとに国土交通省令で定める技術上の基準により自動車
を点検しなければならない。

問11　道路運送車両法に定める自動車の点検整備等に関する次の文中、A、B、C、D
に入るべき字句としていずれか正しいものを 1 つ選び、解答用紙の該当する欄にマーク
しなさい。

　1．自動車運送事業の用に供する自動車の使用者又は当該自動車を運行する者は、
A 、その運行の開始前において、国土交通省令で定める技術上の基準により、自動

車を点検しなければならない。
　2. 自動車運送事業の用に供する自動車の使用者は、 B ごとに国土交通省令で定
める技術上の基準により、自動車を点検しなければならない。
　3. 自動車の使用者は、自動車の点検及び整備等に関する事項を処理させるため、車
両総重量 8トン以上の自動車その他の国土交通省令で定める自動車であって国土交通
省令で定める台数以上のものの使用の本拠ごとに、自動車の点検及び整備に関する実
務の経験その他について国土交通省令で定める一定の要件を備える者のうちから、

C を選任しなければならない。
　4. 地方運輸局長は、自動車の使用者が道路運送車両法第54条（整備命令等）の規定
による命令又は指示に従わない場合において、当該自動車が道路運送車両の保安基準
に適合しない状態にあるときは、当該自動車の D することができる。

    A　1.　1 日 1 回	       2.　必要に応じて
    B　1.　3 ヵ月		        2.　6 ヵ月
    C　1.　安全運転管理者	      2.　整備管理者
    D　1.　経路を制限	       2.　使用を停止

問12　道路運送車両の保安基準及びその細目を定める告示についての次の記述のうち、
誤っているものを 1 つ選び、解答用紙の該当する欄にマークしなさい。なお、解答にあ
たっては、各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1. 路線を定めて定期に運行する一般乗合旅客自動車運送事業用自動車に備える旅客
が乗降中であることを後方に表示する電光表示器には、点滅する灯火又は光度が増減す
る灯火を備えることができる。
　2. 自動車に備えなければならない後写鏡は、取付部付近の自動車の最外側より突出し
ている部分の最下部が地上 2 .0 メートル以下のものは、当該部分が歩行者等に接触した
場合に衝撃を緩衝できる構造でなければならない。
　3. 自動車に備えなければならない非常信号用具は、夜間 200メートルの距離から確認
できる赤色の灯光を発するものでなければならない。
　4. 自動車（大型特殊自動車、小型特殊自動車を除く。以下同じ。）の車体の外形その
他自動車の形状については、鋭い突起がないこと、回転部分が突出していないこと等他
の交通の安全を妨げるおそれがないものとして、告示で定める基準に適合するものでな
ければならない。
　

3     道路交通法関係
問13　道路交通法に照らし、次の記述のうち、正しいものを 1 つ選び、解答用紙の該
当する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記載されている事項
以外は考慮しないものとする。

　1. 路側帯とは、歩行者及び自転車の通行の用に供するため、歩道の設けられていない
道路又は道路の歩道の設けられていない側の路端寄りに設けられた帯状の道路の部分
で、道路標示によって区画されたものをいう。
　2. 車両は、道路の中央から左の部分の幅員が 6 メートルに満たない道路において、
他の車両を追い越そうとするとき（道路の中央から右の部分を見とおすことができ、かつ、
反対の方向からの交通を妨げるおそれがない場合に限るものとし、道路標識等により追
越しのため道路の中央から右の部分にはみ出して通行することが禁止されている場合を
除く。）は、道路の中央から右の部分にその全部又は一部をはみ出して通行することが
できる。
　3. 自動車を運転する場合において、下図の標識が表示されている自動車は、肢体不
自由である者が運転していることを示しているので、危険防止のためやむを得ない場合
を除き、進行している当該表示自動車の側方に幅寄せをしてはならない。

		  道路交通法施行規則で定める様式
		  縁の色彩は白色
		  マークの色彩は黄色
		  地の部分の色彩は緑色

　4. 高齢運転者等専用時間制限駐車区間においては、高齢運転者等標章自動車以外の
車両であっても、空いている場合は駐車できる。

問14　道路交通法に定める停車及び駐車を禁止する場所についての次の文中、A、B、C、
D に入るべき字句を下の枠内の選択肢（①～③）から選び、解答用紙の該当する欄にマ
ークしなさい。なお、各選択肢は、法令の規定若しくは警察官の命令により、又は危険
を防止するため一時停止する場合には当たらないものとする。また、解答にあたっては、
各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1. 車両は、交差点の側端又は道路のまがりかどから A 以内の道路の部分におい
ては、停車し、又は駐車してはならない。
　2. 車両は、横断歩道又は自転車横断帯の前後の側端からそれぞれ前後に B 以内
の道路の部分においては、停車し、又は駐車してはならない。
　3. 車両は、安全地帯が設けられている道路の当該安全地帯の左側の部分及び当該部
分の前後の側端からそれぞれ前後に C 以内の道路の部分においては、停車し、又
は駐車してはならない。
　4. 車両は、踏切の前後の側端からそれぞれ前後に D 以内の部分においては、停
車し、又は駐車してはならない。

　　① 3 メートル        ② 5 メートル        ③ 10 メートル

問15　道路交通法に定める第一種免許の自動車免許の自動車の種類等について、次の
記述のうち、正しいものを 2 つ選び、解答用紙の該当する欄にマークしなさい。なお、
解答にあたっては、各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1. 大型免許を受けた者であって、21 歳以上かつ普通免許を受けていた期間（当該免
許の効力が停止されていた期間を除く。）が通算して 3 年以上のものは、車両総重量が
11,000キログラム以上のもの、最大積載量が 6,500キログラム以上のもの又は乗車定員
が 30 人以上の大型自動車を運転することができる。
　2. 準中型免許を受けた者であって、21 歳以上かつ普通免許を受けていた期間（当該
免許の効力が停止されていた期間を除く。）が通算して 3 年以上のものは、車両総重量
が 7,500キログラム以上 11,000 キログラム未満のもの、最大積載量が 4,500 キログラ
ム以上 6,500キログラム未満の準中型自動車を運転することができる。
　3. 運転免許証の有効期間の更新期間は、道路交通法第 101条の 2 第 1 項に規定す
る場合を除き、更新を受けようとする者の当該免許証の有効期間が満了する日の直前の
その者の誕生日の 1 ヵ月前から当該免許証の有効期間が満了する日までの間である。
　4. 普通自動車免許を平成 30年 4月10日に初めて取得し、その後令和元年 5月21日
に準中型免許を取得したが、令和元年 8月25日に準中型自動車を運転する場合、初心
運転者標識の表示義務はない。

問16　道路交通法に定める徐行及び一時停止についての次の記述のうち、誤っている
ものを 1 つ選び、解答用紙の該当する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、
各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1. 交差点又はその附近において、緊急自動車が接近してきたときは、車両（緊急自動
車を除く。）は、交差点を避け、かつ、道路の左側（一方通行となっている道路においてそ
の左側に寄ることが緊急自動車の通行を妨げることとなる場合にあっては、道路の右側）
に寄って一時停止しなければならない。
　2. 車両等は、道路のまがりかど附近、上り坂の頂上附近又は勾配の急な上り坂及び下
り坂を通行するときは、徐行しなければならない。
　3. 車両等は、横断歩道に接近する場合には、当該横断歩道を通過する際に当該横断
歩道によりその進路の前方を横断しようとする歩行者又は自転車がないことが明らかな
場合を除き、当該横断歩道の直前で停止することができるような速度で進行しなければ
ならない。
　4. 車両は、環状交差点において左折し、又は右折するときは、あらかじめその前から
できる限り道路の左側端に寄り、かつ、できる限り環状交差点の側端に沿って（道路標
識等により通行すべき部分が指定されているときは、その指定された部分を通行して）
徐行しなければならない。

問17　道路交通法に定める自動車の運転者の遵守事項及び故障等の場合の措置に関
する次の記述のうち、正しいものを 2 つ選び、解答用紙の該当する欄にマークしなさい。
なお、解答にあたっては、各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1. 車両等の運転者は、児童、幼児等の乗降のため、道路運送車両の保安基準に関す
る規定に定める非常点滅表示灯をつけて停車している通学通園バスの側方を通過すると
きは、できる限り安全な速度と方法で進行しなければならない。
　2. 自動車の運転者は、故障その他の理由により高速自動車国道等の本線車道若しく
はこれに接する加速車線、減速車線若しくは登坂車線又はこれらに接する路肩若しくは
路側帯において当該自動車を運転することができなくなったときは、道路交通法施行令
で定めるところにより、停止表示器材を後方から進行してくる自動車の運転者が見やす
い位置に置いて、当該自動車が故障その他の理由により停止しているものであることを
表示しなければならない。
　3. 運転免許（仮運転免許を除く。）を受けた者が自動車等の運転に関し、当該自動車
等の交通による人の死傷があった場合において、道路交通法第 72 条第 1 項前段の規定
（交通事故があったときは、直ちに車両等の運転を停止して、負傷者を救護し、道路に
おける危険を防止する等必要な措置を講じなければならない。）に違反したときは、その
者が当該違反をしたときにおけるその者の住所地を管轄する都道府県公安委員会は、
その者の運転免許を取り消すことができる。
　4. 車両等の運転者は、身体障害者用の車椅子が通行しているときは、その側方を離
れて走行し、車椅子の通行を妨げないようにしなければならない。

第 1 回
令和元年度 運行管理者試験問題 貨 

物

　令和元年度・第１回運行管理者試験（貨物）が、８月 25 日（日）に
全国 47 都道府県で実施された。
　試験結果については、９月 24 日（火）午前 9 時に、合格者の受
験番号が（公財）運行管理者試験センターのホームページ（http ://
www.unkan.or. jp/）に掲載される。また、合否結果は「試験結
果通知書」により受験者本人宛てに郵送される。
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4　  労働基準法関係
問18　労働基準法（以下「法」という。）に定める労働契約に関する次の記述のうち、
正しいものを 2 つ選び、解答用紙の該当する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっ
ては、各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1. 使用者は、労働者を解雇しようとする場合においては、少くとも 30 日前にその予
告をしなければならない。30日前に予告をしない使用者は、30 日分以上の平均賃金を
支払わなければならない。ただし、天災事変その他やむを得ない事由のために事業の
継続が不可能となった場合又は労働者の責に帰すべき事由に基いて解雇する場合におい
ては、この限りでない。
　2. 試の使用期間中の者に該当する労働者については、法第20 条の解雇の予告の規定
は適用しない。ただし、当該者が 1 ヵ月を超えて引き続き使用されるに至った場合にお
いては、この限りでない。
　3. 労働契約は、期間の定めのないものを除き、一定の事業の完了に必要な期間を定
めるもののほかは、3 年（法第 14 条（契約期間等）第 1 項各号のいずれかに該当する労
働契約にあっては、5 年）を超える期間について締結してはならない。
　4. 労働者は、労働契約の締結に際し使用者から明示された賃金、労働時間その他の
労働条件が事実と相違する場合においては、少くとも 30 日前に使用者に予告したうえで、
当該労働契約を解除することができる。

問19　労働基準法に定める労働時間及び休日等に関する次の記述のうち、誤っている
ものを 1 つ選び、解答用紙の該当する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、
各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1. 労働時間は、事業場を異にする場合においても、労働時間に関する規定の適用に
ついては通算する。
　2. 使用者は、労働時間が 6 時間を超える場合においては少くとも 30 分、8 時間を超え
る場合においては少くとも 45 分の休憩時間を労働時間の途中に与えなければならない。
　3. 使用者は、労働者に対して、毎週少くとも 1 回の休日を与えなければならない。た
だし、この規定は、4 週間を通じ 4 日以上の休日を与える使用者については適用しない。
　4. 使用者は、その雇入れの日から起算して 6 ヵ月間継続勤務し全労働日の 8 割以上
出勤した労働者に対して、継続し、又は分割した 10 労働日の有給休暇を与えなければ
ならない。

問20　「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」（以下「改善基準告示」とい
う。）に定める貨物自動車運送事業に従事する自動車運転者（以下「トラック運転者」と
いう。）の休息期間及び休日の労働に関する次の文中、A、B、C に入るべき字句として
いずれか正しいものを 1 つ選び、解答用紙の該当する欄にマークしなさい。

　1. 使用者は、トラック運転者の休息期間については、当該自動車運転者の A にお
ける休息期間がそれ以外の場所における休息期間より長くなるように努めるものとする。
　2. 使用者は、トラック運転者に労働基準法第 35 条の休日に労働させる場合は、当該
労働させる休日は B について C を超えないものとし、当該休日の労働によって
改善基準告示第 4 条第 1 項に定める拘束時間及び最大拘束時間の限度を超えないもの
とする。

　A　 1.　住所地		 2.　勤務地
　B　 1.　2 週間		 2.　4 週間
　C　 1.　1 回		  2.　2 回

問21　「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」及び厚生労働省労働基準局
長の定める「一般乗用旅客自動車運送事業以外の事業に従事する自動車運転者の拘束
時間及び休息期間の特例について」に関する次の記述のうち、正しいものを 2 つ選び、
解答用紙の該当する欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、各選択肢に記載さ
れている事項以外は考慮しないものとする。

　1. 使用者は、貨物自動車運送事業に従事する自動車運転者（以下「トラック運転者」
という。）の運転時間は、2 日（始業時刻から起算して48 時間をいう。）を平均し 1 日当
たり 9 時間、2 週間を平均し 1 週間当たり 44 時間を超えないものとする。
　2. 使用者は、業務の必要上、トラック運転者（1 人乗務の場合）に勤務の終了後継続
8 時間以上の休息期間を与えることが困難な場合には、当分の間、一定期間における全
勤務回数の 3 分の 2 を限度に、休息期間を拘束時間の途中及び拘束時間の経過直後に
分割して与えることができるものとする。この場合において、分割された休息期間は、1
日（始業時刻から起算して 24 時間をいう。以下同じ。）において 1 回当たり継続 4 時間
以上、合計 10 時間以上でなければならないものとする。
　3. 使用者は、トラック運転者（隔日勤務に就く運転者以外のもの。）が同時に 1 台の
事業用自動車に 2 人以上乗務する場合（車両内に身体を伸ばして休息することができる
設備がある場合に限る。）においては、1 日についての最大拘束時間を 20 時間まで延長
することができる。
　4. 使用者は、業務の必要上やむを得ない場合には、当分の間、トラック運転者を隔
日勤務に就かせることができる。この場合、2 暦日における拘束時間は、26時間を超
えないものとする。

問22　下図は、貨物自動車運送事業に従事する自動車運転者（1 人乗務で隔日勤務に
就く運転者以外のもの。）の 5 日間の勤務状況の例を示したものであるが、次の 1 ～ 4
の拘束時間のうち、「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」における1 日に
ついての拘束時間として、正しいものを 1 つ選び、解答用紙の該当する欄にマークしな
さい。

　1.　1 日目：14 時間　2 日目：12 時間　3 日目：15 時間　4 日目：12 時間
　2.　1 日目：10 時間　2 日目：12 時間　3 日目：11 時間　4 日目：12 時間
　3.　1 日目：10 時間　2 日目：14 時間　3 日目：11 時間　4 日目：13 時間
　4.　1 日目：14 時間　2 日目：14 時間　3 日目：15 時間　4 日目：13 時間

問23　下表は、貨物自動車運送事業に従事する自動車運転者（隔日勤務に就く運転者
以外のもの。）の1年間における各月の拘束時間の例を示したものであるが、このうち、
「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」に適合するものを 1 つ選び、解答
用紙の該当する欄にマークしなさい。ただし、「1 ヵ月についての拘束時間の延長に関す
る労使協定」があるものとする。

5     実務上の知識及び能力
問24　点呼の実施等に関する次の記述のうち、適切なものには解答用紙の「適」の欄に、
適切でないものには解答用紙の「不適」の欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、
各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1. A 営業所においては、運行管理者は昼間のみの勤務体制となっている。しかし、
運行管理者が不在となる時間帯の点呼が当該営業所における点呼の総回数の 7 割を超
えていることから、その時間帯における点呼については、事業者が選任した複数の運行
管理者の補助者に実施させている。
　2. 運行管理者は、乗務開始及び乗務終了後の運転者に対し、原則、対面で点呼を実
施しなければならないが、遠隔地で乗務が開始又は終了する場合、車庫と営業所が離
れている場合、又は運転者の出庫・帰庫が早朝・深夜であり、点呼を行う運行管理者
が営業所に出勤していない場合等、運行上やむを得ず、対面での点呼が実施できないと
きには、電話、その他の方法で行っている。
　3.乗務後の点呼において、乗務を終了した運転者からの当該乗務に係る事業用自動車、
道路及び運行の状況についての報告は、特に異常がない場合には運転者から求めない
こととしており、点呼記録表に「異常なし」と記録している。
　4. 乗務前の点呼においてアルコール検知器を使用するのは、身体に保有している酒気
帯びの有無を確認するためのものであり、道路交通法施行令で定める呼気中のアルコー
ル濃度 1リットル当たり 0.15 ミリグラム以上であるか否かを判定するためのものではない。

問25　一般貨物自動車運送事業者が事業用自動車の運転者に対して行う指導・監督に
関する次の記述のうち、適切なものをすべて選び、解答用紙の該当する欄にマークしなさ
い。なお、解答にあたっては、各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1. 他の自動車に追従して走行するときは、常に「秒」の意識をもって自車の速度と制動
距離（ブレーキが効きはじめてから止まるまでに走った距離）に留意し、前車への追突の
危険が発生した場合でも安全に停止できるよう、制動距離と同程度の車間距離を保って
運転するよう指導している。
　2. 運転者は貨物の積載を確実に行い、積載物の転落防止や、転落させたときに危険
を防止するために必要な措置をとることが遵守事項として法令で定められている。出発
前に、スペアタイヤや車両に備えられている工具箱等も含め、車両に積載されているも
のが転落のおそれがないことを確認しなければならないことを指導している。
　3. 運転者の目は、車の速度が速いほど、周辺の景色が視界から消え、物の形を正確
に捉えることができなくなるため、周辺の危険要因の発見が遅れ、事故につながるおそ
れが高まることを理解させるよう指導している。
　4. 飲酒により体内に摂取されたアルコールを処理するために必要な時間の目安につい
ては、個人差はあるが、例えばビール 500ミリリットル（アルコール 5％）の場合、概ね
4 時間とされている。事業者は、これらを参考に、社内教育の中で酒気帯び運転防止
の観点から飲酒が運転に及ぼす影響等について指導を行っている。

問26　事業用自動車の運転者の健康管理に関する次の記述のうち、適切なものには解
答用紙の「適」の欄に、適切でないものには解答用紙の「不適」の欄にマークしなさい。
なお、解答にあたっては、各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1. 事業者は、脳血管疾患の予防のため、運転者の健康状態や疾患につながる生活習
慣の適切な把握・管理に努めるとともに、脳血管疾患は法令により義務づけられている
定期健康診断において容易に発見することができることから、運転者に確実に受診させ
ている。
　2. 事業者は、日頃から運転者の健康状態を把握し、点呼において、意識の異常、目
の異常、めまい、頭痛、言葉の異常、手足の異常等の申告又はその症状が見られたら、
脳血管疾患の初期症状とも考えられるためすぐに専門医療機関で受診させるよう対応す
る。
　3. 事業者は、深夜業（22 時～ 5 時）を含む業務に常時従事する運転者に対し、法令
に定める定期健康診断を 6 ヵ月以内ごとに 1 回、必ず、定期的に受診させるようにして
いる。
　4. 平成29 年中のすべての事業用自動車の乗務員に起因する重大事故報告件数は約
2,000 件であり、このうち、運転者の健康状態に起因する事故件数は約 300 件となっ
ている。病名別に見てみると、心筋梗塞等の心臓疾患と脳血管疾患等の脳疾患が多く
発生している。

問27　交通事故防止対策に関する次の記述のうち、適切なものには解答用紙の「適」
の欄に、適切でないものには解答用紙の「不適」の欄にマークしなさい。なお、解答に
あたっては、各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1.交通事故は、そのほとんどが運転者等のヒューマンエラーにより発生するものである。
したがって、事故惹起運転者の社内処分及び再教育に特化した対策を講ずることが、交
通事故の再発を未然に防止するには最も有効である。そのためには、発生した事故の調
査や事故原因の分析よりも、事故惹起運転者及び運行管理者に対する特別講習を確実
に受講させる等、ヒューマンエラーの再発防止を中心とした対策に努めるべきである。
　2.ドライブレコーダーは、事故時の映像だけでなく、運転者のブレーキ操作やハンド
ル操作などの運転状況を記録し、解析することにより運転のクセ等を読み取ることがで
きるものがあり、運行管理者が行う運転者の安全運転の指導に活用されている。
　3. いわゆるヒヤリ・ハットとは、運転者が運転中に他の自動車等と衝突又は接触する
おそれなどがあったと認識した状態をいい、1 件の重大な事故（死亡・重傷事故等）が
発生する背景には多くのヒヤリ・ハットがあるとされており、このヒヤリ・ハットを調査し
減少させていくことは、交通事故防止対策に有効な手段となっている。
　4. 平成 29 年中に発生した事業用トラックによる人身事故は、追突事故が最も多く全
体の約 5 割を占めており、このうち昼間の時間での追突事故が多く発生している。追突
事故を防止するためには、適正な車間距離の確保や前方不注意の危険性等に関する指
導を徹底することが重要である。

問28　交通事故及び緊急事態が発生した場合における事業用自動車の運行管理者又
は運転者の措置に関する次の記述のうち、適切なものには解答用紙の「適」の欄に、適
切でないものには解答用紙の「不適」の欄にマークしなさい。なお、解答にあたっては、
各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。

　1. 大型トラックに荷物を積載して運送中の運転者から、営業所の運行管理者に対し、
「現在走行している地域の天候が急変し、集中豪雨のため、視界も悪くなってきたので、
一時運転を中断している。」との連絡があった。連絡を受けた運行管理者は、「営業所で
は判断できないので、運行する経路を運転者自ら判断し、また、運行することが困難な
状況に至った場合は、適当な待避場所を見つけて運転者自らの判断で運送の中断等を
行うこと」を指示した。
　2. 運転者は、中型トラックで高速道路を走行中、大地震が発生したのに気づき当該ト
ラックを路側帯に停車させ様子を見ていた。この地震により高速道路の車両通行が困難
となったので、当該運転者は、運行管理者に連絡したうえで、エンジンキーを持ってド
アをロックして当該トラックを置いて避難した。
　3. 運転者は、交通事故を起こしたので、二次的な事故を防ぐため、事故車両を安全
な場所に移動させるとともに、ハザードランプの点灯、発炎筒の着火、停止表示器材の
設置により他の自動車に事故の発生を知らせるなど、安全に留意しながら道路における
危険防止の措置をとった。
　4. 運転者が中型トラックを運転して踏切にさしかかりその直前で一旦停止した。踏切
を渡った先の道路は混んでいるが、前の車両が前進すれば通過できると判断し踏切に進
入したところ、車両の後方部分を踏切内に残し停車した。その後、踏切の警報機が鳴り、
遮断機が下り始めたが、前方車両が動き出したため遮断機と接触することなく通過する
ことができた。

問29　運行管理者は、荷主からの運送依頼を受けて、次のとおり運行の計画を立てた。
この計画を立てた運行管理者の判断に関する次の 1 ～ 3 の記述のうち、適切なものに
は解答用紙の「適」の欄に、適切でないものには解答用紙の「不適」の欄にマークしなさ
い。なお、解答にあたっては、＜運行の計画＞及び各選択肢に記載されている事項以
外は考慮しないものとする。

（荷主の依頼事項）
　A 地点から、重量が 5,500キログラムの荷物を 11時30 分までに D 地点に運び、その
後戻りの便にて、E 地点から 5,250キログラムの荷物を 18時30 分までに A 地点に運ぶ。

＜運行の計画＞
　ア　乗車定員 2 名で最大積載量 6,250 キログラム、車両総重量 10,930キログラムの
　　中型貨物自動車を使用する。当該運行は、運転者 1 人乗務とする。

　イ　当日の当該運転者の始業時刻は 6時 00 分とし、乗務前点呼後 6時30 分に営業
　　所を出庫して荷主先の A 地点に向かう。A 地点にて荷積み後、A 地点を出発し、

　　一般道を走行した後、B 料金所から高速自動車国道（法令による最低速度を定めな
　　い本線車道に該当しないもの。以下「高速道路」という。）に乗り、途中 10 分の休
　　憩をはさみ、2 時間40 分運転した後、C 料金所にて高速道路を降りる。（B 料金所
　　と C 料金所の間の距離は 240 キロメートル）その後、一般道を経由し、D 地点には
　　11 時 00 分に到着する。荷下ろし後、休憩施設に向かい、当該施設において 11 時
　　50 分から13 時 00 分まで休憩をとる。

　ウ　13 時 00 分に休憩施設を出発して E 地点に向かい、荷積みを行う。その後、13
　　時 50 分に E 地点を出発し、一般道を経由し往路と同じ高速道路を走行し、その後、
　　一般道を経由し、荷主先の A 地点に18 時10 分に到着する。荷下ろし後、営業所に
　　18時50 分に帰庫する。営業所において乗務後点呼を受け、19時 00 分に終業する。

　1. B 料金所から C 料金所までの間の高速道路の運転時間を、制限速度を考慮して 2
時間40 分と設定したこと。
　2. 当該運転者は前日の運転時間が 9 時間00 分であり、また、当該運転者の翌日の
運転時間を 8 時間50 分とし、当日を特定の日とした場合の 2 日を平均して 1 日当たりの
運転時間が改善基準告示に違反していないと判断したこと。
　3. 当日の運行における連続運転時間の中断方法は改善基準告示に違反していないと
判断したこと。

問30　運行管理者が運転者に対して実施する危険予知訓練に関する次の記述において、
問題に示す【交通場面の状況等】を前提に、危険要因などを記載した表中の A、B に最
もふさわしいものを【運転者が予知すべき危険要因の例】の①～⑤の中から、また、C、D
に最もふさわしいものを【運行管理者による指導事項】の⑥～⑩の中からそれぞれ 1 つ
選び、解答用紙の該当する欄にマークしなさい。

【運転者が予知すべき危険要因の例】
　①右折時の内輪差による二輪車・原動機付自転車などの巻き込みの危険がある。
　②�横断歩道の右側から自転車又は歩行者が横断歩道を渡ってくることが考えられ、こ

のまま右折をしていくと衝突する危険がある。
　③車幅が広いため、右折する交差点で対向車線へはみ出して衝突する危険がある。
　④�右折時に対向車の死角に隠れた二輪車・原動機付自転車を見落とし、対向車が通

過直後に右折すると衝突する危険がある。
　⑤急停止すると後続車に追突される危険がある。

【運行管理者による指導事項】
　⑥�対向車の速度が遅い時などは、交差点をすばやく右折し、自転車横断帯の自転車

との衝突の危険を避けること。
　⑦スピードを十分落として交差点に進入すること。
　⑧�対向車があるときは無理をせず、対向車の通過を待ち、左右の安全を確認してか

ら右折をすること。
　⑨�交差点に接近したときは、特に前車との車間距離を十分にとり、信号や前車の動向

に注意しながら走行すること。
　⑩交差点内だけでなく、交差点の右折した先の状況にも十分注意を払い走行すること。

【
正
答
表
】

問 1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問 10

1, 4 1, 2 3 A:4 ,B:6
C:5 2, 4 1, 3 2 4 1 1, 4

問 11 問 12 問 13 問 14 問 15 問 16 問 17 問 18 問 19 問 20

A :1,B :1
C:2,D:2 2 2 A:2,B:2

C:3,D:3 1, 3 2 2, 3 1, 3 2 A :1,B :1
C:1

問 21 問 22 問 23 問 24 問 25 問 26 問 27 問 28 問 29 問 30

1, 3 3 4  適  4
不適 1,2,3 2, 3, 4  適 2,3,4

不適  1
 適 2,3,4
不適  1

 適  3
不適 1,2,4

 適  2
不適 1,3

A:2 ,B:4
C:8,D:10
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る
者
全
て
の
責
務
で
あ
る
と

い
え
ま
す
︒

　

運
送
事
業
者
は
︑
乗
務
開

始
前
・
乗
務
終
了
後
の
点
呼

時
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器

を
使
用
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

酒
気
帯
び
の
有
無
の
確
認
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
（
図

６
）︒

　

飲
酒
運
転
の
根
絶
の
た

め
︑
全
ト
協
策
定
﹃
飲
酒
運

転
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹄

を
活
用
し
︑
事
業
所
内
で
の

飲
酒
運
転
防
止
対
策
に
万
全

を
期
し
て
く
だ
さ
い
︒

公益社団法人

ビール

500ml

▶
﹃
飲
酒
運
転
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹄
は
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す

　

死
亡
事
故
な
ど
の
重
大
事
故
に
直
結
す
る
﹁
飲
酒
運
転
﹂
が
︑
い
ま
だ
に

あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
︒
酒
酔
い
︑
酒
気
帯
び
な
ど
の
飲
酒
運
転
は
き
わ
め
て

悪
質
・
危
険
な
犯
罪
行
為
で
あ
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
本
人
や
同
乗
者
等
が
厳
し

く
罰
せ
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
︑
万
一
事
故
を
起
こ
せ
ば
被
害
者
や
そ
の
家
族

の
人
生
を
大
き
く
狂
わ
せ
る
結
果
を
招
く
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
︒ま
た
︑

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
飲
酒
運
転
で
事
故
を
起
こ
し
︑
飲
酒
運
転

防
止
へ
の
指
導
監
督
が
不
十
分
で
あ
っ
た
場
合
に
は
事
業
者
の
責
任
も
問
わ

れ
︑事
業
停
止
や
車
両
使
用
停
止
な
ど
の
行
政
処
分
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
︑

社
会
的
信
用
も
失
墜
し
︑経
営
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

飲
酒
運
転
を
防
止
す
る
た
め
に
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
識
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
︑
事
業
者
と
し
て
点
呼
時
の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
徹
底
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
︒
こ
の
た
め
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
策
定
し
た
﹃
飲
酒
運
転
防

止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹄
を
活
用
す
る
と
と
も
に
︑
点
呼
時
に
お
け
る
ア
ル
コ

ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
励
行
し
︑
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
の
正
し
い
運
用
が
求
め
ら

れ
ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑
近
年
の
飲
酒
運
転
事
故
の
発
生
状
況
と
と
も
に
︑
点
呼
の
実

施
と
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
の
使
用
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
︒
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図２ 事業用トラック飲酒運転及び事故件数の推移

図３ 事業用トラック人身事故及び死者数の推移
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図 1、2、3の出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」

図4 飲酒運転に対する罰則

図5
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『飲酒運転防止対策マニュアル』活用を

掲
示
用

出典：全日本トラック協会『飲酒運転防止対策マニュアル』

図６ 点呼の実施とアルコール検知器の使用
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